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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『園内の花か壇だんではヒマワリとハイビスカスが咲きました。スタッフの衣い装しようには一週間前から、涼すずしげなスカイブルーのカラーを入れています。──ユーロランドへようこそ』

　どこからか声が聞こえた。

『……ユーロランドは湾わん岸がんのテーマパークです。営業時間は午前十時から午後十時までとなっておりますので、楽しい時間をゆっくりとお過ごしください』

　画面の向こうで女性が微笑ほほえんでいる。

　長い黒くろ髪かみを緩ゆるやかな風に揺ゆらし、大きな瞳ひとみを一回だけ瞬またたいてから、彼女はただ整った微笑みを画面に表示していた。

　そんなイメージビデオのような園内ガイドが、ユーロランド園内に設置されたモニターから流れている。

　昼下がりのユーロランドの石いし畳だたみを、恋人たちや家族連れなど沢たく山さんの人々が歩いていく。人々で賑にぎわう空間は笑顔で溢あふれていた。

　夏休みの健けん全ぜんな風景がそこにあった。

『私たちはお客様のために、理想的な空間を作ります。私たちスタッフとお客様が感情を共有するための場所作りを目指します』

　園内を歩く人々に微笑みかけるように、ガイドの女性が語っている。

『私たちは、ただ笑顔を交わせるような純じゆん粋すいな関係をつくりたいのです……』

　アップテンポの音楽が流れ、彼女の周りにカラフルなキャラクターたちが集まってきた。ユーロランドのマスコットたちが、画面の中でリズムに合わせて踊おどりだす。

　そんな画面の下で、奈な々なはツツジの陰かげに隠かくれるように座っていた。

　読んでいたユーロランドのパンフレットをたたむと、奈々は小さくため息を吐く。しばらくぼんやりと空を見つめていたが、スタッフ用のスカイブルーの帽子を被かぶり、グッズの入ったカゴを持って立ちあがった。

『楽しい時間をお過ごしください。何かあれば、ランド内にいるスタッフに声をかけていただければ丁てい寧ねいに対応させていただきます……』

　女性が微笑む画面を背中に、奈々は園内を歩いていった。
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　笑顔やカラフルな衣い装しようはディスプレイされ、不ふ健けん全ぜんな心やゴミは地下に隠かくされる。

　遼りよう一いちは周囲の風景をぼんやりと見ていた。作られた街があった。プラスのイメージを高めるために作られた幻げん想そうの街。夏休みのレジャーランドの風景だった。

「夢の国、ユーロランドへようこそ」

　真っ白なコスチューム姿の女性スタッフが笑顔を浮かべてうちわを配っている。

　子供たちが歓かん声せいを上げて石いし畳だたみを走っている。親子連れやカップルの姿が多かった。なんだかレジャーランド全体で、爽そう快かい感や楽しさという感情を表現しているように見えた。

　周囲には石造りの教会やギャラリーなどをイメージした建物がある。敷しき地ち内には塔とうや石せき像ぞうなどが配置され、至る所に水路があった。遼一の欧おう州しゆう風ふうイメージを凝ぎよう縮しゆくしたような場所だった。

「もう夏って感じだね」

　隣となりを歩いていた美み穂ほが真まっ青さおな空を見上げて汗を拭ぬぐっている。夕方近くになっていたが、日ざしは弱まる気配がなかった。

　デニムスカートにノースリーブのシャツとカジュアルな格好の美穂は、この欧州風の街にマッチして見えた。街を装そう飾しよくする健康的な肉体だった。

「ほら、あっちに大きい観かん覧らん車しやがあるよ」

　美穂が、ゆったりと回っている観覧車を指さした。

「一周二十分ぐらいかかるんだってさ。途中でトイレに行きたくなったらどうなるんだろうな」

　遼一はぼんやりと歩きながら言った。

「ベタなドラマとか小説ではさあ、カゴが一番上についたときに止まっちゃうけど、絶対そんなことあり得ないよね。あ、見て見て、アンティークな馬車が走ってる。なんか、歩いているだけで楽しくなる感じ」

　ニコニコと笑顔を浮かべる美穂越ごしに、ドーナツのワゴンが目に入った。オレンジ色のコスチュームの女性スタッフが、砂糖をまぶした棒状のドーナツを売っている。

「……ねえねえ、このドーナツいくら？　えっ、チュロスっていうの？　へー、で、君の名前はなんていうの？　休み時間はいつ？」

　売り子のスタッフに声をかけている川かわ崎さきの姿があった。

「やつは夢の国に通つう俗ぞくさを持ち込んでいるな」

　遼一はため息を吐いた。遼一たちは学校の同好会活動の一いつ環かんとしてここに来ていたのだ。ロッククライミング同好会の会長が川崎であり、彼が合宿を企画した。ユーロランドに隣りん接せつするスポーツ施し設せつにクライミングウオールが設置されており、宿泊施設などもある。

　高校は夏休みに突入していた。学校に収しゆう納のうされていた生徒たちが無む秩ちつ序じよに動き回る暑い夏が始まった。

「……奈な々なちゃんはどこにいるのかな」

　美み穂ほが売り子のスタッフを横目につぶやいた。

「さあ、どこだろうな」

「楽しくバイトできてるかなあ。奈々ちゃんは、ちょっとずれたところがあるからなあ」

「なんとかやってるんじゃないか」

「…………」

　美穂が不満げに遼りよう一いちを向いた。

「ねえ、そのぼやっとした感じはなんなの？　奈々ちゃんに会うのも久しぶりなんでしょ。あんな世間ズレした女の子が住み込みバイトするなんて心配じゃないの？」

「いや、でも子供じゃないんだしさ……」

　遼一は口ごもりながら目を逸そらした。

　奈々はユーロランドで働いているのだ。美穂が言うようにアルバイトではなく、天使の研修としてだった。救済者セーバーと呼ばれる、世界の秩序を守る天使。

　プログラム、テスト、と二つの試し練れんを乗のり越こえた奈々に与えられた最後の課題だった。といっても、名目上は奈々は天使となっており、人間社会に配はい属ぞくされるための研修を受けているだけなのだ。このユーロランドで働きながら人間とのコミュニケーションを学習する。

　ユーロランドのスタッフはほとんどが人間であるが、奈々と同じく研修を受けている新人天使たちが混ざっている。綺き麗れいすぎる笑顔を振りまくスタッフは天使なのだ。

「そういえば、奈々ちゃん、なんの仕事をしてるんだっけ。園内の清せい掃そうをしたり、何かを売ってるって言ってたような」

　美穂が小首を傾かしげながら周囲を見ている。

　しかし、意に反して周囲の人ひと気けが少なくなってきた。樹木が沢たく山さん植えられた閑かん散さんとした場所に出てしまったのだ。わずかに潮しお気けを含んだ風に木々がざわざわと揺ゆれている。

「とりあえず、何かを売ってるミニサイズのスタッフを探そう。あっ、私カロリーメイト持ってきたんだ。この匂においに近寄ってきたところを捕ほ獲かくすればいいかも」

「いいアイデアだと思う」

　そんなやり取りをするふたりに声がかけられた。

「あ、あの……」

　遼一が振り返ってみると、そこにはミニサイズの少女が立っており、上うわ目め遣づかいに遼一を見上げている。

「ん？」

　遼一が首を傾げていると、少女は視線を外はずしながら口を開いた。

「……えっと、あの、スプラッチはいかがでしょうか。スプラッチとは……あの、森に……ドングリ……大人気で……」

　少女は顔を真まっ赤かにしながらもごもごと口ごもっている。ビビッドカラーのスタッフコスチュームの彼女は、頭には大きなリボンを結んでいた。

「スプラッチ？」

「もしかして、このレジャーランドのキャラクターじゃないかなあ」

　足を止めた美み穂ほが言った。

「そ、そうです。このユーロランドのオリジナルキャラクターです。えっとですね、スプラッチとは森に住む妖精スプライトのことで……といってもサイダーのことではなくて……」

　少女が持つカゴを覗のぞきこむと、中には携けい帯たいストラップや小さなぬいぐるみが入っていた。ぬいぐるみの造ぞう形けいはとてもではないが可愛かわいいとは思えない。

「買ってあげたいんだけど、こういうグッズって今買うと邪じや魔まになっちゃうからなあ」

「そ、そうですか……」

　しょぼんとした少女が大きくため息を吐いた。

「あっ、でも、もっと人のいるところで売ればいいんじゃないかな」

　美穂は落ち込む少女の姿を見て慌あわてている。

　ここは敷しき地ちの辺へん境きようで、アトラクションやショップがあるわけでもなく、ただ樹木が植えてあるようなスペースだった。当然入場客の姿もほとんどない。

「あ、あのですね、売り子をする場所は決まっていまして、私はここでしか売っちゃいけないって決まっていてですね……」

「ふーん、そんなルールがあるんだ」

「えっと、あの、カップルでしたら、スプラッチキーホルダーとか……おそろいのがあるので……スプラッチには五種類の色があって、ピンクは食べられちゃうんですよ……」

「別にカップルじゃないけどね」

「……デートではないのですか？」

「学校の同好会でみんなで来てるんだよね。ほら、ここに隣りん接せつしてるスポーツ施し設せつがあるでしょ。温泉施設みたいなのもあって、そこで昨日きのうも泊まったんだけど、こっちの遊園地エリアに来たのは知り合いがいて……」

　美穂がスタッフの少女相手に話を始めてしまった。美穂は同好会の正式なメンバーではないのだが、メンバーに女子が一人いるので、数合わせとして呼んだのだった。

「……知り合いって、スタッフですか？」

　少女が小首を傾かしげながら美穂を見ている。

「相あい沢ざわ奈な々なちゃんっていう子が私の友達なの。君と同じくらいのサイズの、目つきが悪いけどとっても可愛らしい女の子で、ここでアルバイトをしてるはずなんだけど」

「奈な々なですか？　目つきが悪いけどちっちゃくて可愛かわいい奈々ですか？」

「えっ、奈々を知ってるのか？」

「もしかして、奈々のお兄さんですか？」

「あ、うん、そうだけど」

　遼りよう一いちは驚いた。奈々はここで、そんなことを話せる友達を作っていたのだろうか。

「……ということは、あなたがアレなんですね」

　少女がキラキラした瞳ひとみを遼一に向けている。奈々と遼一の本当の関係を知っているようだ。便べん宜ぎ上の兄妹関係も理解しているのだ。

「じゃあ、君はやっぱりアレなのか？」

　遼一の質問に少女がうなずいた。彼女もまた奈々と同じく救済者セーバーなのだ。特とく殊しゆな能力を持つ天使とも呼ばれる存在だ。彼女もユーロランドで研修を受けているのだろう。

「ん、なんの話をしてるの？」

　ひそひそと会話をするふたりに、美み穂ほが怪け訝げんそうな視線を向けている。

「あ、えっと、きっと逆サイドの公園エリアで仕事をしてると思います。水場になっていて、家族でご飯を食べたりするスペースで、ここから行くには……」

　少女が焦あせりながらマップを取りだし美穂に渡した。

「ふーん、このレジャーランドって、なんていうか整せい然ぜんとしてるね。へえ、夜になるとパレードとか花火もあるんだ……」

　美穂がマップを見ているうちに、遼一は小声で少女に話しかけた。

「奈々はここで上手うまくやってるのか？」

　この研修を終えれば、奈々は天使として社会に派は遣けんされることになるのだ。

　──昔の研修はシビアでしたけど、今は形だけらしいから安心ですよ。

　遼一はリサの言葉を思いだした。すでに東京に派遣されている天使のリサは、相変わらず遼一の街のカフェでアルバイトをしている。奈々が研修に行きひとりとなった遼一は、リサのカフェに通い、それとなく奈々の状じよう況きようを聞き、返ってきた言葉がそれだった。

　その後、リサは注文の品を急がなくてもいいのに走って運んできて、アイスコーヒーを遼一にぶちまけたのだった。

　──ウエイトレスの使命として、少しでも早くアイスコーヒーを届けたかったのです。よかれと思ってやったことなのですが、お詫わびとしてレジャーランドの割引券を差し上げるので、なんとかこの失敗を内密に……。

　リサはハンカチでごしごしと乱暴に遼一を拭ふくと、ユーロランドの割引券を遼一に握にぎらせたのであった。

　彼女の態たい度どと言葉はあまり信用できないのだが、このユーロランドの様子を見ると、確かに危険はないように思えた。

　しかし研修が終わったら、どうなるのだろうか。奈な々なはどこに行くのか。遼りよう一いちと奈々の距きよ離りはどれほど開くのか。遼一は奈々と離はなれていた間、ずっとそんなことを考えていた。

　──たまには電話でもかけてみようと思ったのよ。

　奈々が研修に行ってから十日後、遼一の携けい帯たい電話から奈々の声が聞こえた。

　──本当は美み穂ほにかけたかったんだけど、電話番号を忘れてしまったから君にかけた。美穂に元気でやってるって伝えて。君は別に来なくていいからね……。

　そんな電話を受けて、遼一は一週間前にひとりでここに来ていた。リサから割引券をもらったこともあったが、やはり奈々の状じよう況きようが気になっていたのだ。

「奈々は、ここで私と同じグッズ売りの仕事をしてるんです」

「へえ、奈々ちゃんは、売り子をやってるんだ」

　マップを見ていた美穂が顔を上げた。

「そういや、この前もそんなことを言ってたよな。ゆるキャラグッズを売ってるって。ノルマとかある仕事なのか？」

「いいえ、ノルマはありません。でも、売れないと自由にできるお金をもらえないんです。利益の五パーセントをお小こ遣づかいとして配給されるのですが……」

「相変わらず金にシビアだな」

　基本的に天使にとって金は汚れた存在であるらしい。なので、異常なまでに金銭管理が徹てつ底ていされているのだ。天使にしては物欲のある奈々は落ち込んでいないだろうか。

「そういえば奈々も、やっと電話をかけるためのカードを買えるほど貯ためられた、って喜んでましたよ」

「マジか……」

　それほど苦労した割には、何故なぜあれほどブスッとした電話態たい度どだったのか。

「じゃあ、君ももっとちゃんと売らないと駄だ目めだよな。売り上げじゃなくて利益の五パーセントってところがミソだよな。グッズ一個売っても五円とかにしかならないだろ。奈々もあのとき正直に言えば、金ぐらい渡してやったのに……」

「あのときって、奈々ちゃんに会いに来たことあるの？」

　美穂が怪け訝げんな表情をして遼一を見た。

「えっと……」

　遼一が返答に困っていると、いきなり横から声がした。

「よう、アンナちゃん。グッズは売れてる？」

「わっ、おまえ、どこから湧わいてきた」

　いつの間にか川かわ崎さきが立っていたのだ。

「川崎さん、こんにちは」

　少女がペコリと頭を下げている。

「ねえ、知り合いなの？　できれば関わらないほうがいいよ」

　美み穂ほがため息を吐いている。

　川かわ崎さきはずっと敷しき地ち内を走り回り、女性スタッフに声をかけているのだ。

「おまえは会長なんだから、壁かべ登のぼりしてろよな」

「なんかよお、人工壁ってシビアな難なん易い度で面白くなるように作ってあるけど、逆にハラハラ感がなくて飽きちゃったよ。自然の岩がん壁ぺきだと、どんなに簡単なルートでも怖さがあるんだけどな」

　川崎の言う意味はわかる気がした。人工壁のように親切にクラックのマーキングをしていない岩壁は単純に怖いのだ。インドアクライミングに慣れすぎたクライマーは、どこをつかんでいいかわからずに思考停止してしまう。岩壁のでこぼこはあまりにファジーすぎる。自然物の前では、人間はあまりにもちっぽけなのだ。

「川崎さんとは昨日きのうここで会って、私にいろいろなセールスのパターンをレクチャーしていただいたのです」

　昨日はずっと同好会のメンバーでクライミングをしていたのだが、いつここに来たのだろうか。川崎の行動力は侮あなどれないところがある。

「いやあ、アンナちゃんが心配になって、様子を見に来てあげたんだよ」

　川崎がへらへらと笑っている。彼女はアンナというらしい。

「よし、今日きようはオドオドキャラクターを全面的に押しだそうぜ。中ちゆう途と半はん端ぱにはきはきするより、このキャラクターを押しだして商売をする。去年の学園祭でのホットドッグ屋で驚きよう異い的な営業利益を上げた俺に任まかせろよ。絶対に上手うまくいくから。……利益は翌日の競馬で全部すっちゃったけど」

「なあ川崎、人の商売に口を挟むなよ」

　遼りよう一いちは呆あきれながら言った。

「君はこのままでいいのか？　このままだといつまでたっても落ちこぼれの売り子のままだぞ。でも、変わるなら今だ。君もこのままじゃいけないと思っている。最初の一歩を踏ふみだそうぜ」

　川崎が怪あやしげな宗教家のようなことを言っている。

「あの、でも……」

「いいからいいから、俺に任せろって」

　川崎は困こん惑わくするアンナの背中をバシバシと叩たたいている。

「大丈夫かなあ……」

　そんなふたりを、美穂が心配げに見ていた。




　　　　＊




　ユーロランドとは東京の湾わん岸がんにある複ふく合ごうレジャー施し設せつの一部の名めい称しようだ。

　中央にアトラクションのある遊園地エリアがあり、隣りん接せつしてショッピングモールやスポーツ施設、宿泊施設などが建ち並ぶ大きめの施設となっている。その遊園地エリアがユーロランドと呼ばれている。

　リサなどから聞いたところによると、天使たちが営業に直接関わっているのは遊園地エリアだけらしい。もともとこの場所で天使の資質を見み極きわめるテストなどを行っていた。その後、社会に出る天使たちの研修として、人間との関わりを勉強する場にシフトした。

　そしてもうひとつユーロランドには重要な役目がある。それは、天使の姫君の存在。現在の天使たちが、人間を食べずにすんでいるのは、彼女の能力のおかげだと。そして、その姫君を守るための場所でもある。緊きん急きゆう時じには、スタッフの天使たちが盾たてとなって姫君を守るのだ。

　遼りよう一いちたちはユーロランドの敷しき地ち内をぼんやりと歩いていた。敷地には水路がいくつも通り、道も高低差を含めて入り組んでいた。また、アトラクションの数に対して敷地面積が広く、花か壇だんや緑地スペースが多い。そしてカップケーキと揶や揄ゆされる要よう塞さいのような形状。高くそびえ立つ外がい壁へきに囲まれたユーロランドは、敵の侵入を想定して造られたのだろう。

　クリーム色のレンガに石造りの売店。整せい然ぜんと植えられた樹木に澄すんだ水の流れる水路。街のディスプレイだ。東京の街が冷たいコンクリートを隠かくそうと、ウインドウに商品を飾ったり、ガラス張りのスポーツジムを並べて健けん康こうさをディスプレイする。同じくこの場所も、何かを隠すために観かん覧らん車しややカラフルなキャラクターをディスプレイしているのだ。

「……あの、やっぱり、ちょっと恥はずかしいです。スカートも短いし」

　見ると、水路脇の遊歩道に立つアンナが、顔を真まっ赤かにモジモジとしている。

「その恥ずかしさで女性ホルモンが分ぶん泌ぴつされて色気が出るんだぜ」

　彼女の横で川かわ崎さきが平へい然ぜんとしている。

　アンナがスカートの裾すそを引っ張っている。川崎の提てい言げんにより、ウエスト部分を折り込んで丈を短くしているのだ。そんなアンナが、助けを求めるようにちらりと遼一と美み穂ほを見た。

「なあ、やめたほうがよくないか？　この子のコスチュームをミニスカートにしても意味ないんじゃないか。もっとスタイルのいい子ならまだわかるけど」

「そうだよ。馬ば鹿かなことはやめなさいよ」

　遼一と美穂は一応止めてみた。ふたりはアンナが心配で、未いまだにこの場所から離はなれられずにいた。

「……そうです。私のような体でセクシャルをアピールしても意味がないような」

　そんな言葉に、川崎は首を振る。
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「なあ、ミニスカートの法則っていう言葉があって、ナイスバディの女の子がミニスカートを穿はくと、ちょっとやり過ぎだと思うだろ。アピール過多となって、コミュニケーションの距きよ離りが近すぎるってこと。逆におとなしめの女の子が足をガードするような服装だと、ちょっと遠すぎてわからなくなる。だから、アンナちゃんのようなオドオドキャラは、スカートがこれくらい短いほうがちょうどいい距離感でアピールできるんだ」

「で、でも、パンツは見せちゃいけないって言われてます……」

「そう、その怯おびえた表情がナイス。狙ねらいは男女のペアで、あえて女の方に声をかける。あっ、来たから声をかけて。女の子の同情を誘さそって。ほら、早く」

　川かわ崎さきに促うながされたアンナが、タタッとカップルに走っていき、どたっと転んだ。

「そのこけ方ナイス！　いいよ、いいよ。アンナちゃんスジがいいよ！」

　川崎がはしゃいでいる。

「……やっぱり私、接客に向いてないんですかね」

　アンナが力なく立ちあがった。カップルはすでに立ち去っていた。

「オーケー。じゃあもっと人のいる場所に行こうぜ。こんな辺へん境きようで商売をやっていてもしょうがない。実じつ践せんを積んで自信をつけることから始めようぜ」

「あ、でも、スプラッチはマイナーだから敷しき地ちの端はしのほうでしか売っちゃいけないって……」

　川崎が強引にアンナを引っ張っていくのが見えた。

「……やれやれ」

　遼りよう一いちはため息を吐いた。基本的に川かわ崎さきには悪気はないのだが、どうも努力のベクトルがずれているのだ。

「まあいいんじゃない。女の子には優やさしくするだろうし。それより、奈な々なちゃんを探しに行こうよ」

　美み穂ほはもう二週間以上も奈々に会っていないので相当に気になるようだ。奈々はテストが終わったあと、十日ほど遼一の部屋で怪け我がを癒いやしてから研修に行ったのだった。

　奈々の研修は遼一の家からの通いではなく住み込みだった。奈々はひとりでこのユーロランドに研修に向かったのだ。

「そうだな。探しに行くか。川崎も犯罪的行こう為いはしないだろう」

　遼一はうなずき歩き始めた。

「ねえ、相あい沢ざわ君は、実はもう奈々ちゃんに会いに来てたんでしょ」

　並んで歩く美穂がこちらを向いた。美穂は奈々を妹のように可愛かわいがっていたのだ。奈々も美穂を姉のように慕したっている。

「言ってくれれば、私も一緒に行ったのにさあ。なんで黙だまって行ったの？」

「いや、保ほ護ご者しやとして、ちらっと様子を見に来ただけだから。それで、その日は奈々が休みだったから、一緒に乗り物に乗った程度」

「ふーん。で、奈々ちゃんはどうだった？　元気にやってた？　寂さびしがってなかった？」

「普通だったよ」

「奈々ちゃんは、どんなグッズを売ってるの？　やっぱり奈々ちゃんらしく可愛いグッズ？」

「……さあ」

　遼一は美穂から視線を逸そらした。

「なんでそんなにノリが悪いの？」

　美穂がキッと遼一を睨にらんだ。

「奈々ちゃんに会いたくないの？　喧けん嘩かでもしたの？」

「いや、べつに喧嘩はしてないけど」

「今日きようだって、会いに行こうって言ったら、面倒な感じだったし。君のたったひとりの妹なんだよ」

「妹だからっていっても、いつまでも一緒にいる訳わけじゃないしな。あいつはあいつなりの人生もあるから、あまり干かん渉しようするのもよくないだろ」

「まあ、そうなんだけどさあ」

　美穂は不満そうな顔をしている。

「なあ、美穂は俺たちに付き合ってここに来てるけどいいのか？　ほら、こういう場所ってデートとかで来る感じだろ。相手はいないのか？」

　遼りよう一いちは話題を逸そらした。

「私は誰だれとも付き合ってないけど」

「そうだよな。そんな気配は全まつたくないよな」

「まあデートするくらい仲いい人はいるんだけどね」

　美み穂ほは笑いながらちらっと遼一を見た。

「……ふーん」

　なんだか複ふく雑ざつな気持ちだった。美穂の家は遼一のマンションから見えるところにあるので、ある程度知っている気になっていた。しかし、やはり内面や生活の全すべてを知り得ることはできないのだ。遼一がいつも見ているのは、美穂という飾られたパッケージでしかない。

「って言っても相手はナ……」

　美穂の言葉は大きな歓かん声せいにかき消された。頭上を走るジェットコースターからだった。スリルに興きようじている人々の悲鳴のような声が降りそそいでくる。

　──レジャーランドに必要なのは三つの要素なの。

　遼一は、回転しながら疾しつ走そうするジェットコースターの下で、彼女の言葉を思いだした。

　一週間前の奈な々なの言葉。
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「……知らないようだから教えてあげる。レジャーランドに必要な三要素は、空間、サービス、ソフトなの。空間はレジャーランドの敷しき地ち。サービスは私たちの接客。そしてソフトはジェットコースターなどのアトラクション。ジェットコースターはスリルをお客さんに与える乗り物なんだけど、最近はスリルを求めすぎてる。だからどのレジャーランドも最高速度だとか何回転するだとか馬ば鹿かみたいに競ってる」

　ベンチに座る奈々が難しい顔をしている。

　遼一はベンチに座る奈々の前で立っていた。奈々の様子を見にユーロランドに来ていたのだ。十日ぶりの再会で、奈々と遼一はユーロランド内で過ごしていた。今日きようの午後から奈々は休みだったのだが、基本的に研修中は施し設せつの外に出ることはできないらしい。

「スピードのエスカレートは際さい限げんがない。ねえ、天まで伸びる木はないのよ。サブプライムでマネーゲームが崩ほう壊かいしたように、スピードやスリルのエスカレートは愚おろかなこと」

「……で、まだ立てないのか？」

　奈々は下か腹ふく部を押さえてじっとベンチに座っている。先ほど一緒にジェットコースターに乗ってきたのだ。降りてから奈々は未いまだに動けずにいる。腰が抜けてしまったようだった。

「まさか漏もらしちゃったとか？　替えのパンツとか買ってこようか？」

「も、漏らしてなんかいないわ。ちょっと下半身がジンジンしちゃっただけよ」

　奈な々なが顔を赤くして立ちあがった。まだ腰に力が入らないのか、ヨロヨロと遼りよう一いちの体に抱きつく格好になった。

「この状じよう態たいは遼一が悪いんだからな。私の育いく成せい過か程ていでスピードに慣らさなかったからだ。車とか持っていない、君の経済状態に責任があるのだ。無責任に私を責めるまえに自己を省かえりみなさい」

「ほら、さっき買ったチュロスをやるから機き嫌げんを直せよ」

「スタッフに物をあげちゃいけないのだぞ。……まあ、でも今日きようは休みだからもらってやる」

　奈々は不機嫌そうに受け取ったチュロスを囓かじってから目を丸くした。

「……ん、へえ、チュロスなかなかおいしいぞ。カロリーメイトみたいな食感だ」

　奈々は歩きながらチュロスをパクついている。

「研修中にアトラクションに乗ったりしなかったのか？」

　遼一は機嫌の直った奈々に話しかけた。

「表向きスタッフで働いているのだから乗る暇ひまはないわ。このチュロスだって、お客様用の食べ物だから、本当はスタッフが食べちゃいけないのよ」

　奈々はシックな青いワンピースを着ている。研修にあたって、奈々の全すべての私物は回収され管理されているのだ。このワンピースも配給された服らしい。

「ユーロランドには天使以外のスタッフもいて、私たちもそれに合わせた表向きのアルバイト規則があるの。だから、休みもあったりするんだけど、だいたいの天使は働くの。でも、来なくていいって言ったのに遼一が来ちゃったから、仕方なく半休を取って付き合ってやっているのよ」

「一応俺は奈々の保ほ護ご者しやだからな。奈々がどんなところで働いているか確かく認にんする必要もあったわけだよ。俺も、仕方ない感じで来たんだぞ」

「子供扱いするな。人格的には私のほうが大人おとななんだからな。あの部屋では、君が漫画雑誌を読んでいるとき、私は日本経済新聞やニュートンを読んでたんだぞ」

　奈々は悪あく態たいをつきつつも、なんだか楽しげだった。ふたりはのんびりと水路脇の遊歩道を歩いた。水路をゴンドラが流れていくのが見える。

「まあ、健けん康こう的な感じの場所で働いていてよかったよ。雰ふん囲い気きもヨーロピアンで洒落しやれてるしな」

　プログラムやテストのこともあり、遼一は奈々の研修を警けい戒かいしていたのだ。しかし、意外に人間的な研修だった。

「日本人のイメージの欧おう州しゆう風ふうよね。実際は行ってみると汚いらしいわよ。生活を隠かくせないのね。このユーロランドのスローガンはファンシー＆エコなの。楽しい空想的な街でありつつ、二酸化炭素削さく減げんなどのエコロジーに取り組んでるの」

　奈な々なは得意げに語っている。

「エコエコ言うんだったら、アトラクションとか動かさなきゃいいんじゃないか？」

「それは文化的な生活を放ほう棄きしている。思考の放棄でもあるわ。人間的な生活を維い持じしつつ、よい環かん境きようを未来に残すのが科学の役目。ユーロランドの公認キャラクターのスプラッチ人形も、全すべてペットボトルのリサイクルで作ってるのよ」

「へえ、奈々も環境とか考えるようになったのか」

「エコロジーを語ると知的で優やさしい女の子に見えるでしょ。クラスの女の子はみんな再生紙のノートを使って、エコに協力している企業のミネラルウオーターを飲むのよ」

「女ってイメージに弱いよな。そういや、奈々のクラスメイトが心配してたぞ。期末テストが終わってすぐ学校に来なくなったから」

「……そっか。なんだか学校のことは遠い昔のことみたいだなあ」

　奈々は少しだけ寂さびしげに笑った。

「期末テストも俺が預かってる。結構いい点数で、そんな頭がいいとは思わなかったよ」

「そうなの。可愛かわいいのに頭もいいのよね。ちょっとイヤミになりそうで心配」

「まあ、そのぶんチビで幼児体型だから、イヤミにはならないと思うけどな」

「私の体型は時代のニーズにマッチさせてるの。エコとかコンパクトライフとか、最先端を進む体型なのだぞ。あえてこの体型にしている」

　むっとした奈々が胸を張っている。

「その割には、美み穂ほにどうやったら胸が大きくなるかとか聞いてただろ。奈々が一緒に風呂に入ってきて触さわったりするから、美穂が困ってたぞ」

「あ、あれは高校生女子の標準的な体の情報収集だ。それに、美穂だって、そんなに嫌いやがっていなかった」

「天使は結構スタイルのいい子が多いのにな」

「……やっぱり大きいほうが好きなのか」

　奈々がじろっと遼りよう一いちを睨にらみつけた。

「ある程度あったほうが、服の着こなしとかしやすいんじゃないか」

「まあ、天使はスタイルがいいという論ろん法ぽうでいくと、正式な天使となったあかつきには、私のスタイルもよくなり、おっぱいも膨ふくらむということだ」

「研修が終われば、正式な天使、か」

　遼一は隣となりを歩く奈々を見つめた。

「……大丈夫か？　天使になるための条件は満たしているのか？　ほら、他ほかの天使みたいに契けい約やくとかあったりするだろ」

　遼一の胸の中に、目を背そむけていた現実がわき上がった。

「契約は終わったわ。すっごく仰ぎよう々ぎようしい感じだった。……天にあるもの地にあるもの一切を統すべ治め給たまう御神に天使として絶対的帰き依えを誓ちかいますか？　とか、小こ難むずかしいやり取りを三十分ぐらいしたけど、全部適当に誓いますって答えておいたわ」

「それで、なんか変化はあったのか？」

「わからない。お姫様は帳とばりの向こうにいて直接会えなかったし、体調変化とかもない。もしかしたらあのやり取りはダミーで、何か別に私に介入があったのかもしれない。天使が人間を食べなくてすむように、お姫様と結びついて力を受け取るようにする本当の契約がね」

　人間を食べなければいけない天使は、人を食べずにすむように特とく殊しゆな能力を持った天使の姫君と契約をする必要があるのだ。

「でも、私は上手うまくいったのかわからない。やっぱり私は特殊なケースだからね。他の天使とは違うのよ」

「…………」

　未いまだに宿主の遼りよう一いちを食べていない奈な々なは、人間を食べずにすむ代わりに、天使としての能力も開花させていない。果たして、そんな状じよう態たいで研修を終えることができるのか。

「……心配しないで、きっと大丈夫」

　すたすたと歩いていた奈々が振り返って笑った。

　ただ、その笑顔は遼一の知ってるものとは少し違った。
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「……ねえ、ぼんやりしてどうしたの？」

　はっと顔を上げると、不満げに美み穂ほがこちらを見ていた。

「いや、ちょっとボーッとしてただけ」

「こっちの辺のはずなんだけど……。あそこの公園っぽい場所かなあ」

　美穂が木々の生えている場所を指さしている。

　先ほどから美穂が奈々を探しているのだが、まだ見つかっていない。

「せっかく奈々ちゃんのためにカロリーメイトを持ってきたのになあ」

　美穂が小さくため息を吐いている。

「スタッフに物をあげちゃいけないらしいぞ」

「カロリーメイト程度ならいいじゃない。奈々ちゃんのためにストロベリーフレーバーを探したんだけどなかったから、仕方なくフルーツフレーバーを買ってきたんだ」

「カロリーメイトにストロベリーはないぞ。ポテト、チーズ、チョコレート、フルーツの四種類だけ」

「え、ないの？　ベースカラーのイエローとストロベリーのピンクのコントラストはとってもおしゃれだし、奈な々なちゃんも喜ぶと思ったのになあ……」

　美み穂ほはぶつぶつと言っている。

「なんか、けっこういい時間になっちゃったな。明日あしたでいいんじゃないか？」

　遼りよう一いちは木の下に設置されたベンチにどすんと腰を下ろした。遼一たちの同好会の合宿は明日まであるのだ。

　遼一の隣となりに、少し間をあけて美穂が座った。美穂は、朱色に染まり始めた空を見ている。

「……やっぱり奈々ちゃんに会いたくないんでしょ。何かあったの？　それとも別の理由？」

　遼一は美穂から目を逸そらして沈ちん黙もくした。美穂は妙に勘かんが鋭いところがある。何も考えていないように見えても、相手の微び妙みような変化を察さつ知ちしてしまうのだ。

「美穂は、世話焼きなところがあるよな。だから、後こう輩はいの女の子にもてるのかな」

「後輩の女の子にはもてるけどね。変なファンクラブもあるし。別に外見を男の子っぽくしてるわけでもないのにね」

「性格なんじゃないか。美穂はちょっと中性的っていうか」

「そうかなあ。キャピキャピ言ってるけどねえ」

「女の感情的な部分と、男の理り屈くつっぽいところがバランスを取ってる感じ。そして、バスケ部部長とかクラス委員長とかやらされてるように、押しにも弱いし」

　美穂は受け入れるのだ。昔からなんでも拒きよ絶ぜつはせずにいったんは受け入れる。そんな寛かん大だいさと包ほう容よう力、そして押しの弱さから、いつの間にか集団の中心になってしまっているのだ。

「ふーん、そうなのかもね。……で、そんなことより、奈々ちゃんと会いたくない理由は？」

　あっさりと話題を戻されてしまった。

「……まあ、お互いの生活を尊そん重ちようしようってことになったんだよ。奈々も年とし頃ごろだしさ。バイト先に監かん視ししに行くようなまねはしたくないんだよ。あっちだって身内が来たら恥はずかしいだろ」

　遼一はまくし立てるように言った。

「なるほどね。話題を逸らしていた間に考えたような言いい訳わけだねえ」

　美穂がじっとこちらを見ている。

「……君は拒絶するよね。なんていうか、他人と深く関わらないようにする」

「悪かったな、冷たい感じで」

　遼一は首をすくめてみせた。

「冷たいんじゃないと思うの。他人に敏びん感かんだと思うんだ。……他人の痛みとかに敏感っていうか。だから、できるだけ関わらないようにする」

　美穂は少しだけ言いにくそうだった。

　そんな言葉に、遼一は昔のことを思いだした。事故で死んだ家族のこと。建前は交通事故だったがバグに殺されたのだ。未いまだに夢に出てくるシーンだった。

「自分が痛むのはいいけど、他人の痛みを見るのが駄だ目めなタイプでしょ。奈な々なちゃんにもそんな視線を向けているの。人間関係に臆おく病びようなの。人を本当に好きになったこともないでしょ」

「…………」

　美み穂ほの言葉に遼りよう一いちは沈ちん黙もくした。

「……ちょっと言いすぎちゃった？」

「確かに言われすぎた」

　体の中にいきなり手を突っ込まれたような気分だった。美穂はどこまで知っているのだろうか。クルクル変わる表情や言葉で飾った美穂の真実はどこにある？

「なあ、美穂。実は俺と奈々は……」

「言わなくていいよ」

　美穂はすっくとベンチから立ちあがった。

「私、奈々ちゃんを捜してくる。誰だれかさんはわからないだろうけど、奈々ちゃんはきっと寂さびしがってるから」

　美穂はそう言い駆かけだしていった。

　暗くなり始めたユーロランドに灯あかりが灯ともった。ゆっくりと回る大だい観かん覧らん車しやにも電でん飾しよくが灯っている。この前ここに来たとき、奈々とあの観覧車に乗ったことがあった。

　沢たく山さんのカゴを抱えて回り続ける観覧車。どれほど回り続けても、カゴとカゴの距きよ離りは縮ちぢまることはないのだ。

　──観覧車のカゴは永遠に近づくことはないんだと思う。




　　　　＊




　辺りが暗くなり始め、目の前の観覧車に電飾が灯ったのが見えた。

「大きいでしょ。ユーロランドのシンボルだからね。最高点は地上八十八メートルもあるわ」

　遼一は奈々と一緒に観覧車の列に並んでいた。

「仕事中にいろいろ聞かれるから、全すべてのアトラクションのデータは憶おぼえてるのよ。スタッフとしてのたしなみだわ」

「奈々はここでなんの仕事をしてるんだ？」

「グッズ販売なの。ゆるキャラグッズの売り子なの。でも、なかなか上手うまくいかないのよね。人間とのコミュニケーションは意外に難しいわ」

「俺が買ってやろうか？」

「身内に買わせるようなアンフェアなまねはしたくないわ。それに、売れないと生活できないとかはないから安心して」

「奈々は今日きようはどうする？　たまには家に戻るか？」

「基本的にここでの研修中は外には出られないことになってる。園内に、研修を行う天使たちの寮りようがあって、私はそこで暮らしてる。仕事は接客だけじゃないからね」

　奈な々なは寂さびしげに言った。

「ユーロランドのお姫様を守ったり、か」

「彼女に比べたら私はマシ。ずっとユーロランドの外に出られないんだから。むしろランドの外に出たら死ぬようなシステムがあったりするらしいの」

「死ぬって、どういうことだ？」

「ユーロランドをセンサーで囲んで、そこを越こえると姫に装そう着ちやくされた機き器きが反応して死ぬの。天使サイドにとっては、彼女を悪用されるのを一番恐れてるから。奪うばわれるなら殺したほうがマシってこと。だから、彼女はずっとユーロランドというカゴの外に出られない……」

　ふたりは観かん覧らん車しやを見上げながら会話をした。敷しき地ち内のどこからでも見えるそれは、自らを誇こ示じするかのようにゆっくりと回っている。下から見上げると、異常に威い圧あつ感がある乗り物だった。

　順番がきて、奈々と遼りよう一いちはカゴの中に入った。ふたりを乗せたカゴは、小さく揺ゆれて地上を離はなれていく。

「カゴの大きさは一定じゃないの。二人乗りや家族用のカゴとかがあるの。他ほかにもガラス張りとかマジックミラーになってるカゴとかがあったりね。マジックミラー張りは、バカップルが中で変なことをするから、今は誰だれも乗れないことになってるの」

　奈々は窓の外を見ながら説明した。観覧車の回転速度は乗ってみると速く感じられる。それでも一周するのに二十分はかかるらしい。

「……一度乗ってみたかったんだ」

　奈々は観覧車の中で膝ひざを抱かかえて座っている。

「観覧車が好きなのか？」

「狭い場所が好きなだけ。あと、観覧車って不ふ思し議ぎじゃない？　他のアトラクションはスピードやスリルや笑いを提てい供きようするけど、観覧車は場所を提供するだけよね。楽しみを自発させなきゃいけない人ひと任まかせの乗り物。遊園地のアトラクションとしては不向き。でも、どこの遊園地にもあるよね」

　眼下の景色が小さくなっている。ふわふわと空中を漂ただよっているような感覚だった。

「そういえば、ベランダに雀すずめのガタピシは戻ってきた？　餌えさとか置いてるんでしょ」

　奈々は夜景を見たまま言った。

「ガタピシは戻ってこないよ。その代わり、カラスがベランダの餌を食べに来るようになった」

「……カラスか。やな感じね」

「意外に可愛かわいいんだ。頭がよくて、俺の顔を覚えているらしく、街でたまに声をかけてくるんだよな」

「声をかけてくるって、カーって感じで？」

「あと、餌えさをやってるお礼にか、ベランダにお礼らしきものを持ってくるようになったんだ。パチスロ屋のコインとか、針金とか釘くぎとか」

「それ、お礼？　カラスってキラキラしてるのが好きだから拾ひろってきただけじゃない？」

　窓ガラスに、小さく笑った奈な々なの顔が映った。

「なあ奈々、髪かみ型がたを微び妙みように変えたのか？」

「……やっと気づいたの？　接客業ってことで美容院代がタダだから、ちょびっと毛先にウエーブをかけたのよ。私もジュリア・ロバーツにならって髪型で自己表現することにしたの」

「はあ？　ロバーツはそんなに髪型変えてたっけ？」

「ジュリア・ロバーツの映画の法則よ。彼女の映画は、髪型を見ただけでどんな作品だかわかるの。例えば赤く染めてウエーブをかけていたら、『プリティ・ウーマン』のように感情を揺ゆさぶる傑けつ作さくになる、ってね」

「今日きようのその髪型の奈々は？」

「毛先にウエーブをかけた奈々は、いつも以上に知的で可愛かわいらしく、そして、ちょっとだけ気分がいいの」

　奈々は指先で髪をいじっている。窓ガラスに映る奈々は、少しだけ女の子らしくなったような気がした。

「……ねえ、遼りよう一いち」

　見ると、奈々が冷たい顔でこちらを見つめていた。

「そろそろ私、別の場所に移動するかもしれない。今度は離り島とうとかもっと遠いところだと思う。私のような能力の低い天使は、辺へん境きように移動させられちゃうの」

「……そっか」

「でも気にしないで。きっと今までと変わらないから。今までも私たちは観かん覧らん車しやの別のカゴにそれぞれ乗っていて、たまに窓から顔を出して手を振ってただけだった。距きよ離りが近づいたように思えても、観覧車のカゴは永遠に近づくことがないんだと思う。お互いを近くに感じるのは錯さつ覚かくだったんだと思うの」

　目の前の奈々の表情は、遼一の知っているものではなかった。離はなればなれになった十日間のうちに、そんな表情を作るようになったのだ。

「あの部屋には戻ってこれないのか？」

　遼一は外を見ながら言った。部屋の出窓にすっぽりとはまっていた奈々を思いだした。奈々がいなくなっても、出窓に何も置く気になれなかった。空からっぽの出窓のまま……。

「……あそこは、私の場所じゃないと思う」

　奈々は窓に手を添そえながら言った。

「奈な々ながいる間は、できるだけここに来るようにするよ」

　しかし奈々は首を振った。

「もう来ないでいいわ」

「なんで？」

「だって、どうせ離はなれることになるのよ。だったら、早くそうしたほうがいいわ。きっと、遼りよう一いちの役目はもう終わったの。トランクを開けて私を育てて、それで終わり」

「……そうなのかもな。奈々もこれからひとりでやっていかなきゃいけないんだもんな」

「遼一は元の生活に戻るだけだし。部屋もひとりで使えるようになってよかったでしょ」

「まあ元々、他人だったからな……」

　人間社会に順じゆん応のうするために、遼一の妹を演じていただけなのだ。遼一と奈々の関係は、上うわっ面つらで薄っぺらいものでしかなかった。

　ふたりを乗せたカゴは最上部につき、今度は下り始めた。観かん覧らん車しやでの半分の時間は下りなのだ。ゆっくりと落下する空間。

　奈々はランドの夜景を見ながらつぶやくように口を開いた。

「天使の伝説って知ってる？　五大天使とかの創作じゃなくて。私と遼一のような関係は前にもあったんだって。テストを終えても、宿主が残っていたケースがね。でも、宿主となった人間はエネルギーの供きよう給きゆう源げんだから、じわじわと弱って死んでしまうらしいの。でも遼一は違うのよ。エネルギーのやり取りが相互にできるみたいだから大丈夫だって」

　遼一と奈々の関係は特とく殊しゆで、奈々の影えい響きようで遼一の身体能力も上がっている。

「で、最終的にそんな天使は選せん択たくを迫られたの。宿主が死ぬ前に食べるかをね。でも、そのふたりは死を選んだって。どっちかが死んでどっちかが助かるより、ふたりで死のうって」

　人間と天使の歪いびつな関係によるエピローグ。

「きっと、ふたりはお互いの場所を見つけられなかったのね。だから、私はこれから自分の本当の場所を探すことにする。こんな私でも、どこかにすっぽりとはまる場所があるはずだもの」

「……そうかもな」

　お互い沈ちん黙もくしたままカゴは地上に降下した。

「……門限があるから、そろそろ帰らなきゃ」

　観覧車のカゴの扉が開いた。

「もう帰るのか？」

「当然だ。私は天使の研修生としてやらねばならないことが沢たく山さんあるのだ。ただ回っているだけという無む駄だな時間を過ごすわけにはいかない。非生産的な時間はエンプティカロリーと言って生物学的にも……」

「まだいいだろ。もう一周乗ろうぜ」

　遼一が手を引っ張ると、奈々は遼一の胸の中にバランスを崩くずした。奈々が胸の中で体を硬かたくした。微かすかに奈な々なの鼓こ動どうが聞こえた。
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「……もう一周だけだぞ」

　奈々は遼りよう一いちから離はなれると、座席に座り直した。

　扉が閉まり、ふたりを乗せたカゴは再び上昇していく。
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　携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびいた。

　ぼんやりとしていた遼一は、びくっと体を起こす。美み穂ほと別れ、あのベンチに座ったままだった。すでに周囲は暗くなっている。チカチカと光を放つ観かん覧らん車しやが回っているのが遠くに見えた。一週間前に奈々と一度だけ乗った観覧車だ。

　遼一は、鳴り続ける携帯電話をポケットから取りだした。

『相あい沢ざわか？』

　電話の声は川かわ崎さきだった。

「どうした？」

『あのさあ、アンナちゃんのことなんだけど、ちょっと見失っちゃってさあ……』

「アンナって、あのグッズを売っていた小さくてトロい子のことか？」

『そうそう。で、公園のほうに行ったと思うんだけど、どっかでアンナちゃんを……』

　周囲を見回した遼りよう一いちは、少し離はなれたベンチに目をとめた。誰だれかが横になっている。

「……それらしきものを見つけたよ」

『アンナちゃんいたか？　いやー、見つかってよかったよ』

「でも、なんか彼女寝てるんだけど」

　遼一が近づくと、アンナはベンチの上で、すやすやと穏おだやかに寝息を立てていた。

『結構グッズも売れてさあ、アンナちゃんもがんばったからお菓子買ってあげたんだ。でも、それを食べたら、なんかフラフラしだして、いつの間にかいなくなっちゃってさあ』

「何が起こったんだ？　見た感じ変なことにはなってないようだけど……」

『おかしいだろ、このチョコレートあげただけなのに。ちょっと古かったのかな』

「手元にあるのか？　賞味期限とか過ぎてたら、買った店に注意したほうがいいぞ」

『賞味期限とか大丈夫だな。あと、お酒が入っているのでご注意ください、って書いてあった』

「…………」

『ということで、今どこにいるんだ？　俺が寝てるアンナちゃんを迎えにいって、責任持ってケアを……』

　遼一は携けい帯たい電話のボタンを押して通話を切った。

「あの野郎……」

　遼一はため息を吐きながら、アンナの横に腰を下ろした。無む防ぼう備びな彼女の寝顔は、近所のペスの寝姿に似ている。

「なあ、えっと、大丈夫？」

　遼一はそっとアンナの頰ほおを突っついた。反応がなかったので、強めに突っつくと、彼女は眉まゆをひそめたあと、うっすらと目を開いた。覗のぞきこむ遼一と目が合う。

「……寝室に男の人がいるなんて、これはレアなケースですよ」

　アンナは小さく唇を動かした。

「なあ、風邪かぜを引いちゃうぞ」

　元々スタッフのコスチュームは露ろ出しゆつが多いのだ。遼一は、短く折り込んでいたアンナのスカートの上に持っていたタオルを掛かけてやった。

「……ありがとう」

「寝るんなら、パジャマに着替えてベッドで寝たほうがいい」

「……それでは服を脱がしてください。そしてベッドに運んでください」

「お、俺がやるのか？」

「……今日きようのお世話係は男の人なのですか？　人間でしょうか。珍しいです」

「おいおい、世話係なんているのか？　へんぴな場所で売り子をしている天使のくせに」

　奈な々なと同じ仕事をしているということは、この研修を始めたばかりのはずだ。

「そういえば、今日きようのお仕事は楽しかったです。いつもは人の来ない場所での活動でしたが、今日は人間の男の人が手伝ってくれて、グッズも沢たく山さん売れました。やはり……人間は優やさしいです」

　アンナはうっすらと笑みを浮かべてつぶやいている。

「やはり人間と対等の関係を築きずかねばなりません。天使と人間の関係の間に異物が入ってはいけないのです。バグや恐怖や金銭などは取り除いて、純じゆん粋すいな関係を構こう築ちく──」

「どうした？　大丈夫か？　そろそろ戻ろうぜ。あたりも薄暗くなってきたし」

　アンナの顔を突っついたが、まだぼんやりとした顔をしている。

「最近研修に来た奈々という天使がうらやましい……。人間と仲良くできて……あれは純粋な関係です……。私はユーロランドの……として……天使たちを……」

　アンナの言葉が聞き取れず、遼りよう一いちは耳を近づけた。

『ユーロランドのお客様にご案内いたします。現在パレードが行われており、大だい観かん覧らん車しや付近を通過しておりますのでご観覧ください。また、中央広場ではパレードに合わせダンスイベントが行われているので、皆様こぞって参加ください。八時三十分には花火が打ち上がりますのでお楽しみに……』

　顔を上げると、園内に設置されたモニターにガイドが流れていた。パレードを背景に、微笑ほほえむスタッフの女性が立っている。長い黒くろ髪かみのスレンダーな女性だった。

「綺き麗れいな人だな」

　遼一は画面を見ながら思わずつぶやいてしまった。

「あの人はユーロランドのお姫様なんですよ。あ、言っちゃいけなかったんだっけ……」

　ぼそっとつぶやいたのは、寝ぼけているアンナだった。

　画面の彼女がユーロランドの姫君だというのか。

「お姫様が表に出ていいのか？」

　重要な存在である彼女は、厳げん重じゆうに守られるべきではないのか？

「ああしてガイドをやることで、人間と天使の信頼関係をアピールしているのですよ」

　突然の声に顔を上げると、いつの間にか目の前に、スレンダーなボディラインの女性が立っていた。

　スタッフのコスチュームに身を包んだ彼女を、遼一はどこかで見たことがあるような気がした。端たん正せいすぎる容よう姿しと、完全に制せい御ぎよされた綺麗な声。つい見とれてしまった。

「このことは他た言げんなさらないでください」

「あ、ああ、もちろん……」

　遼一は彼女を向いたままうなずいた。

「どうかなさいました？」

　彼女は遼りよう一いちの視線に小首を傾かしげてみせた。

「前に見たような気がして……」

　遼一の言葉に女性が微笑ほほえんでみせた。そんな表情を見て思いだした。

「ユーロランドのＣＭをやってたよな。ユーロランドへようこそ、って」

　彼女の微笑みはＣＭ用なのだ。感情エッセンスが一滴も混じってない、ただ綺き麗れいさだけを追求した微笑み。綺麗な笑顔をディスプレイしたレジャーランドのＣＭ。無む駄だを省いた機き械かい的な美しさだった。

「スタッフがご迷めい惑わくをおかけしたようですね」

　彼女はそう言うと、ベンチで寝ているアンナを抱え上げた。

「あ、えっと、俺は……」

「相あい沢ざわ遼一さんですね。奈な々なの宿主です」

　戸と惑まどう遼一に、女性が平へい然ぜんと言った。

「俺のこと知ってるんだ」

　やはり彼女も奈々と同じく天使なのだ。

「もちろん知っていますよ。研修まで宿主を食べなかったケースは数件ですから。あなた方の関係は特とく殊しゆです」

　女性は、抱きかかえたアンナを見つめながら言った。

「今日きようで帰るのですか？」

「いや、同好会の合宿で明日あしたまでいるんだけど」

　遼一が答えると、女性は少しだけ視線を落とした。

「明日は、ユーロランドに来ないほうがいいと思いますよ」

　女性はそう言うと、遼一の前から歩き去っていった。

　暗がりに消える彼女の後ろ姿を見て、何故なぜか妙な胸むな騒さわぎを感じた。
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　次の日の朝、遼一はぼんやりと海岸を歩いていた。朝日がキラキラと波に反射している。沖の方にヨットが浮かんでいるのが見えた。

　同好会の男子メンバーは、深夜まで飲み会をしていたため、未いまだに部屋でぐっすりと眠っている。美み穂ほは同好会のメンバーの女子とユーロランドを見て回ると言い、開園時間に合わせて出かけていった。

　海を見ながら考えた。奈々のことについて。一週間前の奈々の素そっ気けない態たい度どは、少々寂さびしさもあったが悪いことではないと思った。トランクを開けてプログラムを終えたことで、遼一の役目は終わっていたのだ。たぶん、これ以上遼一ができることはないだろう。今後社会に派は遣けんされバグとの戦いがあるにしても、いつも奈な々なのそばにいるわけにはいかない。奈々も、低い身体能力のハンデを受け入れて、どう行動するかを考えねばならないのだ。

　奈々が天使として存在する以上、天使としての役目はまっとうせねばならない。そして、その派遣先に常に遼りよう一いちがいるという都合のいいことはあり得ない。

　ケージに飼われていた雀すずめが外に飛び立つのは、自然の摂せつ理りであるのだ。野生の生物が人間に懐なつきすぎるのは摂理に反している。

　それでも遼一の心の中はもやもやとしていた。東京の海のように濁にごり淀よどんでいる。

　遼一はもうしばらく海を見ていたが、思い切って踵きびすを返すとユーロランドへと向かった。

　入場ゲートをくぐると沢たく山さんの人々の姿が見えた。夏休みだけあって家族連れが多い。恋人たちも手を繫つなぎながら楽しげに歩いている。

　綺き麗れいで健けん康こうなイメージのスタッフを配置し、花を飾り、可愛かわいいキャラクターをディスプレイする。いわゆる幻げん影えい都市。この街に実体はなくイメージだけで作られている。遼一はそんな場所で浮いている自分を感じた。現在の自分の感情は、この街に拒きよ絶ぜつされていた。

『ユーロランドへようこそ。日ざしが強いので、熱ねつ射しや病びように気をつけてください。日ひ傘がさを貸しだしておりますのでご利用ください。園内で迷ったら、お気軽にお近くのスタッフに声をかけてくださいね』

　大きなモニターでは黒くろ髪かみの女性がガイドをしていた。昨日きのうの夜、アンナが言った天使のお姫様だった。奈々はあの女性と天使としての契けい約やくをしたのだろう。

　遼一はマップを確かく認にんして、奈々が働いているエリアに向かった。帰る前にスタッフとして働く様子を見ようと思ったのだ。奈々が嫌いやがるなら、遠目から確認するだけでいい。

　開園から一時間程度しか経たってないにもかかわらず沢山の人々がいた。沈んでいた遼一の心が軽くなった気がした。周囲の人間の笑顔のせいだろうか。感情は伝染するのかもしれない。

　平和な風景だった。理由はどうであれ、このような場所で働くのは、奈々にとってもプラスであるかもしれない。この街は、ある意味天使と人間が共存する唯一の場所だ。社会に寄生するバグ殲せん滅めつのためではなく、笑顔を交わして天使と人間が交流している。

　目の前の花か壇だんの前でスタッフが子供にハート形の風船を配っている姿が見えた。彼女も天使だ。遼一はある程度見分けがつくようになっていた。容よう姿しの端たん麗れいさもそうだが、人間と天使の一番の違いは表情だった。天使の表情はどれも綺麗なのだ。感情を伴ともなう表情ではなく、感情をアピールするためのもの。私は今楽しいから笑顔を表示しているのです、と。

　ふと遼一は妙な違い和わ感を覚えた。

　周囲の入場客の表情。笑顔を交わす恋人や家族連れ。その笑顔が妙に綺麗だった。飾りだけの天使のような表情をしている。

　背中がぞくりとした。妙に静かだった。周囲の人間は笑顔を浮かべているだけで、笑い声が消えている……。

　不意に背後で破は裂れつ音が聞こえた。

　振り向くと、大量のハート形の風船が空に飛んでいくのが見えた。割れた風船の破片が散らばっている。その風船を配っていたはずのスタッフの姿は消えていた。目を離はなしたのは一いつ瞬しゆんだったのだが、煙のように消しよう滅めつしてしまった。

　遼りよう一いちはさらに不自然な光景を目にした。誰だれも割れた音や飛んでいく風船に反応することがなく、笑顔を浮かべたまま何事もなかったかのように歩いている。

　──何が起こっている？

　愕がく然ぜんと立ちつくす遼一に視線を向ける女性がいた。長い髪かみの女性は、昨日きのうのあの彼女だった。アンナを抱かかえていったユーロランドのＣＭの彼女だ。

「あっ……」

　ズキンと頭が痛んだ。頭の中に強引に手を突っ込まれたかのような激げき痛つう。なんだかそれは以前にも感じたことがあるものだった。

　……ああそうだ。リサがお姉ねえ様と呼んでいたあの天使に心を操られそうになったときもこんな感覚だった。目の前の彼女も遼一の心を操作しようとしている。天使の持つテンプテーション能力。しかし、なんのために……？

　その瞬間、遼一は強い力で背後に引っ張られた。

　バランスを崩くずしてもたれかかってしまったのは、誰かの柔やわらかな胸の中だった。

「……走って」

　遼一は混こん濁だくした意い識しきのまま、誰かに手を引っ張られるまま走った。

　視界がぐるぐると回っている。手を引っ張っている人物が、ユーロランドのコスチュームを着ていることに気づく。スタッフが助けてくれたのか……。

「走ることに集中して……いや、歩くわ」

「……奈な々な」

　遼一の手を引くのは奈々だった。奈々は周囲を注意深く見回しながらゆっくりと歩きだした。

「私の手を離はなさないで」

　耳元で奈々が囁ささやいた。そんな声に、混濁した意識が急速に回復していくのがわかった。

「何があったんだ？」

　遼一は意識を覚かく醒せいさせようと頭を振った。

「わからない。でも、何かが起こってる」

　奈々は石いし畳だたみを歩きながら、すれ違う入場客に視線を向けている。

「……ねえ遼一、その上着、私に貸して。このコスチュームはちょっとまずいかもしれない」

　奈々がビビッドカラーのシャツを脱ぎ捨てチューブトップの下着姿になってしまったので、遼一は急いで上着を脱いで着せてやった。

　歩きながら着替える奈々に、驚いている男性の姿などが見えた。

「ゆっくり歩こう。たぶん、この辺は大丈夫だわ」

　奈な々なは水路脇の遊歩道に入って歩調を緩ゆるめた。並んで歩く遼りよう一いちの腕を取って笑顔を浮かべる。

「恋人同士みたいに自然に歩くのよ」

　奈々は遼一に体を預けるようにして腕を組む。

「……止まって」

　奈々が足を止めた。視線の先には売り子がいないワゴンのドーナツ屋がある。

「スタッフはどうしたんだ？」

「……この辺もまずいわね」

　ワゴンの周囲では笑顔を浮かべる入場客の姿がある。レジャーランドを楽しんでいる自然な雰ふん囲い気き。それが逆に不自然さを演出していた。

「こっちに来て。人がいないところに行かないと」

　奈々が水路へ下りる階段へと遼一を引っ張った。

「何が起こっているかわからないけど、人の中に入ったほうが目立たないんじゃないか？」

「……たぶん、人間自体がまずいと思う。人混みの中は危険だわ」

　奈々は階段を下りていく。水路の脇の足場を歩き、丸く口を開けた排はい水すい溝こうへと入った。

「大丈夫。研修中に暇ひまで探たん検けんしたから迷わないわよ」

　奈々に言われ暗く狭い排水溝の中へと入る。水は流れておらず、腰をかがめた遼一は前を歩く奈々に続いた。

　排水溝は別の水路に繫つながっていたらしく、ふたりは水路の橋の下へと出た。

「この水路は水を流すだけのものだから、辺りに人はいないはず」

　それでも奈々は水路から上をちらちらと確かく認にんしている。

　奈々は周囲の安全を確かめると、ふうっと息をついて足場の狭いスペースに腰を下ろした。

「それで、どうなってんだ？」

　遼一は奈々の隣となりに座ってから聞いた。目の前を水がゆったりと流れている。まだ、頭に靄もやがかかっている感じではっきりしない。

「……わからないけど、何か異変が起こってるのは確かだわ」

「バグが攻めてきたとか？」

　人間を食うバグ。悪あく魔まとも呼ばれ、天使の殲せん滅めつ対象の存在だ。

「可能性はあるわ。とにかく状じよう況きようがわかるまで動かないほうがいいわ。ここには沢たく山さんの天使がいるんだから、もう対応してるはず。ここでしばらく隠かくれてたほうがいいと思う」

　奈々はそう言ったが、遼一の胸の違い和わ感は消えない。

「入場客は？　なんか変だったよな」

「うん、確実に操られていたわ。ただ、それは入場客を守るためかもしれない。精神を保ほ護ごするために記憶操作をする必要があるでしょ」

　美み穂ほのことを考えた。同好会メンバーの女子と一緒にランドの中に入っているはずだ。今、どうしているだろうか。携けい帯たい電話を見たが表示は圏けん外がいになっていた。携帯電話の電波までおかしくなっている。

「落ち着いて。考えてもしょうがないから」

　奈な々なが遼りよう一いちの肩に手を添そえて言った。

「俺を助けてくれたのか？」

　奈々は、遼一の視線から目を逸そらしてしゃがみ込んだ。

「なんか変な感じだったから、とっさに手を引いて逃げたのよ」

「……あのＣＭの彼女が俺を操ろうとしてたのかな」

「ランドの広報をやってる子でしょ。ミズホだったかな」

「ＣＭにユーロランドのイメージキャラクターと一緒に出てたよな。でも、奈々の売ってるキャラクターはいなかったような……」

　ユーロランドには沢たく山さんのキャラクターが存在するのだ。それらが園内で踊おどったり歌ったりとアピールしている。

「私の担当のキャラクターはマイナー扱いなのよ。下したっ端ぱが担当するの」

「スクラッチだっけ？」

「違う、スプラッチよ」

　奈々が水路の脇に置いてあった薄汚れたぬいぐるみを手に取った。

「一時ニュースを賑にぎわしたでしょ。腹はら裂さきスプラッチよ。百分の一の確率で人形のお腹なかに金貨が入っているという営利を無視したイベントがあって、その金貨目当てに人形を買いしめた連中がスプラッチの腹を切って金貨の有無を確かく認にんしたの……」

　腹を裂かれた人形がゴミ捨て場に無む惨ざんに捨てられたというネガティブなニュースがあったらしい。そんな影えい響きようもあり、スプラッチはユーロランドで微び妙みような立ち位置らしかった。

「そのぬいぐるみは、奈々が買ったのか。……うわ、よく見ると沢山落ちてるぞ。ここはスプラッチの墓場か？」

「違うわ。ゴミ箱から拾ひろったの。で、この秘密基地に隠かくしてるんだ。ゲームの景品とかで当たっても捨てられちゃうのよね」

　水路の側道にはスプラッチのぬいぐるみが五つほど置いてある。

「ユーロランドの全すべてのキャラクターに歌があるのよ。そのキャラクターを担当するスタッフは、ちゃんと歌も憶おぼえなきゃいけないの」

「へえ、どんな歌なんだ？」

「……ちょっと恥はずかしいのよね」

　と言いつつも、奈々は振り付けを交えて歌い始めた。

「ス、ス、スプラッチー、森に住んでるスプラッチー。妖精スプライトだからスプラッチ。スプライトっていってもサイダーじゃないよスプラッチ。といっても血みどろ映画スプラツタでもないよスプラッチ。スプスプスプスプ、スプラッチー、キノコの椅い子すでくつろいでー、ドングリばかり食べてますー。普段は穏おだやかスプラッチー、でも怒ると爆発、赤スプラッチー……」

　遼りよう一いちが呆ぼう然ぜんとしていると、奈な々なはぴたっと歌を止めた。

「……そんな顔するんなら、もう歌わない」

　奈々は顔を赤らめそっぽを向いた。

「いや、結構上手うまかったぞ。近所のスーパーのテーマソングみたいだ」

「そ、そお？　結構私も気に入ってるんだ」

　遼一は奈々の隣となりにしゃがみ込んだ。奈々はじっと流れる水に目を向けている。ふたりの間に沈ちん黙もくが流れた。

「……まあ、大したことは起こってないと思うから、心配する必要はないわ」

　奈々が笑みを作ってこちらを向いた。

「それにしても、よくあのタイミングで助けてくれたな」

　遼一が言うと、奈々は目を逸そらした。

「……遼一が歩いてるのを見たから、後ろをついていってたの」

「声をかけてくれよ」

「だって……顔を合わせづらくて」

　奈々は水路を流れる水を手のひらですくっている。

「昨日きのうは美み穂ほには会ったんだろ。元気そうだった、って喜んでたからさ」

　妙に気まずい空気が流れたので、遼一は話題を変えた。

「美穂と会えてうれしかった。仕事をさぼって、ずっとイチャイチャしてたの。美穂のためにお金を貯ためて買ったキーホルダーも渡せたしね」

　奈々はにこりと笑った。

「美穂とは仲がいいもんな。姉妹みたいな感じだよな」

「美穂とは姉妹以上よ。ステディな関係ってやつ？」

「子供のくせに妙なこと言うなよな」

　遼一が言うと、奈々はすました表情をした。

「私、遼一が思う以上に経験豊富よ」

「経験って？」

「遼一の知らない美穂を私は知ってるんだから」

　奈々は遼一を窺うかがうようにちらっとこちらを見た。

「ふたりっきりでデートもするし、一緒にお風呂に入ったりしちゃう。だから私、美穂の体の隅すみ々ずみまで知ってるんだから」

「おまえなあ……」

　遼りよう一いちは呆あきれた。

「私はもう遼一以上に大人おとななのだから、君ももっと私を女性扱いするべきだわ」

「背伸びするなよな。俺の部屋に恋愛マニュアルみたいな本が転がってたぞ。変なの読みやがって」

「あっ、あれは、人間とのコミュニケーションを潤じゆん滑かつにするための学習の一いつ環かんよ。まず美み穂ほで実じつ践せんしているって訳わけよ」

「よくないことだぞ。美穂は奈々には甘いところがあるから、されるがままだけど」

「強引なことはしてないわ。マニュアル本にあるような優やさしい言葉をかけてあげてるの。でもね、だんだんと本当の気持ちを込めるようになったの。美穂を好きな気持ちは形にできないんだけど、沢たく山さんの言葉でパッケージしてリボンをかけて贈おくってあげるの。美穂は喜んでくれたわ。美穂も沢山の言葉を贈り返してくれる」

　人間は空からっぽの箱を贈り合っているようなものなのだ。箱の中身はわからない。ただ、言葉や表情というパッケージやリボンで装そう飾しよくをする。そんなコミュニケーション。相手の箱の中身も自分の箱の中身すらも、本質を知ることはできないまま、ただ箱を交換している。

「美穂は私に優しい言葉をかけてくれる。でも、君はそういうのないわよね」

　奈々がふっと顔を上げた。

「だったら、奈々からだろ。マニュアル本どおりにやってみろよ」

「……えっと、あの、『顔色悪いけど疲れてるの？　私のおっぱいマイナスイオンを出すんだけど、よかったら吸わせてあげようか、なーんてね』……という、奥おく手てでじれったい恋人に女の子から冗談っぽく迫ってみようコーナーのセリフとか言ってみたけど」

「……おまえ、なに言ってんだ」

「美穂用のセリフしか憶おぼえてないのよ。それに、私が遼一に甘い言葉をかける必要はないでしょ。私が何も言わなくても、君は私の気持ちを察さつ知ちするべきだもの」

「じゃあ、奈々も俺が何も言わなくても気持ちを察するべきだよな」

　遼一は奈々と向き合った。

「……わからない」

　奈々は首を振って視線を逸そらした。

「トランクから出てきたときは、遼一の気持ちが手に取るようにわかったの。でも今はわからない」

「能力的に変化があったのか？」

　遼一と奈々は繫つながっているのだ。奈々は宿主の遼一から特とく殊しゆなエネルギーを受けているため、同時に遼一の感情まで察知できていた。

「そんなことじゃないの。未いまだに遼一の感情は伝わってくる。お互いの距きよ離りに比例してね。でも、その感情がなんだかわからないの。どんな種類なのかわからなくなってきた」

　遼りよう一いちはトランクから生まれてきたばかりの奈な々なを思いだした。あのときの彼女は、ただじっと遼一を観かん察さつしていた。言葉を交わすことなく、遼一の感情を拾ひろって観察していたのだ。

「たぶん、言葉とか表情とかってコミュニケーションを取るには便利だけど、本質は伝えられないんだと思う。だから、ごてごてに装そう飾しよくするの。でも飾るたびに本物がどんどん見えなくなる。トランクから出たときは、遼一と私は完全に繫つながってた。ふたりでひとり、みたいにね。でも、今はもう完全に別の存在」

　この世界にはあまりにも雑音が多すぎるのではないかと思った。効率や利便さを追求して、沢たく山さんの情報が飛び交うこの世界は、真実が見えにくくなっている。

　奈々自身も、言葉や表情を憶おぼえ、服を着て髪かみ型がたを作り、学校に通ったりするにしたがい、雑音に包まれ本質が見えなくなっていた。沢山の情報をまとった奈々というパッケージ。

「君の感情が強く伝わってくるのに、それが完全に理解できなくてつらいの。優やさしかったり、柔やわらかかったり、冷たかったり。でも、そんな感情は分解できないまま私の胸にたまっていく。いや、私自身の意思で分解しないまま放っておいてるのかも」

　奈々は大きくため息を吐いた。

「自分の感情も理解できないままほったらかしにしてたら、胸がとっても苦しくなったの。……そうしたらため息ばっかり出ちゃうの」

　感情を知った奈々は、人の感情を分析できなくなっている。感情とは知れば知るほどにわからなくなるものだからだ。真実を知ることを恐れている。

「……だから、私たちは離はなれたほうがいいんだと思う。そうしたら、雑音が消えて、いつか本当の気持ちがわかるかもしれない」

　奈々は寂さびしげに笑った。

「本当にわかり合えるのは、限りなく近づくか、遠ざかるか。でも、私たちはずっとそばにいられないでしょ。遼一は人間としての生活があって、私は天使として働かなきゃいけない。だから私は離れるって決めたの」

「奈々……」

　身を寄せ合うように近づいていたふたりは、頭上からの音にはっと距離を取った。

　青い空を飛ぶヘリコプターが見えた。ランドの敷しき地ち内に着陸するのか高度を下げている。

「……なんだ、ヘリコプターか」

「静かに。シグナルが聞こえる」

　奈々が顔をしかめている。

「ん、何も聞こえないけど」

「私たち天使だけが聞こえる高い波長だから……」

「何が起こってるんだ？」

　それとも、トラブルが治まったという報告だろうか。天使たちの迅じん速そくな対応により、ユーロランドは通常営業に戻る……。

「ユーロランド内で天使のクーデターが勃ぼつ発ぱつ。姫も奪うばわれた……って」

　ヘリコプターからバリバリと甲高い悲鳴のような金属音が響ひびいている。それは収しゆう束そくではなく始まりの合図だった。
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　ユーロランドの端はしの緑地エリアにヘリコプターが着陸していた。

　緑地の中央スペースに売店があったが、現在は中の商品や棚が全すべて取り除かれ、横に山積みにされていた。

　遼りよう一いちが奈な々なと共に広場に入ると、十数人ほどの女性スタッフの姿が見えた。ランドの天使たちが集まっている。

「対策本部みたいになっているわね。とにかくここは安全そう」

　奈々がふうっと息を吐いた。

　ここは確かアンナがグッズを売っていた場所だ。しかし、彼女の姿は見えなかった。

「あの子はトロそうだったからな……」

「遼一君？」

　背後からの声に振り向き、遼一は目を見張った。

「え、なんでここに？　そっか、ここで研修を受けてたんだっけ」

　カラフルなコスチュームに身を包んで立っていたのはジェシカだった。

「研修は終わってるんだ。それで、今は配はい属ぞく先が決まるの待ちで、ここで働いてるの」

　ジェシカがウインクをした。彼女の表情はこんな状じよう況きようでも変わりない。

「それで、何が起こっているの？」

　奈々がジェシカに聞いた。

「クーデターが起こったの。ユーロランドのスタッフの一部が蜂ほう起きした。奇き襲しゆうを受けたのか、戻ってこない天使も沢たく山さんいるんだ。奈々は無事でよかったよ」

「ユーロランドの天使が……」

　奈々が顔をしかめている。外部からの攻こう撃げきに備えていたユーロランドだったが、内部の裏切りは想定外だったようだ。

「要するにユーロランドの入場客を人質に取って交渉を求めてるみたい。それで、さっきヘリで東京の管理クラスの天使が来たところ」

　ジェシカがヘリコプターを指さした。

　入場客を人質に？　ユーロランドの中には、美み穂ほや同好会の後こう輩はいもいるのだ。

「召しよう集しゆうがかかってるよ。売店に集合だって。奈々も行こう」

　ジェシカが他ほかの天使に呼ばれている。

「ええ、わかった。遼一も私のそばにいて」

　奈々は遼一の手をつかんで売店へと向かう。売店の前には、スタッフの天使たちが並んでいる。奇襲を受けながらも生き残った彼女たち。集まってみると、三十人ほどと意外に多い。

　物を運びだされた売店の中には、大きなテーブルが置かれ、その脇で革かわ張ばりの椅い子すに座るひとりの女性がいる。その太った女性は見たことがあった。東京に配はい属ぞくされた天使たちを管理する立場の天使だ。

「東京の中地区を担当するお姉ねえ様よりお言葉があります」

　その彼女の脇に立つ女性が言った。

「……リサ」

　リサもここに来ていたのだ。あのヘリコプターでお姉様と一緒に来たのだろう。

　リサは遼りよう一いちに気づくと、一いつ瞬しゆんだけ困った表情をしながらも笑みを作った。

「まずは冷れい静せいになりなさい」

　椅子に座ったままのお姉様が口を開いた。

「あなたたちが心配すべきは、ランドの入場客の安全よ。人間を守ることを最さい優ゆう先せんにすること。あなたたち天使は、人間を守るために存在するのよ」

　遼一は並ぶ天使たちの後ろで言葉を聞いていたが、それでも彼女の声はよく通った。乱れていた精神が落ち着いていくような気がした。

　お姉様が笑みを周囲の天使たちに向けるなか、隣となりで直立していたリサが口を開いた。

「この状じよう況きようは一部の天使たちのクーデターです。ユーロランドの一部の天使と、東京の数人がクーデターに荷か担たんしております。すでに東京で議ぎ論ろんのテーブルが設定されています。クーデターサイドの要求は、現在の天使システムの改変です。詳くわしい要求内容は省きますが、要するにユーロランドの入場客を人質に交こう渉しようテーブルをセッティングしたのです」

「下げ劣れつな行こう為いだわ。天使としてあるまじき行動。いえ、クーデターに荷担した天使たちは、今後バグと呼ぶわ」

　お姉様が苦にが々にがしげに言った。

「対話の状況はわかりませんが、クーデターサイドの要求を受け入れることはないでしょう。今後、皆様方は協力してランドの奪だつ還かんを目指していただきます」

　リサが状況の説明を続ける。ユーロランドはクーデターサイドに奪うばわれてしまったのだ。

「ただし、交戦はおしとやかにお願いします。外部へ映像が流れてしまうライブカメラなどの問題もあります。表向きはいつもと変わらないレジャーランドの風景でなくてはいけません。もしも、このトラブルが人間に漏もれてしまったら、先人たちが築きずいてきた天使と人間の関係に大きなひびが入ることになります。それは避さけねばなりません」

「と言っても、ランド奪還が優先よ。多少の被害は目をつむるわ。そのときは、ユーロランドの外で事故の演出をする」

「もうひとつ。ユーロランドの……小鳥もクーデターサイドに奪われた様子です」

　リサが悲しげに手を胸に当てる。

「小鳥？」

「姫のことでしょ。姫がいるのは表向き隠かくしているから隠いん語ごを使ってる」

　首を傾かしげる遼りよう一いちに奈な々なが耳打ちした。

「ですから、皆様にやっていただくのは、ユーロランドと入場客の安全確保、そして小鳥の奪だつ還かんとなります」

　リサが言った。

「ランド側の状じよう況きよう説明は？」

　お姉ねえ様の言葉に、ひとりのスタッフが前に出た。隣となりの奈々が小さく顔をしかめた。遼一も彼女を見たことがあった。奈々の天使のトライアルを一緒に行った天使。名前は確か……

「……キサラギです」

　前に出たキサラギがちょこんと足を曲げてお辞じ儀ぎをした。

「私が異変を感じたのは午前十時三十分頃です。スタッフの配置が微び妙みように違いました。その三十分後には、クーデターサイドの天使……バグはユーロランドの出入り口付近を確保。入場客の大半をテンプテーション能力によりマーキング。入場客とランドのエリアの七割を確保している模も様ようです」

「小鳥は？」

　説明をするキサラギにお姉様が聞いた。

「……ミズホを中心に小鳥のＳＰセキユリテイポリスが寝返っています。私が異変に気づいたときには、すでに小鳥の姿はありませんでした」

　ミズホ。あのＣＭの彼女だ。先ほどの彼女は、ランドの入場客を人質に取るために能力を使っていたのだ。悪意ある行動だった。

「そして、クーデター開始に合わせて小鳥を隔かく離りした様子です。隔離場所は──宝箱チエストです」

「チェストですって」

　お姉様が顔をしかめた。また、周囲の天使たちも驚いた様子で顔を見合わせている。

　遼一はそんな雰ふん囲い気きに戸と惑まどった。チェストとはなんだろうか。そんなことを考えていると、お姉様がキサラギに小さな仕草で手招きをした。

　キサラギが近寄った瞬しゆん間かん、お姉様がキサラギの頰ほおを殴なぐりつけた。周囲の天使たちがごくりと唾つばを飲み込むのが聞こえた。

「あなたもＳＰよね。この失敗は天使の倫りん理りに反してよ。この件が終わったら、ペナルティを覚悟しなさい」

　うつむくキサラギの口から血が垂たれ落ちた。

「クーデターサイドの人数は把は握あくできていますか？」

　沈ちん黙もくの中、リサが口を開いた。

「……正確にはわかりません。おそらく二十人ほど、です」

「もういいわ。下がりなさい」

　お姉ねえ様に言われキサラギが下がった。キサラギは姫のＳＰの仕事に就ついていたようだ。

「それでは、今後の行動を説明します」

　ぱちんと手を叩たたいてリサが言った。

「最さい優ゆう先せんすべきはユーロランドと入場客の奪だつ還かんです。チームを組み、連れん携けいをしてクーデターサイドと交戦します。そのタイムリミットは閉園までです。閉園時間になっても入場客がランドから出ていかないとなると不自然ですからね。外にこのトラブルを漏もらすことはできません。東京で行われている交こう渉しようのほうもタイムリミットは閉園までとなりますが、交渉は決けつ裂れつの可能性が高いです。ですから、私たちの力で人質を奪還する必要があります」

　天使の戦いはこのような感じなのだろうか。表向き平和な光景の裏で、ひっそりと交戦を行う。そういえば、東京でのバグとの戦いも表おもて沙ざ汰たになることはなかった。

「しかし、ひとつだけ問題があります。それはチェストです」

　リサがチェストというワードを口にした。

「小鳥を奪還するためにはチェストを開ける必要があります」

　周囲の天使たちの反応は様々だった。深刻な表情をしている者から、リサの言葉がわからずにぽかんとしている奈な々なのような天使まで。

「チェストを開けるにはそれ専用のチームを組む必要があります。これからその編成を行いますので、皆様方は準備をしてください。ちなみに戦せん闘とう服ふくの着用は不可です。スタッフコスチュームで行動してください。表向きユーロランドの営業は順調ですよ」

　リサが周囲に目配せをすると、集合していた天使たちは、それぞれ散っていった。敵の襲しゆう撃げきに備えているようだ。

　一方、作戦本部となった売店では、数人の天使たちがテーブルを囲んで議ぎ論ろんを始めている。

「なあ、人数的にはこっちのほうが多いんだよな。なんとかなりそうじゃないか？」

　遼りよう一いちは隣となりで険けわしい表情をしている奈々に言った。クーデターサイドは二十人ほど。この場には三十人以上がいる。

「厳しいと思うよ」

　言ったのはジェシカだった。

「知ってると思うけど、ここは天使の研修場所。要するに天使の新人ばかり。そして裏切ったのはＳＰとか上位の天使たちだもん。戦力差はあっちのほうが断然優位だよ」

「それより、遼一はここから逃げたほうがいいわ。下らないことに巻き込まれる前に」

「奈々はどうするんだよ」

　遼一と奈々が会話していると、手招きをしているリサの姿が見えた。

「……ちょっとまずい感じになっちゃいましたね」

　駆かけ寄よると、リサは困ったように遼一を見た。

「同好会でここに来るって言ってただろ。あのカフェで打ち合わせしてたじゃんか」

「タイミングが悪かったですね」

「ねえ、遼りよう一いちをランドの外に出してあげてよ」

　奈な々ながリサに言った。

「ところが、それは難しく……」

「情報が漏もれるから？　そんなことより安全優ゆう先せんでしょ」

「いえ、物理的に逃走が難しいのです。クーデターサイドはユーロランドの出口などを確保し、残された安全エリアは、この場所程度なのです。ですから安全に外に出ることは困難でしょう」

「ヘリコプターがあるじゃない」

「天使コミュニティが所有する機体はこれだけなので、緊急用となっています。怪け我がをした一般人の搬はん送そうなどに使用します」

「遼一も一般人じゃない」

「遼一さんは一般人のくくりに入っておりません。ですから、クーデターの事実も伝えたのです。天使のルールを破るわけにはいかないのです」

「でも──」

　遼一は動どう揺ようする奈々を制して口を開いた。

「別に俺は大丈夫だ。それより、俺たちは今後どうすればいいんだ？」

「あなたたちも作戦に参加してもらうわよ。小鳥奪だつ還かんルートに編成しなさい」

　声に振り向くと、あの天使のお姉ねえ様が遼一を見ていた。

「遼一がやる必要はないで──」

　反論しかけた奈々を、リサがさっと隠かくして返答した。

「了解しました、お姉様」

「なによ……」

「困ります。この状じよう況きようでお姉様に少しでも逆らっては駄だ目めです。ただでさえご機き嫌げん斜ななめなのです。お姉様は東京のあの部屋から出ると怖いんです」

　リサは小声でそう言い、奈々と遼一の肩に手を回してお姉様から遠ざけた。

「……それにこの場所は安全ですよ。お姉様と共に、私のような東京中地区に派は遣けんされている天使が数人来ております。こういうのもなんですが、東京派遣の天使は優ゆう秀しゆうですからね。今後、安全なエリアを広げても、狭くなることはありません」

「なあ、それよりいろいろ聞きたいことがあるんだ。ひとつはそのクーデターサイドがどうやって入場客を利用して戦っているのか。エリアの確保とか意味がわからない。もうひとつは、チェストってなんなんだ？」

　遼一は両手を広げてリサに聞いた。

「まずはチェストについて説明します。正式にはホリーチェストといいまして、以前天使の研修の最終試験として取り入れられていたものです……」

　リサの説明はこうだった。

　もともとユーロランドは、人間との交流のためではなく、天使の資質を見み極きわめる最終試験の場であった。テストなどを行うシステムを作り、それを表向きレジャーランドにして隠いん蔽ぺいした。

　現在は、最終試験などの目的は薄れ、社会に出る天使のための人間学習の場となっている。

「最終試験ってどういうことをやってたの？」

　奈な々なが口を挟んだ。

「それはですね、当たりの入った宝箱を開ければ研修成功というイメージです。天使たちはユーロランドで働きお金を稼かせぎます。そのお金でユーロランド内のアトラクションに乗るのです。そして、そのアトラクションをクリアすればチェストが開くわけです」

　当たりのチェストを見つけるまで、チェストを開き続けなければいけないということだ。それまで、ユーロランドで働きつつ資金を稼ぐのだ。

「ユーロランドは、そんな設定のアトラクションになってるの？」

　奈々がここから見える観かん覧らん車しやに視線を向けた。

「当然、一般公開されているアトラクションとは違いますよ。天使たちは、ジェットコースターなら、そのアトラクションの特とく徴ちようを利用したテストを受けるわけです。そして、そのアトラクションに一つチェストが設定されているのです」

「なあ、このユーロランドにアトラクションは二十ぐらいあるけど、全すべてにチェストが設定されているのか？」

「はい、そうです。そして、チェストはイメージではなく、本当に物を入れることができます。しかし、制限時間が過ぎたりプレイヤーが続行不能になるなどすると、チェストの中身は破は壊かいされてしまいます。中身を無事に取りだすには当たりのチェストを開けるしかなく、一回ゲームが始まれば、誰だれも中止はできないのです」

　リサの言葉に思い当たったことがあった。

「まさか……」

「そうです。クーデターサイドは天使の姫君……小鳥をチェストに入れたのです」

　リサははっきりと言った。

「意味がないだろ」

　クーデターサイドにとっても、彼女の存在は必要であるはずだ。リスクがありすぎるだけの愚おろかな行こう為いだ。

「小鳥奪だつ還かんも並へい行こうして行うとなると、こちらに負担がかかるわけですから」

「要するに私たちは、敵と戦って入場客を確保することと、ホリーチェストをやって小鳥を奪還するっていう二つの行動を並行してやらねばいけないってわけね」

　奈々が難しい顔をしている。

「敵の狙ねらいはそこでしょうね。ホリーチェストに人員を割さくと、それだけランドの奪だつ還かんも遅れてしまいますから。つまり、小鳥を利用して時間稼かせぎをしているのです」

「……当然、チェスト側に有能な人員を割くべきよね」

　奈な々なが言った。天使にとって姫の存在は重要すぎる。

「いえ、編成はまだ決まってないようですが、チェスト攻略は、研修を受けている新人天使などが担当することになるでしょうね」

　リサは戦略本部での議ぎ論ろんにちらっと視線を向けた。

「なんで？　彼女の安全が一番重要でしょ？」

　奈々も顔をしかめている。

「……まあ、人間の安全が最さい優ゆう先せんですからね」

　リサの言葉はなんだか煮え切らなかった。

「それで、現状はどうなってんだ？　入場客に被害が出てないのか？」

　遼りよう一いちは、ランド内にいるだろう美み穂ほや後こう輩はいのことが心配だった。

「クーデターサイド、つまりバグたちはテンプテーション能力をフル活用しています。人間を操っているのですね」

　遼一はミズホの行動を思いだした。確かに彼女はテンプテーション能力で周囲の人間を操っていた。

「逆にやりやすいんじゃないの？　パニックを起こされなくていいわ」

　奈々が冷れい静せいに言った。現状で騒さわぎが起きていないのは、人間たちが精神を操られているからでもあるのだ。

「問題は別にあるんですね。もともと私たちは他ほかの天使やバグを察さつ知ちできる能力を持っています。しかしです、テンプテーション能力でマーキングした人間は、その天使の匂においがついてしまうのです。そうすると敵の位置がわかりにくくなり、攻こう撃げきにも防ぼう御ぎよにも惑まどわされ混乱してしまいます」

「そんなに混乱するのか？」

　遼一にはいまいちぴんとこない。

「私たちは目より、レーダーのような感覚を頼って相手の気配を察知して戦うのです。しかしマーキングされた人間は、そのレーダーを乱すのです」

「チャフのようなものね」

　奈々が言った。チャフとは戦せん闘とう機きが銀紙のようなものを撒まいて、敵のレーダーを混乱させるものだ。現在、人間がチャフのようになり天使たちを攪かく乱らんしている。

「大量の人間にマーキングするのは労力です。なので現在はチャフ程度の役目です。ただし、時間が経たつほど、テンプテーション能力は効果を発はつ揮きします。そのうちに、戦闘においても協力をするようになるかもしれません」

　例えばリサが相手陣内で戦ったとする。リサは敵の位置を正確につかめないばかりか、周囲の人間に襲おそわれてしまう。当然戦せん闘とう能力的にはリサのほうが上だが、襲ってきた人間を排はい除じよしている隙すきを突かれてしまう。また、そんな戦闘は当然人間にも被害が出るはずだ。

　美み穂ほは大丈夫だろうか。こうなったら、早いうちに天使たちに保ほ護ごしてもらいたい。

「現在バグの二十人ほどは、ユーロランドの敷しき地ち内に散らばっています。そして、自分の周囲にマーキングをした人間を配置しているのです。まだ入場客の全すべてをマーキングしてはいないでしょうが、今も増やしているでしょう。そして、そのマーキングした人間を配置しているスペースが敵のエリアとなります。そのエリアは私の予想ではユーロランドの七割ほどでしょう」

　遼りよう一いちは納得した。だから戦略的に戦う必要があるのだ。このユーロランドの入場客は、奈な々なのような天使にとって有害なノイズと成り下がっている。

　さらに説明を聞くと、クーデターサイドはユーロランドの主要な場所を押さえている。出口などを奪うばい、現在遼一たちがいるこの場所は、敵のエリアに囲まれ孤こ島とうのような状じよう態たいとなっているらしい。

　また、遼一は気づいたことがあった。

「チェストを開くには、そのアトラクションに乗る必要があるんだろ。こんな状態じゃ、アトラクションの場所まで行けないよな」

　アトラクションは敵のエリア内にあるはずだ。のこのこ歩いていって、簡単にアトラクションに乗せてくれるとは思えない。

「ですから、連れん携けいが必要となるのです。チェストを開ける工作員と、エリアを奪だつ還かんする戦闘員がひとつのチームを作って協力するのです」

「急いでチェストを開ける必要があるの？　ランドを奪還してからゆっくり開けてもいいんじゃない？」

　奈々が聞いた。

「今回の設定ではタイムリミットが閉園時間、つまり午後十時です。あと……十時間半ほどですね。チェストを開けられずにタイムリミットを迎えると……チェストの中身は破は壊かいされてしまいます」

「質問があるわ。じゃあ、こっちはどうやってエリアを取り返すの？」

「それは、私たちもテンプテーション能力を使うのです」

「ねえリサ。当然私も参加するんだろうけど、私は能力は……」

　奈々が困った顔をした。

「ですから、奈々にはチェスト攻略の工作員をしていただきます」

　その言葉に遼一はほっとした。明らかに危険度が高いのはエリア奪還をする戦闘員だ。直接の交戦が求められるからだ。

「遼りよう一いちさんにも参加をしていただきたいのです。なにせ、人数が足りませんから」

「戦ったりしなきゃいけないのか？」

　当然、遼一は天使の能力など持っていない。

「いえ、身体能力はあまり求められないでしょう。天使に求められる要素は、体力が二割、残りは知性や理性なのですから。ただし、少しだけ危険かもしれません。ホリーチェストは難なん易い度設定はできないのですが、危険度設定はできますからね」

「じゃあ、遼一を参加させるのは無理だわ。遼一は人間よ」

　奈な々ながリサに文句を言った。

「……できれば私もそうしたいのですが」

「いや、俺も参加する。これは、天使だけの問題じゃないだろ」

　遼一はきっぱりと言った。人間代表という気持ちはなかったが、それでもこの混乱を解決するために行動するべきだと思った。そして、奈々だけを危険にさらして逃げるわけにはいかない。

「危険なら受け入れる。もともと死ぬのなんか恐れてない。それにユーロランドの入場客が危険な立場にいるのに俺だけ逃げるわけにはいかない」

　プログラムでもテストでも、命を危険にさらしながらも生き残ったのだ。もう恐れるものなどないと遼一は思った。そんな遼一を、心配げに奈々が見つめている。

「ありがとうございます。あ、編成はもう決まってしまったらしいですよ。なにしろ、人数が足りませんから遼一さんも参加するしかないのです。奈々と遼一さんはチェストでも運命を共にすることになります」

　リサはスタッフの天使から紙を受け取りうなずいた。

「どういうこと？」

　奈々が不満げな顔をしている。

「今回の設定はナンバーキーバージョンです。三つの数字を合わせてロックを外はずすイメージなのです。つまり、三人ひと組でチェストに参加をすることになります。組んだ三人は、ホリーチェストが終わるまでメンバー変更ができないのです。要するに運命共同体ということです」

　遼一と奈々は顔を見合わせた。三人で協力をしてクリアを目指すのか。

「……残りのひとりは私とか？」

　ひょこっと顔を出したのはジェシカだった。

「ジェシカさんは──私と同じくエリア奪だつ還かんを行います」

　リサは言った。ジェシカはすでにテンプテーション能力などをものにしているようだ。

「私と遼一は組むってことよね」

「……はい、一緒ですね」

　リサが紙を見ながらうなずいた。

「残りのひとりは誰だれ？」

　奈な々なが聞いた。

「遼りよう一いちさんと奈々と、そしてもうひとりは────キサラギです」

　遼一が横を見ると、そこには不満げに立つキサラギの姿があった。
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「ここに集まった天使たちは、三つのチームに分けられることになりました。どのチームも十人程度です。私たちはＣのチームです。★がチェストです」

　リサが広げた紙を見せて説明している。リサの周囲には遼りよう一いちや奈な々なを含む、十人ほどが集まっていた。遼一の隣となりにはジェシカも立っている。

　この十人がひとつのチームなのだ。敵の天使と戦うリサやジェシカなどの戦せん闘とう員いんが四名。チェストの解かい錠じようを行う工作員が六名。

「これはユーロランドをシンプルに表現したマップです。各マスに一つのアトラクションがあると考えてください。アトラクションまで進み、そしてアトラクションに設定してあるゲームを攻略するのが基本ラインです」

　本部が設置されているのは左上の緑地エリアだ。天使たちはここを起点にランドの奪だつ還かんを目指すことになる。

「逆サイドの公園と右下のストアエリアにはアトラクションは設置されていません。そして、マップ下の入場ゲートですが、現在は満員札止めとなり封ふう鎖さされています。要するに、現在のユーロランドは完全にクローズドスペースとなっております」

　ユーロランドは異様に高い壁かべに囲まれたレジャーランドだ。入場口も一カ所だけで、非常出入り口も公園エリアに一つあるだけだ。敵に攻められることを想定していたのだが、内部の敵には対応できなかった。

「目標は中央広場です。中央広場にはこのユーロランドの防ぼう衛えいシステムがあるのです。ですから、守りやすい場所になっています。中央広場は大きな水路に囲まれ、入るには入場ゲートからの遊歩道を介するしかないのです。要するに、ユーロランドのシンボルがあるキャッスルエリアか、ストアエリアにまで侵しん攻こうしなければ中央広場に入れません。現在クーデターサイドは、防衛システムを奪うばい、ユーロランドを制せい圧あつしているのです」

「防衛システムって？」

　奈な々なが聞いた。

「ユーロランドには沢たく山さんの隠かくれたカメラやセンサーが設置されており、どこに誰だれがいて、どう動いているかの情報が防衛システムに送られ、筒抜けになっています。これは私たちにとって不利です。しかし、各マスのアトラクションに設定されたホリーチェストをクリアすると、そのマスの情報送信を止めることができるのです」

「要するに、チェスト攻略は二つの意味があるってことね」

　奈々が言った。各アトラクションに設定されたチェストの意味。チェストの中に隠された姫の救出が第一だが、チェストの中に姫がいなくても、そのマスの情報送信は停止できるのだ。

「現在、この緑地以外のほとんどのエリアはクーデターサイドに奪われています。私たちは、一マスずつ取り返していくしかないのです。そして、小鳥を解放し、中央広場に攻めて防衛システムを取り返します」

　なんだか戦略ゲームのようだった。天使たちのシステマチックな戦争が始まる。

「チームはＡＢＣに分けられ、三方向から攻めランドの奪だつ回かいを目指します。各チームが七マス程度を確保すればいい計算ですね」

　人質となった入場客を保ほ護ごしつつランドのエリアを奪う。エリアを確保したらそのエリアのアトラクションに乗ってチェストを開ける。そのサイクルを繰くり返して、ユーロランドを奪だつ還かんするのだ。

「役割を明確にしておきましょう。私たち四人の戦せん闘とう員いんがエリアの確保と入場客の保護を基本的に行います」

　リサを含む四人にはジェシカも入っている。他ほかの二人も研修は終わっている天使のようだった。

「チェスト攻略の工作員は六人です。三人の二グループですね」

　キサラギはじっと腕を組んでリサの言葉を聞いている。

　遼りよう一いちと奈々とキサラギで一チーム。そして、研修中の新人天使で構成されたもう一つのチームが編成されていた。

　このＣチームの編成をまとめるとこうだった。
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　この十人がひとつのチームとなり、連れん携けいして行動することになる。ギリギリの人数らしかった。遼りよう一いちが強引に参加させられたのを見てもわかる。

「チェスト攻略の六人はあまりアクティブに交戦しないでください。一人が戦線離り脱だつとなった場合、もうそのチームはチェスト攻略をできません。ホリーチェストではチームの再編成は不可能だからです。いったんチーム登録をしたら変更ができないのです」

　リサの説明を聞いて、遼一も状じよう況きようを理解してきた。これはクーデターサイドの罠わななのだ。防ぼう衛えいシステムを奪うばって、ホリーチェストを作動させ姫をチェストに隠かくしたこと。天使たちは、沢たく山さんのハンデを負った状じよう態たいでユーロランドを奪だつ還かんせざるを得ない。

「でも、隠れてるわけにはいかないわ。私たちもやることがあるんでしょ」

　奈な々なが言った。

「私たちはひとつのチームなので、連携が大切ですからね。やるべきことは沢山あります。ただ、時間もないので実行に移しましょう。ただし、私たちはあくまでユーロランドのスタッフだということを忘れないでください。あくまでユーロランドは滞とどこおりなく営業中ですよ」

　リサがにこりと笑った。
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「昔はホリーチェストが正式な天使となる最終試験だったんだって。そのために、このユーロランドも作ったみたい。でも、今は人間との友好のシンボルみたいになってるってさ」

「三人ひと組でやったのか？」

「一人で行うバージョンと、三人で協力するナンバーキーバージョンがあるんだって。今回は、人数を割さくために三人バージョンを起動させたらしいわ」

　奈々は周囲を警けい戒かいしながら答えた。

　天使たちの反はん撃げきはとても緩ゆるやかだった。

　三つのチームに分かれた天使たちは、それぞれユーロランド奪だつ還かんへと動いた。

　しかし、遼りよう一いちの目には通常のレジャーランドの姿にしか見えなかった。

　本部の隣となりのスペースには野外ステージがあり、妙なキャラクターの着ぐるみが踊おどっている。ただし、ありふれたそのステージを見ている客はいなかった。

「あまり動かないでください。危険ですよ」

　遼一の隣にいるリサが言った。

　遼一たちのチームの十人は、現在本部下のマスのエリアにいる。こぢんまりとしたカフェや、レストランなど休きゆう憩けいスポットがあり、入場客が穏おだやかな時間を過ごしているのが見える。

「危険って言われても、何も変わったことはないけどな」

「周囲にいる人間は、クーデターサイドの天使がテンプテーション能力でマーク付けをしています。ですから、その匂においで私たちは相手の所在がわかりません。奇き襲しゆうを受ける可能性が高いです。また、防ぼう衛えいシステムが作動しており、私たちがどう動いているかは相手に筒抜けで、孤こ立りつした瞬しゆん間かんに奇襲を受けますよ」

　よく見ると樹木やベンチなどに、小さなカメラがついているのが見える。他ほかにも沢たく山さんのセンサーが張り巡らされており、そんな情報が随ずい時じ送信されている。

　それを止めるには、このエリアのアトラクションのチェストを開けるしかない。

「ここのエリアのアトラクションはホラーハウスね」

　奈な々ながマップを見ながら言った。

「もしかしたら、そのチェストに姫が入っているかもしれないよな」

「その可能性は薄いわ。どうせ隠かくすなら、開けにくいチェストに隠すでしょ」

　奈々は、ウサギの耳のようなカチューシャをつけ、沢山のキャラクターグッズを抱えている。

　また、腰にはウサギのぬいぐるみをぶら下げている。プログラムとテストでも使用した、折りたたみ式の剣が入っているあのウサギだ。先ほど全すべての天使に武器が配られたのだ。奈々のウサギのぬいぐるみのように、それぞれカモフラージュされていた。これからは、自分の身は自分で守れということだった。

「……誘ゆう導どうをお願い」

　ジェシカがちらりとこちらに視線を投げながら、カップルに近づいていった。会話をしながら歩いていたカップルは、ジェシカと視線を合わせるといきなり硬こう直ちよくしたように動きを止めた。しかし、すぐに笑顔を浮かべて再び歩きだす。

　敵のテンプテーション能力を解とき、新たにジェシカのテンプテーションをかけたという一連の行動が一いつ瞬しゆんで行われたのだ。

　遼一と奈々はすぐにそのカップルに近づいた。

「今、野外ステージでスプラッチのイベントをやっているので、そちらにどうぞ」

　奈々がキャラクターの形をしたうちわや風船を渡してカップルを誘導する。彼女のほうは「かわいーい」とはしゃぎながら彼氏の手を引っ張って野外ステージへと向かった。恋人たちの自然な表情。しかし、彼らの行動には天使たちの介入がある。

　ジェシカのテンプテーションが効いている。表向きはなんの変化もないが、マークをつけられた人間は従順になる。だから、マイナーなイベントにも喜き々きとして誘ゆう導どうされるのだ。

　そんな能力を使って、入場客をひとりずつ保ほ護ごすることになる。ほとんどの入場客はクーデターサイドの天使の能力でマーク付けされており、そんな匂においのついた人間を回収することは、リサやジェシカにとって奇き襲しゆうを受ける確率を減らすことにも繫つながる。

「でも、こんなスローペースでいいのか？」

　明らかにスピードが遅い。行動開始から一時間ほどが経たとうとしているが、まだ、最初のエリアすら奪だつ還かんしていない。

「地道にやるしかありません。相手の動きもわからないですから」

　リサは近くを歩く人々に近づき、マーキングをしていく。そんな人間は、遼一たちが安全なエリアに誘導する。

「こっちも敵と同じようにマーキングした人間を配置すればいいんじゃない？　そうすれば相手への牽けん制せいにもなるわ」

　風船を配りながら奈な々なが言った。

「こちらはチームで行動していますから。それぞれがマークした人間を配置すると、味方同士で混乱してしまいます」

　リサが首を振る。クーデターサイドは、エリアごとに天使を配置しているようだ。割合的には一エリアに一人程度らしい。要するに、ここのエリアにも一人は敵がいる。

「とりあえず、入場客の安全が優ゆう先せんだろ。怪け我がでもしたら大変だ」

　遼りよう一いちはリサたちがマークした人間を、どんどんステージへと誘導する。野外ステージにいれば彼らは安全なはずだ。

　徐じよ々じよにエリアが整理されていくのを感じた。無む秩ちつ序じよに動き回っていた客は、リサたちにマーキングされ、遼一たちによって野外ステージへと誘導される。そんな流れができつつあった。戦せん闘とうも起こらずに入場客を保護できていた。

「どうした、キサラギ？　ちゃんと接客したほうがいいんじゃないか」

　遼一は、そばでぼうっと立っているキサラギに声をかけた。

「……うるさい」

「そんな顔をするなよ。これも戦いの一部じゃないか」

「これは懲ちよう罰ばつよ」

　キサラギはフリルのついたスカートの裾すそを持ち上げてため息を吐いた。キサラギはテンプテーション能力などは使えるのだが、チェスト攻略があるためこうして後方支援に回されている。

「重要なのは目的達成だ。俺たちは協力してランドの入場客を守って姫を取り返す。それでいいじゃないか」

　人間にとっても彼女の存在は重要だ。いなくなれば天使に食われる人間が出現する。

「当然よ、それは当然。……わかってる」

　キサラギは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「でも、なんでわざわざチェストに閉じこめたんだろうな。人員を割さくとかの理由があるとしても」

「わからない。でも……姫も昔はホリーチェストをやったの。チェストには宿主を入れられてね」

「……どうなったんだ？」

「さあね」

　キサラギはそっぽを向いた。

「笑顔を浮かべてください。そこは、ライブカメラがある場所ですよ」

　リサが振り向き言った。

　キサラギは「馬ば鹿からしい」と言いつつも、笑顔を作って入場客のフォローを始めた。天使は気持ちの切り替えが早い。

「ライブカメラを切れればいいのにな」

　ライブカメラとは園内の様子を映すカメラのことだ。そんなライブカメラはユーロランド内に数十カ所もあるらしい。

「政府との契けい約やくらしいわよ。常にユーロランドのライブ映像を送らなければならない。監かん視ししてるってことね。電源も勝手に切れない。映像を止めるには、ユーロランドの全すべての電源を強制シャットダウンするしかないから」

　奈な々なが言った。政府も天使たちを完全に信用していないのだ。ああして、天使たちの巣そう窟くつを監視している。

　遼りよう一いちは自動販売機の上に設置されたカメラを見た。カメラはベンチに座って語り合う男女の姿を映している。天使たちは、そんな平へい穏おんな映像を常に送る必要があるのだ。

「奈々たちにとっては嫌いやな気分だな」

「でもね、悪いことばかりじゃないわ。インターネットでも見られるライブカメラがあるから、その前に立って手を振ったりするの」

「どういうことだ？」

「だって、もしかしたら気づいてくれるかもしれないじゃない。美み穂ほはパソコンを持ってるし、ついでに君だって……」

　顔を赤らめた奈々は視線を逸そらした。

「……美穂は、やっぱり中にいるのかなあ」

　奈々が心配げにつぶやいた。

「たぶん。でも、携けい帯たいも通じない。もしかしたら外に出てるかも」

　美み穂ほの居場所は判明していない。できるだけ早く保ほ護ごしたかったが、この調子ではいつになるかわからない。

　それでも、リサたちは堅けん実じつに入場客を取り返し、徐じよ々じよに動けるスペースを確保していった。

　リサたち戦せん闘とう員いんの連れん携けいもよくなってきた。四人はサインを交わしながら効率よく入場客の確保をしている。また、彼女たちのフォローをする奈な々なたちも、敵てき襲しゆうを警けい戒かいしたりと後方支援をしている。それらの姿は、入場客にサービスをしているスタッフの姿にしか見えなかった。戦いは水面下で静かに行われている。

　そして、ついに一つ目のアトラクションに到達した。

「ホラーハウスに並んでいるお客様は私がやります」

　リサがアトラクションの入場列に向かう。アトラクションはホラーハウスという、ゴンドラに乗るタイプのお化け屋や敷しきだった。並んでいる客層は、やはり男女のペアが多い。

　リサが入場列の人間にマークをつけている間、ジェシカなど三人がホラーハウス周囲を警戒して奇襲に備える。遼りよう一いちと奈々は、ホラーハウスから出てきた客を野外ステージへと誘ゆう導どうする。

「そろそろですね」

　ホラーハウスの中を調べ終えたリサが言った。

「……チェスト攻略を行いましょう」

　ついにチェスト解かい錠じようのゲームが行われる。

　しかし、指名されたのはもうひとつのチームだった。新人天使の三人で構成されたチェスト攻略チーム。遼一たちは待たい機き。

「順番に行きましょう」

　不満げなキサラギに、リサが言った。キサラギは自分の置かれた状じよう況きように焦じれているようだった。姫のＳＰとして自分の手で助けだしたいのだろう。

　指名された三人の天使が、ホラーハウスの入場列に並んで入っていく。入場口は一般と同じようだ。

「安心してチェスト解錠に専念してください」

　リサが中に入る三人に声をかけた。戦闘員の四人が異常に周囲を警戒している。

「気をつけてください。チェスト攻略中が一番相手から攻こう撃げきされる確率が高いですから」

　リサがこちらを見た。

「なんでチェスト攻略中なの？」

　奈々が聞いた。

「チェスト攻略中に、アトラクションを停止されたり乱入されると、ゲームが強制終了し失敗になるのです。ペナルティを受け、その三人はゲームオーバーとなります。ですから、敵からすると攻撃のチャンスなのです」

　ゲーム中のプレイヤーは無む防ぼう備びだということだ。

「強制終了の場合……確実に死ぬ」

　ぽつりと言ったのはキサラギだった。

「そんなに危険なのか？」

　遼りよう一いちはどきりとした。そこまで危険なゲームだというのか。

「ホリーチェストの作動と設定をできるのは、中央広場の防ぼう衛えいシステムだけ。そこで、期間や細かいルール、そして危険度などを設定できる。相手の立場からすると、当然ゲームの危険度はマックスなはずだよね」

　キサラギはちらりと遼一を見た。

「いちいちプレッシャーをかける必要はないでしょ」

　キサラギに食ってかかったのは奈な々なだった。

「この程度がプレッシャー？　本番はもっとプレッシャーがかかるわ。言っておくけど、私は足を引っ張られて死ぬのはごめんよ。ホリーチェストは連帯責任なの」

「それは私も同じ意見だわ。思いだしなさいよ。この前のトライアルで、最終的に勝ち残ったのは誰だれだった？」

　奈々がキサラギを睨にらんでいる。

「特に人間は私たちより全すべての面で劣おとっている。果たしてチェストの一つも開けられるかどうか……」

「やるべきことはやるさ。俺は最さい善ぜんを尽くす」

　遼一はキサラギの視線に応こたえた。

「最善を尽くす……ね」

　キサラギは首をすくめた。

「静かに。ホリーチェストが始まりました。終わるまで、敵をアトラクションに近づけては駄だ目めです。見張っていてください」

　リサの言葉に、遼一たちは周囲を見回した。

　実際に敵が襲おそってくる可能性はある。こちらは相手の動きがわからないが、あちらは全ての動きを把は握あくしている。戦いで一番重要なのは、火力でも人員でもなく情報なのだ。

　アトラクションには笑顔を浮かべる男女が並んでいる。そんな中、遼一は恐怖で汗をびっしょりとかいていた。見えない恐怖。こちらからは見えないが相手は見えている。そんなプレッシャーに体が動かない。

　奈々が武器の入ったウサギのぬいぐるみを手に持っているのが見えた。奇き襲しゆうがあった場合、奈々も戦わざるを得ない。

「私のそばから離はなれちゃ駄目」

　奈々が周囲を警けい戒かいしながら言った。

　遼りよう一いちも汗を拭ぬぐって周囲を監かん視しした。すぐ近くに悠ゆう然ぜんと回っている観かん覧らん車しやが見えた。観覧車は隣となりのエリアなのだ。遼一たちが奪だつ還かんしなければいけないエリアにある。奈な々なと一緒に眺ながめたときと違い、異常なまでの圧あつ迫ぱく感を感じた。

　ホラーハウスのとんがった屋根の上にあるカボチャのモニュメントがクルクルと回っている。ゲームが行われているという意味らしい。

　──早く終われ。遼一はモニュメントを見ながら願った。

　リサたち四人の戦せん闘とう員いんは、ホラーハウスを囲むように立ちながらアイコンタクトを取っている。敵てき襲しゆうに備えていた。

　そんな周囲を歩く人々の姿が見えた。まだ敵のマーキングを解といていない人間たちだった。彼らはゆったりとホラーハウスを周回するように歩いている。テンプテーションにより、知らずに行動を操作されているのだ。

　あの人々の中に敵が潜ひそみこちらを窺うかがっているはずだった。敵はいつどこから奇襲をかけてくるかわからない。

　遼一は警けい戒かいしているリサたちを見て思った。少なすぎる。確実に守るためには、もっと人数を増やすべきだった。

　自分たちがチェストを攻略するときもこうなのだろうか。これほどに危うい状じよう態たいでゲームを行わねばならないのか。そんな現実に遼一はただ硬こう直ちよくした。

　もしも徒と党とうを組まれて襲おそわれたら、エリアを守る術すべはない。遼一たちは退たい却きやくし、ゲーム中の三人の天使はゲームオーバーとなる。敵サイドは数人でいいのだ。強引にアトラクションに突入すればいい。

　あまりに危険な現実に、遼一はびっしょりと汗をかいた。安全だと思っていた非戦闘員の無む防ぼう備びさ。全すべてが疑わしく感じる。どこに敵が潜んでいるのかわからない……。

「落ち着いて遼一。私の鼓こ動どうまで乱れる」

　ウサギのぬいぐるみを握にぎった奈々がこちらを見た。

「わかってる」

　遼一はうなずきつつも、鼓動を抑おさえることができなかった。

「大丈夫。私がいるから安心して……」

　そのとき、奈々の表情が強こわばった。

　道の先から悠ゆう然ぜんと歩いてくる集団があった。カラフルなコスチュームに身を包んだ女性たちが近づいてくる。

　あの先は敵の掌しよう握あくするエリアだ。そんな場所を突っ切ってこちらに向かってくるスタッフは、明らかに敵だった。クーデターサイドの天使たちだ。

　人数は十数人。スタッフ用の微笑ほほえみを浮かべてこちらに歩いてくる。

　敵のマークのついた人々の中を悠然と歩いてくる。真夏の空間の中、そこだけ空気が違った。冷たい風を感じた。全身の汗が一いつ瞬しゆんにして冷えた。

　ホラーハウスを振り返る。まだカボチャのモニュメントは回り続けていた。

「リサ、敵が！」

　奈な々なが叫んだが、リサはホラーハウスの前から視線を向けているだけだった。

「敵ではありません。こちら側の天使ですね」

　リサが言った。

「でも、敵の掌しよう握あくするエリアを突っ切ってきたのよ。どう考えても……」

　奈々が言葉を止めた。十数人の女性たちがホラーハウスの前に到達した。

「久しぶりね、リサ」

　その中のひとりがリサに笑顔を向けた。

「東京の別地区の天使たちです」

　リサが彼女たちを紹介した。東京はいくつかの地区に分けられて管かん轄かつされているらしい。

「……東京のエリートたちが本格的に作戦に参入するってことね」

　キサラギが彼女たちに視線を向けながらつぶやいた。

　普段は東京を守っている天使たちが、ユーロランドを突っ切ってここまで来たのだ。遼りよう一いちの目から見ても、彼女たちはなんだか光って見えた。ランドの新人天使たちとはオーラが違う。

「これで流れが変わるでしょう。──チェストも開いたようですよ。小鳥は入っていなかったようですがね」

　カボチャのモニュメントの回転は止まっていた。チェスト解かい錠じようの成功。それにより、ホラーハウス周辺のデータ送信もストップされた。一マス奪だつ還かんしたことになった。

　この時点で、天使サイドとクーデターサイドの力関係が大きく傾かたむいた。

　東京の天使の参入により、ランド奪還が急展開することになった。







「……現在、東京でクーデター側との交こう渉しようが進んでおりますが、要求受け入れの妥だ協きようはありません。ただの時間稼かせぎです。ですから、ユーロランドの入場客奪還が最さい優ゆう先せん課題となりました。交戦において死者の許きよ容よう人数は百人以内だと」

　本部で、先ほどランドに入ってきた東京の天使が報告をしている。

「百人以内？　千人程度だったら、大きな事故を捏ねつ造ぞうすればいいじゃない。……まあいいわ。とにかく、あなたたちは確実に仕事をすること。……東京と同じよ」

　戦況が好転したはずだったが、本部のお姉ねえ様の声は妙に不ふ機き嫌げんだった。

　報告をした天使が出ていったあと、お姉様がリサを呼んだ。

「……リサも積極的に前線に出なさい。もうここが急きゆう襲しゆうされる恐れはないわ。それより、東京中地区の天使で問題を解決するのよ。Ａ級ターゲットのミズホも、あなたが殺しなさい」

「お任まかせください」

　リサが胸に手を添そえちょこんと膝ひざを曲げた。

　遼りよう一いちは入場客を誘ゆう導どうしながら、ちらりと本部の中を見た。大きなテーブルの上にはユーロランドのマップがあり、その上にチェスのポーンの駒こまが並べられている。状じよう況きようをまとめているようだ。ポーンの駒は天使たちを表現しているのだろう。今のところ、ランドのエリアはバグを表現する黒いポーンによって大半が支配されている。

　また、テーブルの向こう側にお姉ねえ様の姿が見えた。椅い子すに座る彼女の横には、長ちよう髪はつの男性がおり彼女の髪や手を撫なでている。

「……あの男は天使じゃないよな」

「あまり、じろじろ見られては困ります」

　いつの間にかリサがそばにおり、遼一と奈な々なは体をびくりと硬こう直ちよくさせた。

「あの男性は、お姉様のペット……恋人のひとりでしてね、普段は部屋に十数人の人間の恋人がいるのですが、こんな状況でもあり、一番お気に入りの恋人だけを連れてきたのです」

「それより、リサの気配を感じなかったんだけど」

　奈々が驚いている。

「この周辺には、天使たちがマーキングした人間が沢たく山さんいますので、その匂においで混乱してしまうのでしょう」

　野外ステージを見ると、いつの間にか沢山の人々が集まっていた。天使たちに保ほ護ごされた人間の数は数百人に達している。

　彼らは単調なステージのイベントを楽しんでいる。表向き平和な風景だが、よく観察すると違い和わ感がある。着ぐるみが踊おどるだけの単調なイベントをずっと楽しんでいるのだ。心の奥おくに、テンプテーション能力の介入がある証しよう拠こだった。

　それでも、ここにいれば突発的な戦せん闘とうに巻き込まれることなく安全なのだ。

　現在、前線では東京の天使たちを中心に対応している。彼女たちはこうした戦い方に慣れていた。東京でバグとの激しい戦いを経験しているからだろう。

　遼一はふと思った。東京の戦いもこうなのか？　バグたちは東京の人間を利用して天使たちと戦う。東京の住人は危険と隣となり合わせなのだ。

「それでは前線に戻りましょう。そろそろあなた方の出番ですよ」

　遼一は大きく息を吸い込んだ。そうだ、自分の仕事は人間の保護ではない。本当の役目は、アトラクションに乗ることなのだ。

「チェストの解かい錠じようをお願いします。アトラクションは大だい観かん覧らん車しやです」







　pm 1:55




「……ここは大丈夫。周囲の人間は私がマーキングしてるから」

　遼りよう一いちの前にはジェシカが立っている。いつもの笑みを浮かべたようなジェシカの表情はなく、鋭い視線で周囲を見回している。

　遼一たちが来た場所は、ユーロランドの大だい観かん覧らん車しやだった。以前に奈な々なと乗った乗り物だ。しかし、今はそんな感傷の入る余地はない。

　遼一の脇では、奈々とキサラギが観覧車をじっと見つめていた。

　この観覧車にチェストが設定されている。そして、そのチェストを解かい錠じようしなければいけないのは遼一たち三人なのだ。

「落ち着いてやれば、きっと大丈夫だよ」

　観覧車を見上げる遼一に、ジェシカが耳打ちした。

「……ジェシカは大丈夫なのか？　怪け我がとかはしてない？」

　しばらく広場で入場客の整理をしていたので、ジェシカの状じよう態たいがわからなかった。

「私は問題ないよ。自分で言っちゃうけど、結構優ゆう秀しゆうな天使だからね」

　ジェシカはオレンジ色のサンバイザーをいじりながら言った。この炎天下で、常に緊張しながら入場客とエリアの奪だつ還かんをせねばならないのだ。疲労もたまっているはずだ。

「チェスト解錠中にエリアを奪うばい返されたら、私たちは死ぬから、ね」

　キサラギがちらっとジェシカを見た。

「観覧車の周囲十メートル以内は安全だよ。私たちが完全に管理してる。周辺にいる人間も私たちがマーキングしているから」

　観覧車の周辺には沢たく山さんの客の姿がある。観覧車に乗るために並んだりベンチに座ったりと、いつものレジャーランドの風景だ。表情も行動にも違い和わ感はなかった。本当にテンプテーション能力を使いマーキングしているのか。

　ただ、しばらく客の姿を見ているうちに違和感に気づいた。彼らは観覧車の周辺から離はなれようとはしない。歩き回っている姿もあるのだが、ゆっくりと同じ場所を周回している。本人たちは自分の行動のおかしさに気づいていない状態なのだ。

「それに、私だけじゃなく東京の天使たちもいるから安心して」

　彼女たちの参入でランド奪還が本格化したのは確かだった。スローペースだった戦いのシフトチェンジが行われた。

「私たちは、チェストのことだけを考えるべきだわ」

　厳しい表情の奈々が言った。確かに他ほかの心配をする余裕はない。自分の生き残りだけで精一杯な状じよう況きようなのだ。果たしてこの観覧車で行うゲームとは？

「……それでは、遼りよう一いちさんもいるので簡単に説明をします」

　歩み寄ってきたリサが口を開く。

「ホリーチェストとは、このようにアトラクションを利用してゲームを行うシステムです。アトラクションごとにチェストが設定されており、ゲームクリアすることによってチェストが開くことになります。チェストはゲームをすることでしか解かい錠じようできません。アンフェアな行動で解錠しようとすると、チェストの中身が破は壊かいされてしまいます」

　回る巨大な観かん覧らん車しや。遠くからではほとんど動きが止まって見えたが、その足下に立つと意外に速く回っていることがわかる。

「どんなテストが出るか、全まつたくわからないの？」

　奈な々なが聞いた。

「内容は全くわかりません。チェスト解錠スタートで、ゲームのガイドから指示が出ます。そのガイドは人工知能なのです。ホリーチェストのシステムを管理する人工知能は、外部からの接せつ触しよくや介入を許しません。ゲーム内容を知ることも不可能です」

「失敗したらどうなるの？」

「ゲームの危険度は確実にマックス設定です。つまり……最悪の結果を考えていてください」

　遼一は呼吸を落ち着けた。考えても仕方ない。やるしかないのだ。時間的にもチェスト解錠を先さき延のばしにすることはできなかった。

「私がやったトライアルみたいな感じ？　例えば戦う必要は？」

　奈々がリサに質問を続けている。

「戦せん闘とうなどは……可能性は低いでしょう。このホリーチェストは、もともと天使の研修における最終試験でした。天使に求められているのは理性と知性です。チェスト解錠のキーは、肉体フイジカルより論理ロジカルなのです」

　──宝箱は論ろん理り的に開く。

「それでは、お好きなタイミングでどうぞ。あの入場ゲートを三人がくぐった時点で、ガイドの説明が始まります。ガイドに従い、正規な手順を踏ふんでチェストの解錠をお願いします。チェストに小鳥が入っていれば、ホリーチェストはその時点で終了ですから」

　観覧車乗り場の前にある入場ゲートが見えた。あそこをくぐった時点で、ゲームがスタートする。しかし、観覧車で何をすることになるのだ？

「私は、別のエリアの奪だつ還かんと守備に行かねばなりません。チェスト解錠を信じてますよ」

　リサはにこりと微笑ほほえみ、歩き去っていった。

　残された遼一は、奈々と視線を交わした。

「やるしかないわ。下らないことに巻き込まれたけど、ゲームをクリアさえすれば生き残れる」

　奈々は冷れい静せいな表情をしている。

「下らないこと？　これは私たち天使にとって重大なことよ」

　キサラギが奈な々なを睨にらむ。

「あんたたち天使にとってでしょ。私には関係ないことだわ」

「あなたも天使の端はしくれでしょ？　私たちの存在意い義ぎを守るために働くべき。与えられた命題をこなすのが天使の役目よ」

「私には関係ないわ。私が心配してるのは自分の命だけ」

　奈々はきっぱりと言った。

「それにしては、この人間をずいぶん気にしてるじゃない」

　キサラギは遼りよう一いちを見た。

「当然よ。だって、彼が死んだら私も死ぬ可能性があるのだから。……助言しておくけど、天使の存在意義とか役目だとかは雑音よ。思考と判断力を鈍にぶらせるノイズでしかない」

「やめろって。俺たちはチームなんだ。チェストは三人で協力して開ける」

　遼一は奈々とキサラギの間に割って入った。

「……人間が指図しないでよ。私たちに守られてるだけの存在でしょ。私たちは、あなたたちを守るために血を流している。ただぼんやりと生きてるだけじゃない。か弱い生物」

　キサラギは観かん覧らん車しや周辺の客を横目に言った。

「ゲームが終わってから言いなさいよ。下らない思考だわ」

　奈々がキサラギを睨んでいる。

「これが最後になるかもしれないからね。出来損ないの天使と人間に自分の運命を託たくさなきゃいけない。特に人間はいざというときに思考停止する。観覧車のカゴの中で震ふるえて、戦うことを放ほう棄きする。そして、私たちを殺す」

　キサラギが遼一を指さす。

「そんなこと言う必要ないでしょ。あんたはカードが配られてから文句を言うわけ？　だったら、初めに断ればいいじゃない」

「私は天使の一員としてどんな命令でも受ける。でも、人間に殺されるなんてまっぴら。どうせ死ぬなら、有ゆう意い義ぎに散りたいの。だから言っておくわ。どうせ失敗するなら、あなただけが死んで。そうしたら、私はエリア奪だつ還かんの戦せん闘とう員いんに回るから」

　ホリーチェストは三人グループで行う。一人欠けたら続行は不可能なのだ。再編成もできない。

「もしもゲームに失敗するにしても、一人が死んですむルールだったら犠ぎ牲せいになって。人間って自己犠牲の精神が好きなのよね……」

　キサラギがじっと遼一を見ている。

「うるさい、この状じよう況きようで馬ば鹿かなことを言わないで。私たちはゲームの成功を目指している。あんたの言葉は混乱させてるだけよ」

　奈な々ながキサラギに詰め寄った。

「論ろん理り的に言ってるのよ」

「負け犬の論理ね。もう負けることを考えている。そんなやつは勝てはしないわ」

「私は、全すべての状じよう況きようを考えているだけ」

「やめて！」

　叫んだのはジェシカだった。

「君たちのチームは、確かに人間や、奈々のような宿主を食べていない天使もいる。そんなバラバラのチーム。でもね、今は同じ方向に歩かなきゃいけない。目的地は違っても、今は同じ道を歩かなきゃいけないの。……やるしかないよ」

　ジェシカの言葉にキサラギは首をすくめた。

「私も自分のやるべきことをやる。ゲームの間はこのエリアを責任持って守ってあげる。だからゲートに行って。そして、チェストを開けて無事に戻ってきてほしい」

　ジェシカは観かん覧らん車しやのカゴを指さした。一つだけ真っ黒にペイントされたカゴがある。

「……チェストは開けるわ。開ければいいんでしょ」

　奈々が言った。あの黒いカゴが観覧車に設定されたチェストなのだ。チェストの中に姫が入っていなくても、防ぼう衛えいシステムへのデータ送信は停止できる。

「そう、開ければいいのよ」

　キサラギがゲートへと歩いていく。

「……遼りよう一いち君、必ず戻ってきてね」

　遼一は、小さく手を振るジェシカにうなずいた。

　観覧車では、十数人が列を作って並んでいる。ジェシカにマーキングされた人々だったが、全まつたく表向きに変化はない。本人にも気づかれない程度に、行動操作をしているのだ。

　キサラギと奈々は、グッズを入れていたカゴを花か壇だんに放り投げてからゲートへと進む。生死をかけたゲームが始まってしまう。

「行こう、遼一」

　奈々が遼一の手を握にぎった。

　キサラギに続いて、遼一は奈々と共に白くカラーリングされたアーチ状のゲートをくぐる。

『……ホリーチェストへようこそ』

　ゲート脇のビジョンに何かのキャラクターが映った。

「スプラッチだわ」

　奈々が足を止めてビジョンを見た。

『皆さんホリーチェスト初挑ちよう戦せんですね。がんばってください』

　黒いスプラッチがビジョンの中から手を振っている。

「他ほかの入場客に見られてもいいように、ホリーチェストのガイドはユーロランドのキャラクターがやることになっている。それも、一番マイナーなキャラでね」

　キサラギの言葉に、奈な々なが少しだけむっとした表情をした。

『ホリーチェスト・ナンバーキーバージョンのご案内でーす。プレイヤーはそれぞれひとりずつカゴに乗っていただきます』

　遼りよう一いちは奈々と視線を合わせた。バラバラにカゴに乗ってゲームを行うのだ。

『観かん覧らん車しやを見てください。マジックミラーのカゴが三つありますね。それにひとりずつ順に乗っていただきます。その後、スピーカーから案内が流れます。それではどうぞっ。……ユーロランドの大観覧車・ビッグコスモスへようこそ。最高点地上八十八メートルの眺ちよう望ぼうは……』

　ビジョンは通常の案内に切り替わった。

「次の説明は観覧車に乗ってから、ってことね」

　キサラギが搭とう乗じよう口ぐちへと進む。入場客の並んだ列から外はずれて進み、スタッフの女性にフリーパスを提てい示じした。スタッフの女性は人間のようだった。

　搭乗口に、次々とカゴが流れるように入ってくる。ちょうど大きなカゴが下りてきて、家族連れが乗ったところだった。

「マジックミラー張りのカゴは三つ、等とう間かん隔かくに配置されている。カゴの総数は五十一個。一周は約二十分」

　キサラギが説明した。

「等間隔に観覧車に乗り込んでのゲーム、か。マジックミラーの意味は？　外から見えない状じよう況きようが関係するのかしら」

　奈々が考え込んでいる。

「それより重要なことがある。それは乗り込む順番。順番も関係があるかもしれない」

　キサラギの言葉に、三人は視線を合わせる。乗り込む順番はどうするべきか。

　横を見ると、マジックミラー張りのカゴがちょうど流れてきたところだった。スタッフがこちらを見て目配せをしている。

「……スルーするわ。乗り込むタイミングは指定されていない。次のカゴから乗り込む。次にマジックミラー張りのカゴが来るのが……約七分後といったところね」

　奈々が言い、マジックミラー張りのカゴを見送った。

「私は……二番目か三番目がいい」

　キサラギが自分の順番を指定した。そんなキサラギに、呆あきれたような視線を向けたのは奈々だった。

「そんなに私たちを警けい戒かいしているの？」

　少し考え、奈々の言葉の意味がわかった。キサラギは、奈々と遼一をふたりきりにする時間をなくしたいのだ。キサラギが最初に乗り込むと、当然奈々と遼一が残り、その時間を利用して密みつ談だんができてしまうと。

「……人間は臆おく病びようだからね。できればあなたが最初に乗ってほしい」

　キサラギが遼りよう一いちを指さした。

　遼一はしばらく沈ちん黙もくした。気分的に最初に乗り込むのは不安があった。

「私が最初に乗る」

　奈な々なが言った。

「私、キサラギ、遼一の順番でいい。キサラギの二番目は妥だ協きようするわ。だったら、一番は私」

「……わかった。それでいいけど、ね」

　キサラギがちらっと遼一を見た。

「最後になったからって、逃げることはない」

「そういうのって、理り屈くつじゃないんでしょ。人間は感情的じゃない。恐れにパニックを起こす」

「だから、やめなさいよ。あんたは混乱させたいの？」

　奈々がキサラギの胸ぐらをつかんだ。

「やめろ。もうスタート寸前だろ。俺はやるべきことはやる。パニックなんか起こさない」

　遼一はふたりを引きはがした。

「そう願うよ。人間に自分の運命を握にぎられるのは、懲ちよう罰ばつだと思って受け入れる」

　キサラギは皮肉げに笑うと、観かん覧らん車しやの支柱に寄より掛かかった。

　キサラギを睨にらんでいた奈々が、遼一に向き直った。

「……落ち着いてね」

「俺は落ち着いてるよ」

「噓うそよ。遼一の混乱がわかるもの」

　奈々は遼一の左胸に手を添そえた。

「心しん臓ぞうが乱れるのはしょうがないわ。でも、きっと大丈夫。だって、プログラムでもトライアルでも、君は私を助けてくれた。今回も遼一は私を助けてくれる」

「なあ、奈々。もしも俺が失敗した場合。それで俺だけがペナルティを受けた場合、俺を食える状じよう況きようだったらすぐに──」

「考えないで。失敗のことは考えちゃ駄だ目め。私たちは必ず成功する」

「わかった」

　遼一はうなずいた。奈々と話して、呼吸も鼓こ動どうも落ち着くのがわかった。

　マジックミラー張りのカゴが、ゆっくりと降下してくるのが見えた。七分は意外に短い。

「……じゃあ行かなきゃ」

　奈々が乗り場へと進んだ。キサラギも近寄ってくる。

　カゴの扉が開き、スタッフが奈々を誘ゆう導どうする。奈々はカゴに入る前に遼一を見た。

「地上で会おうね」

　奈な々なはそう言い、カゴの中に乗り込んだ。

　奈々を乗せたカゴは、真まっ青さおな空へと上っていった。

　マジックミラー張りなので、こちらからはカゴの中が見えない。強きよう烈れつな不安を感じた。あの中で何が起こるのか……。

「次は私。そして、最後にあなたよ」

　キサラギは静かに自分が乗り込むカゴを待っている。

「……必ず解放します」

　キサラギが胸に手を当ててつぶやいた。たぶん、囚とらわれの姫君に向けての言葉だろう。

　奈々がカゴに乗り込んでから約七分後、ふたつ目のマジックミラー張りのカゴが降下してきた。

「私は行くから」

　キサラギが乗り場のウエイトゾーンに進む。カゴの扉が開いた。

「なあ、キサラギ」

「え？」

　カゴに乗り込もうとしていたキサラギが振り向いた。

「……あまり人間を舐なめるなよ」

　遼りよう一いちの言葉に、キサラギは小さく笑ってからカゴの中に入った。

　扉が閉まり、キサラギを乗せたカゴが上昇する。

　遼一はひとり待たい機きをした。次のマジックミラー張りのカゴを待つ。遼一が入った時点で、正式にゲームがスタートするのだ。

　こんなときだけ、待ち時間はとても短く感じる。

　遼一の乗るべきマジックミラー張りのカゴが降下してきた。

　まるで、観かん覧らん車しやは人々を閉じこめる監かん獄ごくのように見えた。残ざん酷こくに回転し続ける観覧車だった。

　ウエイトゾーンで待つ遼一の前に、カゴが滑すべりこむように近づいてくる。遼一は息を大きく吸い込むと、開いた扉の中に乗り込んだ。

　遼一を乗せたカゴは、グラッと一回揺れてから上昇を始めた。

[image: ]

[image: ]




　　　　＊




　密みつ室しつだった。

　宙に浮かぶ密室。定員二名の狭いスペースで、扉は堅かたくロックがかかっていた。遼りよう一いちは空中で閉じこめられたことになる。外の景色ははっきりと見えたが、マジックミラー張りのため、外からこちらが見えることはない。完全な隔かく離りスペースとなっていた。

『……ユーロランドの大だい観かん覧らん車しや・ビッグコスモスにようこそ。約二十分の空の旅をお楽しみください……』

　室内のスピーカーから音楽とアナウンスが流れている。

『……皆さんカゴに乗り込んだようですね。ホリーチェストの準備が整いました』

　音楽が止まり、不意に人工音声に変わった。

　遼りよう一いちは息苦しさを必死に耐たえていた。この観覧車という密みつ室しつは恐怖だった。この狭いスペースが精神を蝕むしばむ。夜に奈な々なと乗ったときはあんなにも広く感じたスペースが強きよう烈れつに狭く感じる。

『まず、一周する間にゲームの説明をいたします。ちなみに、このガイドアナウンスは、三つのカゴに同じタイミングで流れています』

　そう前置きしてガイドが続けた。

『この状じよう況きようの説明からいたしましょう。この観覧車のカゴは宇宙船です。そして、三つの宇宙船があることになります』

　宇宙船？　そんな設定だということだろうか。遼一と奈々とキサラギを乗せた、三つの宇宙船が宇宙を漂ただよっている。

『……あなたたちはある理由があって、地球から宇宙船に乗って脱出したのです。地球から脱出する人間を乗せた宇宙船、というシチュエーションです。現在まで三つの宇宙船は、新天地を求めて順調に航海を続けていました』

　空に浮かぶ観覧車のカゴは、宇宙船というイメージが合うようにも思えた。ふわふわと宇宙を漂う観覧車のカゴ。

　遼一は窓から外を見た。ここから二つのマジックミラー張りのカゴが確かく認にんできる。しかし、その中を見ることはできない。すぐ隣となりのカゴでは、景色を見ながらはしゃぐカップルの姿があった。

『しかし、トラブルが起こりました。宇宙船に人間以外の何ものかが潜ひそんでいたのです。実は、それは地球で繁はん殖しよくした生命体だったのです。人間たちが地球を捨てて脱出したのも、それが理由だったのです』

　密室ともいうべき宇宙船でのトラブル。

『生命体は、宇宙船の外がい壁へきにしがみつき、様々なシステムを破は壊かいしていきました。そして、宇宙船の通信機き能のうも破壊され、三つの宇宙船の交信は途絶えてしまいました』

　このままでは、宇宙船は破壊されてしまう……。

『安心してください。その生命体への武器があるのです。ただし、武器の使用に当たっての問題点もありました……』

　ガイドの説明はこうだった。

　その生命体は数種類がいる。そして、宇宙に出ることのできるのは二種類。要するに、各宇宙船にはその二種類のどちらかの生命体がしがみついていることになる。

　生命体には赤と青のモンスターがいる。どちらを殺すための武器も持っている。

　ただし、問題があった。使う武器を間違えると大変なことになってしまうのだ。

　赤いモンスターには赤い武器。青いモンスターには青い武器。そう使えば、問題なく殺せる。

『……外を見てください。赤いモンスターが見えますね。そうです、宇宙船の下に、赤か青のモンスターがぶら下がっているのです』

　遼りよう一いちは窓の外を見た。

　カゴに異変があった。奈な々なとキサラギが乗っているカゴの下に、いつの間にか妙なモニュメントがぶら下がっていた。

　現在最高点に達したばかりのキサラギのカゴ。その下に、赤いカラーのボールのようなものがぶら下がっていた。あれがモンスターのイメージだ。

　そして奈々のカゴ。下っている奈々のカゴは、遼一のカゴとほぼ同じ高さにあった。奈々のカゴの下には──赤いモンスター。

『赤いモンスターは、対処法を間違えると爆ばく発はつして宇宙船の機体に穴をあけてしまいます。ですから、ワクチンを打ち込み弱らせるのです』

　奈々とキサラギは赤いワクチンを使えばいいということだ。

『青いモンスターには、青いミサイルで攻こう撃げきするのです。それで殺すことができるのです』

　トラブルは解決できる。シンプルな問題解決方法があるのだ。

『ただし、赤いモンスターにミサイルを撃うち込むと爆発します。そして、青いモンスターにワクチンを打ち込むとさらに凶暴になって宇宙船を破は壊かいするでしょう。要するに、間違った対処をした時点で宇宙船は破壊されてしまいます』

　遼一は嫌いやな予感がした。徐じよ々じよにこのゲームの内容がわかってきた。

『武器は自分の宇宙船のモンスターにしか使えないのです。そして、自分の宇宙船にどちらのモンスターがいるのかわからない状じよう況きようなのです。本来なら、他ほかの宇宙船と交信をしてお互いに教え合うことができるのですが、交信システムが破壊された今、その方法は使えません』

　遼一はどきりとした。そうだ、このカゴにもモンスターがぶら下がっているのだ。遼一の宇宙船に潜ひそんでいるモンスターはどちらの色だ？

『ただし、武器を使わないわけにはいきません。この間にも、モンスターは宇宙船を壊こわし続けています。……宇宙船の中にいるあなたは武器を使う決断をするしかないのです』

　遼一はカゴの窓まど枠わくにある二つのボタンに気づいた。赤と青のカラーの二つのボタン。宇宙船を守るには、どっちの武器を使えばいいのか……。

『ゲームのルールを説明します。武器を使うチャンスは、ゲームがスタートしてから観かん覧らん車しやが三周する間です。観覧車のカゴが最高点に到達した瞬しゆん間かんに武器を使うことができます。要するに、武器を使うタイミングは三回あることになります』

　ガイドは淡々と説明を続ける。回り続ける観かん覧らん車しやと同じく、プレイヤーの意思が介入する隙すきがない。強制的な回転。

『間違ったボタンを押した場合の説明をします。ひとりでも間違ったボタンを押した場合、全すべてのカゴに致ち死し性の毒ガスが噴ふん射しやされます。大だい爆ばく発はつを起こした宇宙船の爆風が他ほかの宇宙船を巻き込んでしまうのです……』

　遼りよう一いちはガイドの声を最後まで聞き取れなかった。

　観覧車のカゴを開けようとしたが、堅かたくロックがかかっている。強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感と息苦しさを感じて頭がフラフラとした。ペナルティが毒ガスだと？

『基本的に毒ガスは、三周回って下の乗降ポイントに到達した瞬しゆん間かんに噴射されます。死体は閉園後に回収されることになります』

　観覧車は死体を乗せたまま回り続けるのだ。

『また、武器を使わなかった場合、そのプレイヤーのカゴだけ毒ガスが噴射されます。正しい武器を使ったプレイヤーは降車をすることができますが、そのチームのホリーチェストの続行は不可能です……』

　遼一は思った。もしも、遼一がボタンを押さずに沈ちん黙もくし、奈な々なとキサラギが正しい選せん択たくをした場合はどうなるだろうかと。

　遼一は毒ガスで死ぬが、奈々は助かる可能性がある。

　……いや、そんなことを考えてはいけない。マイナスのイメージは消去する。勝つことだけを考えるのだ。

　気づくと遼一の全身は汗でびっしょりと濡ぬれていた。なんだか、カゴの中の酸素が薄いような気がする。宇宙船の酸素供きよう給きゆう装そう置ちはどうなっている……。

『武器を使った瞬間にフィルター機き能のうが働き、外が見えなくなります。武器を使ったプレイヤーは自身の選択が正しかったか間違ったのかを知ることはできません。ただし、他の宇宙船の選択の正否はフィルターがかかるまではここから見ることができます』

　三周回っての乗降口で、扉が開くか毒ガスが噴出するかの審しん判ぱんを受けることになるのだ。もしも、奈々やキサラギの失敗を見てしまった場合、その時点でゲームエンドを知ることになる。カゴに乗ったまま死刑執しつ行こうを待たねばならない。

『全ての宇宙船が生き残るためには、それぞれコミュニケーションを取って対処する必要があります……』

　ガイドのメッセージが終わり、音楽が流れ始めた。

　遼一を乗せたカゴは上昇を続ける。眼下に奈々のカゴが見えた。もうすぐ乗降ポイントに到達する。

『さて、ここから個別のガイドが始まります。観覧車のカゴのタイミングが違うので、それぞれ別のガイドが流れるようになっています。……この宇宙船は三号機です』

　三つのカゴそれぞれに違うガイドが流れるのは、それぞれのスタートのタイミングが違うからだろう。しかし、それを丁てい寧ねいに説明するガイドに、遼一は少しだけ違い和わ感を持った。

『一号機がスタート地点に到達しました』

　奈な々なのカゴだ。奈々はあと三周するまでの間に結けつ論ろんを出さねばならない。……いや、ボタンを押すタイミングはカゴが頂点に到達したとき。つまり、結論を出す時間は二周半。

　遼りよう一いちのカゴが観かん覧らん車しやの頂点に到達した。ゲームが始まれば、この地点でボタンを押すことになる。……しかし、どちらを押せばいいのだ？

　外はずれた場合のペナルティもルールも理解した。しかし、肝かん心じんなゲームの解答はわかっていない。何故なぜなら、どうやっても自分の乗ったカゴの下は見ることができないのだから。

　カゴにぶら下がっているのは、赤か青のモンスター。ふたつにひとつ。確率は二分の一。

　五十パーセントは、命を賭かけるにはあまりに残ざん酷こくすぎる数字だ……。

　そんな中、キサラギを乗せたカゴがスタート地点に到達した。そのとき、観覧車の逆サイド、遼一と同じ高さの地点に奈々のカゴがあった。しかし、マジックミラーとなっている奈々のカゴの中は見えない。

「赤だ、奈々は赤だ！」

　遼一は窓を叩たたいて叫んだが、声が届くわけがなかった。

　このゲームは、他ほかのふたりがどうすればいいかはわかるが、自分がどうすればいいかだけわからない。そして、相手にメッセージを送れないというジレンマが存在する。

　情報を整理するとこうなる。
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　赤か青のモンスター。つまり、遼一は青ということだろうか。いや、両方のモンスターが出現する必要性はないのだ。どのカゴも赤の可能性も充分あり得る。

　遼一はここまで考えて再さい確かく認にんした。これは論ろん理り的に解決できない。どちらかのボタンを押す、単なる運試しゲーム。

　そして、生き残る確率は二分の一に見えるが違う。奈々とキサラギと遼一の三人が、その運試しを行うのだ。ゲーム成功の確率は八分の一にまで下がってしまう。

　冷れい酷こくな運試しだ……。

　遼りよう一いちは必死に吐き気をこらえた。冷酷な数字が表現する現実。

　奈な々なとキサラギの色はわかるのだ。それをどうにかして伝えられれば……。しかし、どうやってもその方法は思いつかなかった。

『そろそろ、一号機が頂点に達します。武器を使う選せん択たくができるのです。もしも、武器を使った場合、モンスターを討とう伐ばつできたかどうかわかるようになっています。成功すればモンスターが引っ込みます。失敗した場合はくす玉となっているモンスターのモニュメントが割れます』

　口の中にセンブリのような苦い味が広がった。連帯責任。もしも奈々が判断を誤あやまった場合、キサラギと遼一も死が決定する。

　奈々は自分のカゴの下にどちらのモンスターがいるかわかっているのだろうか。いや、わかるまい。それとも、天使の能力での解決方法があるのか。しかしその場合、天使の能力を使えない遼一に為なす術すべはない。

　奈々を乗せたカゴが頂点に到達した。

　果たして奈々の選択は──？

　カゴは最高点を過ぎて降下を始める。

　奈々の選択は沈ちん黙もく。一回目は沈黙した。どちらの色だかわかっていないのだ。当然だ。自身で知る方法はあり得ない。

　奈々の一回目の選択から約七分後、次のカゴが選択場所に迫っていた。

『続いて、二号機が頂点に達します』

　二番目はキサラギの番だった。

　この膠こう着ちやくした状じよう況きようを打開できる可能性が一番高いのはキサラギだった。キサラギは奈々と違って正式な天使なのだ。遼一や奈々に見えない何かを見ているかもしれない。

　──赤だ、赤を押せ。

　赤いモンスターを、赤いワクチンの武器で撃げき退たいする。そうすれば、とりあえずひとりはクリアすることになるのだ。

　カゴが観かん覧らん車しやの頂点に到達する。キサラギの選択は？

　──沈黙。

　キサラギは武器を使わなかった。やはり、わかっていないのだ。当然だ。自分の色がわかるはずがない。解答を先さき延のばしするのは当然の選択だ。

　キサラギを乗せたカゴはゆっくりと降下を始めた。

　そして、遼一のカゴが頂点へと上昇する。次の解答者は遼一だった。

　遼一は窓まど際ぎわのボタンを見た。赤と青のボタンがある。

　遼一は、カゴの外を見た。沢たく山さんの人間の顔が見える。笑顔を浮かべて景色を眺ながめる入場客たち。マジックミラー張りの二つのカゴを見る。何も異変はない。遼一への合図などは確かく認にんできなかった。

　奈な々なとキサラギは遼りよう一いちのカゴの下に、どちらの色のモンスターがいるのか知っている。それを伝えるいい方法はないのか。

　──それぞれコミュニケーションを取って対処する必要があります。

　ガイドの言葉を思いだした。

　この言葉は噓うそだ。コミュニケーション方法は存在しない。宇宙船の通信機き能のうは破は壊かいされたと、ガイド自身が言ったはずだ。

『もうすぐこの三号機が頂点に達します。武器を使えるのは頂点に達した瞬しゆん間かんの三秒間です。ボタンが光っているうちに押してください』

　ガイドのアナウンスが流れた。

　一周、約二十分の観かん覧らん車しや。……こんなにも早く感じるものなのか。

　落ち着け。やるべきことはわかっているのだ。どちらかのボタンを押すだけだ。勇気を出して、二分の一の確率に賭かけるのだ。

　遼一はボタンに指をかけた。観覧車のカゴが揺ゆれていた。揺れは遼一自身の震ふるえだと気づくのにしばらくかかった。

　自分の命だけじゃないのだ。奈々とキサラギの運命も背負っている。間接的だが、他人を殺すことになってしまう。胃液が逆流しそうだった。苦しい。胸が痛い……。

『武器使用のタイミングは今です』

　ガイドが言った。

　赤と青のボタンが光った。武器使用のタイミング。

　ボタンの光が消えた。遼一は硬こう直ちよくしたままだった。指は動かない。遼一を乗せたカゴは降下を始める……。

　──これでいいのだ。

　解答のチャンスは三回もあるのだ。最初の一回で勝負する馬ば鹿かはいない。奈々もキサラギも待たい機きを選せん択たくしたのだ。遼一も待機すべきだ。この行動は間違っていないはずだ。

　ふと思った。解答のチャンスを三回も与えるのはなんのためだろうか。本来なら一回でいいのではないだろうか。シンプルなシステムなのだ。二分の一に賭けるだけのもの。それとも、プレイヤーに恐怖を与えたいのか。

『あなたは武器使用をしませんでした。残り二周となります』

　もどかしかった。他ほかのふたりのするべき選択がわかっていて伝えられない状じよう況きよう。どうにかしてメッセージを伝えられないものか。

　降下する遼一のカゴ。そして、向こう側では奈々のカゴが上昇してきた。奈々の二回目の解答時間だった。

　なんだか思考する時間がないように思えた。たえず危険が到来する。観覧車のように思考が上手うまく回転しない。

　これだけははっきりとしている。奈な々なは今回も沈ちん黙もくする。当然だ。三回目のラストで答えるべきだ。そのぶん思考する時間が増えるのだから。時間が経たてば、何か状じよう況きようを打開するものが発生するかもしれない。

『一号機が頂点に到達します。二周目の選せん択たくです』

　奈々の選択の時間。奈々はどうするのか。

　待たい機きだ。まだ奈々は決断できないはずだ。

　いや、決断できないのは遼りよう一いち自身だった。奈々の失敗を見た時点で死が決定する。まだ心の準備をする決断ができていない……。

　──奈々は選択した。

『一号機、武器使用』

　全身の血が引くのがわかった。無重力の宇宙空間に放り出されたかのように、視界がぐるぐると回った。

　観かん覧らん車しやの頂点の奈々のカゴ。カゴの下の赤いモンスターが引っ込んでいく……。

『一号機、モンスター撃げき退たいに成功しました』

　奈々は選択に成功した。それよりも、遼一は別のことで驚いていた。

　何故なぜ、奈々は選択したのだ？

　二周目で選択したということは、何か確信があったというのか。

　遼一は額の汗を拭ぬぐった。汗が目に入って視界が滲にじむ。とにかく奈々は正解を選んだのだ。

『一号機は武器を使ったので、マジックミラーにフィルターがかかり、外部の情報が入らないようになります。あとは、毒ガスが噴ふん出しゆつするか、扉が開くかを待つことになります』

　奈々は自分が正解したこともわからないまま、運命の時間を待つのだ。奈々はやるべきことをやり、あとは待機するだけとなった。

　遼一は奈々の正解に安あん堵どしつつも、別の問題を抱えることになった。このゲームの解答方法だ。奈々が二周目で答えを出したということは、確信があったからだ。自分の宇宙船を襲おそっているのが赤いモンスターだとわかったのだ。

　それは何故だ？

　天使の能力は関係ないはずだ。天使の能力で解答を出すのだとしたら、キサラギが一周目で答えているはずだ。

　遼一は観覧車の上部を見る。キサラギのカゴが最上部に向かっている。赤いモンスターを抱えた宇宙船が飛んでいる。

　奈々は解答を出したが、キサラギはどうする？

　なんだか嫌いやな予感がした。キサラギが外はずす予感ではない。たぶんキサラギは当てるのでは？

『二号機が頂点に到達します。二周目の選択です』

　キサラギの行動は？　遼りよう一いちは窓にへばりつくようにして、キサラギのカゴを見つめた。

『二号機、モンスターの撃げき退たいに成功しました』

　赤いモンスターの撃退成功。キサラギは赤い武器を使用し、自らの宇宙船を守りきった。

　キサラギは自らの選せん択たくの正否がわからないまま、外部の情報をシャットダウンされる。しかし遼一ははっきりと見た。奈な々なとキサラギは正しい選択をした。

　……全すべての運命が遼一に託たくされることとなった。

　嫌いやな予感が当たってしまった。遼一だけが解答方法を見つけていないこの状じよう況きよう。

　遼一を乗せたカゴが上昇する。どうすればいい？　奈々とキサラギはどうやって解答を導みちびいたのか。二分の一に賭かけたのか。もうすぐ頂点だ。奈々とキサラギが正解を出した二周目の選択。

　遼一はボタンに指をかけた。奈々とキサラギは当てたのだ。ここでゲーム成功の確率は五十パーセントになっている。赤と青のボタン。二つの選択……。

　自分の宇宙船はどちらの色のモンスターに襲おそわれているのだ？

『三号機が頂点に到達します。二周目の選択です』

　──押せ。どちらかのボタンを押せ。

　ボタンが光った。武器使用の二回目のタイミング。

　行動するしかないのだ。どうせ押さねばならないなら……。

　遼一を乗せたカゴが降下を始めた。だらだらと汗をかいたまま硬こう直ちよくしていた。指は動かなかった。できない。押せなかった。遼一自身の命、そして他ほかのふたりの命がかかっているのだ。

　他人の運命は異常なまでに重く感じた。自身の間抜けな行動で死んでしまう。遼一が殺してしまうのだ。思った。自殺はできても、他人を殺すことはできない。人殺しの罪ざい悪あく感は、体の傷よりも痛みを発する……。

『三号機、残り一周です』

　モンスター撃退のラストチャンス。

　遼一の行動における結末は三つに分かれている。

　ひとつはモンスターを撃退してハッピーエンド。そして、モンスター撃退に失敗してのバッドエンド。撃退に失敗すれば三人とも死ぬ。

　最後は行動をしない選択。宇宙船をモンスターに捧ささげるのだ。戦いを放ほう棄きし沈ちん黙もくする。

　残された二つの宇宙船は、一つ減ったことで長い航海に耐えられないかもしれない。しかし、しばらくは生き延びることができる。運がよければ新天地にたどり着ける。

　沈黙すれば遼一だけが死ぬのだ。その後、奈々とキサラギはカゴから降りる。ただし、奈々は遼一が死んだら死んでしまう可能性があるが、少しぐらい時間に猶ゆう予よがあるはずだ。カゴを破って食べることに成功すれば……。

「……奈々」

　遼りよう一いちは首を振った。最低な思考だった。

　これは戦いの放ほう棄きだ。負けを認めて白旗を揚あげている状じよう態たい。思考と行動の放棄。

　勝ち取らねばならない。そして、もう一度会いたいと思った。こんな状態に立たされないと、相手の大切さがわからない。こんなことになるなら、なんで観かん覧らん車しやに乗る前にもっと言葉を交わさなかったのか。この状態ではメッセージすら送れない……

　……本当にそうだろうか。

　遼一はふと思い当たったことがあった。奈な々なとキサラギからのメッセージはなかったのか。観覧車から外は見えるのだ。奈々とキサラギの行動は目に見えていた。

　ふたりの不自然な行動。示し合わせたように二周目で解答した。一周目は沈ちん黙もくしたのだ。その意味はなんであるのか。

　──チェスト解かい錠じようのキーは、肉体フイジカルより論理ロジカルなのです。

　リサの言葉を思いだした。これは論ろん理り的に解決できる問題であるはずだ。

　遼一は両手で自分の頰ほおをひっぱたいた。やるしかない。カゴの中でガタガタ震ふるえていても解決はしないのだ。たとえ死んでも、最後までやるべきだ。戦いの放棄はしない。

　カゴが最下部の乗降口を通過する。思考の時間は残り約十分。

　奈々とキサラギを乗せたカゴは、運命を待ち回り続けている。すでに解答を終えている。

　遼一はここでひとつの仮定を立てた。奈々とキサラギが一周目で解答しなかったのは、単純に答えがわからなかったからではないか、と。そして、二周目になって解答が出た。

　だとしたら、二周目にどんな情報を得たのだろうか。お互いのカゴに異変はなかった。地上からの情報もあり得ない。では何が？

　誰だれも答えられなかった、程度の情報しかない。そんな情報で解答が導みちびき出されるとは思えない……。

　いや、それがメッセージなのでは？　これじゃあ、答えはわからない。そんなメッセージを、奈々とキサラギは送った。一周目では論理的に解答を導けなかった。そんなメッセージとしての沈黙。

　しかし何故なぜ、二周目で解答を導いたのか。何か違い和わ感がなかったか。遼一は必死に考えた。

　そのとき、ふと思いだしたことがあった。ガイドの言葉。最初のほうで……。

　──ちなみに、このガイドアナウンスは、三つのカゴに同じタイミングで流れています。

　何故、わざわざ断ったのか。その後、カゴのタイミングが違うので、個別のガイドに切り替わった。三つのカゴ共通の説明では、宇宙船の背景説明などがあったはずだ。

　そして、赤と青のモンスターが宇宙船を襲おそっていると。

　いや違う。遼一は、はっとした。

　──外を見てください。赤いモンスターが見えますね。そうです、宇宙船の下に、赤か青のモンスターがぶら下がっているのです。

　ガイドはそう言っていた。三人に同じメッセージを送ったのだ。

　この言葉はおかしくないか？　なんで赤いモンスターが見えますね、と言ったのだ？　モンスターが見えますね、でいいのではないか。

　ただし、矛む盾じゆんはしていない言葉だった。遼りよう一いちは奈な々なとキサラギのカゴの赤いモンスターを見た。遼一の下のモンスターの色はわからないが、奈々とキサラギもお互いの赤いモンスターを見て、その言葉の条件を満たしている。

　三人が最低一体の赤いモンスターを見るという設定で言った言葉。

　なんの問題もない……。

　そのとき、遼一の頭に閃ひらめくものがあった。やはり、奈々とキサラギはメッセージを送っていた。また、遼一自身もメッセージを送り返していたのだ。

　奈々とキサラギは、そのメッセージを受け取り解答を出した。

　遼一の乗ったカゴが高度を上げている。解答の時間が近づく……。

　……この宇宙船を襲おそっているモンスターの色は？

『武器使用のラストチャンスです』

　ボタンが光った。武器使用の最後のチャンス。

　遼一は──赤いボタンを押した。

　この宇宙船を襲っているのは赤いモンスターだ。赤いワクチンの武器で対処する。

『……それではマジックミラーにフィルターがかかります。この解答が正解なら、乗降口で扉のロックが外はずれます。不正解なら……毒ガスが噴ふん出しゆつします』

　窓の景色がふっと消え真っ暗になった。

　暗い密みつ室しつの中、裁さばきのときを待ちながら遼一は降下した。

　果たして宇宙船は新天地に降り立てるのか……。




　　　　＊




　回り続ける観かん覧らん車しや。

　娯ご楽らくの主しゆ導どう権けんを放ほう棄きしたかのように淡々と回り続けている。楽しみ方を作りだすのは乗客自身なのだ。恋人や家族と乗り込み、カゴそれぞれに別々の娯楽が生まれる。隔かく離りされ回り続けるスペースはなんだか、人間ひとりひとりの人生のようで……。

　カゴから出た遼一は、汗を拭ぬぐって観覧車を見上げていた。

「偶ぐう然ぜん？　それとも、解答を出したの？」

　遼一の隣となりには、涼すずしい顔でキサラギが立っている。奈々の姿はまだなかった。

「二分の一に賭かけるほど、人の命は軽くない。人間でも天使でも」

　遼一は言った。それでも、ある程度は賭けだった。

「カゴの中で震ふるえていると思ったけどね」

「……震えてたよ。でも、震えてたって考えることはできる」

「ふーん」

　キサラギは左耳のイヤリングを指で弾はじいている。

「奈な々なのメッセージは受け取った。一周目で解答が出ない状じよう況きようは、全員が赤いモンスターに襲おそわれている、しかないからな」

　──赤いモンスターが見えますね。

　三人ともこの条件を満たすには、必然的に青いモンスターが一体以下となる。

　何故なぜなら、青いモンスターが二体いた場合、誰だれかが青いモンスターしか見られなくなるからだ。例えば、遼りよう一いちとキサラギのカゴが青で奈々が赤なら、遼一とキサラギは赤を見られるが、奈々は青しか見ることができない。言葉の条件を満たせない。

　青いモンスターが一体以下という前ぜん提ていさえわかればあとは簡単なことなのだ。

　自分以外のカゴのモンスターが見えるのだから、青いモンスターが一体見えたら、自分は赤が決定する。当然だ。青いモンスターは一体以下なのだから、それ以上存在できない。よって、青いモンスターを見た場合、奈々もキサラギも一周目で簡単に結論を出していたはずだ。自分の宇宙船を襲っているのが赤いモンスターだと。

　しかし、奈々もキサラギもその結論を出せなかった。要するに迷っていたのだ。

　この答えを出せない状況。つまり、青いモンスターを見ていない状況なのだ。

　奈々は一周目の答えを沈ちん黙もくした。答えがわからないことをアピールした。つまり、青いモンスターを見ていない、とキサラギと遼一にメッセージを伝えたのだ。

　──私は青いモンスターを見ていない。

　そんな奈々の沈黙のメッセージ。

　この時点で、キサラギと遼一は自分の色を知ることができた。

　ただし、キサラギと遼一が単純に答えてしまうと、奈々は自分の色を知る術すべはなくなる。

　キサラギが一周目に沈黙したのはこの理由からだ。私も青いモンスターを見ていない、と、奈々に伝えるために、解答を保ほ留りゆうした。キサラギの沈黙は奈々へのメッセージだったのだ。

　要するに、奈々とキサラギが続けて沈黙した時点で、全すべてのカゴのモンスターの色を導みちびくことができたのだ。

　コミュニケーションは言葉を交わすだけではないのだ。

　マジックミラー張りのカゴが乗降口に入ってきた。

　カチッと扉が開き、姿を現したのは奈々だった。

「……遼一」

　奈々は、ぴょんとカゴから飛び降りて微笑ほほえんだ。

　カゴの中で、奈々にいろいろ言いたいことが思い浮かんだのだが、言葉は出てこなかった。遼りよう一いちは、奈な々なを抱きしめたまま、ただ安あん堵どしていた。

　遼一が観かん覧らん車しやの頂点で解答を出した時点でゲームは正解で終わった。そのときに、乗降口に一番近かったキサラギから降車し、遼一と続いて最後に奈々が降りたのだ。

　チェストは解かい錠じようされた。論ろん理りの鍵かぎで開いたのだ。

「……汗でべとべとじゃない」

　遼一にもたれかかった奈々が不満げな顔をした。

「カゴの中が暑かったんだ」

「噓うそつけ。パニクってたのが伝わってた。恐怖に震ふるえてたのがわかった。……でも、最後は正しい答えを出してくれるって思ってたぞ」

　奈々は遼一から離はなれて笑った。

「……無む駄だ口ぐちを叩たたかないで。チェストが解錠される」

　キサラギが観覧車を見上げている。真っ黒にカラーリングされたカゴがゆっくりと乗降口に向かって降下してきた。遼一たちが解錠したチェストだった。

「このチェストに入ってる可能性は低いわ」

　奈々がつぶやいた。入場客に見えないように、裏側の扉が開くようになっている。遼一は数人の天使たちとカゴを待っていた。

　チェストの中に小鳥は入っているのか？

　乗降口に黒いカゴが滑すべるように入ってくる。カゴの扉は自然に開いた。

　中を見た全すべての天使が息を吞のんだ。中に入っていたのはひとりの女性だった。しかし、その彼女は……。

　遼一はカゴの中身を見てただ硬こう直ちよくしていた。

　あの女性だった。モニターでパレードのガイドを行い微笑ほほえんでいた女性。アンナがお姫様だと言った、あの彼女がカゴの中に入っていた。

「あ、ああ……」

　周囲の天使が体を震わせている。

「いやああああ！」

　取り乱したキサラギがカゴに駆かけ寄るのが見えた。

　開いたチェストの中にいた彼女は、明らかに死んでいた。
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　本部周辺はパニックになっていた。

　観かん覧らん車しやのチェストに入っていた彼女は本部内に運び込まれ、慌あわただしく走り回る天使たちの姿があった。

　遼りよう一いちは、これほどまでに混乱する天使たちの姿を初めて目の当たりにした。女王を失った蜂はちの群れのように、統とう率そつがバラバラに乱れている。悲鳴や怒ど号ごうが響ひびきわたり、混乱が混乱を呼んで収しゆう拾しゆうがつかない。

　姫君を守ることは、天使たちにとって重要な命題であったのだ。しかし、それはあっけなく突つき崩くずされた。目的を遂すい行こうする機き械かいである天使たちの存在意い義ぎを失う事件だった。

『ただいまチェストは十一個解かい錠じようされてまーす。残り十個です』

　敷しき地ちに設置されたモニターではスプラッチが手を振りはしゃいでいる。ホリーチェストは続行されていた。姫の入ったチェストを開けばゲームクリアではなかったのか？

『まだ当たりが出ていないので、がんばってくださいねー……』

　ガツンと激はげしい音を立てて画面が揺ゆれ、映像が消えた。

「続行の意味なんてない！」

　キサラギがモニターを殴なぐりつけたのだ。

「もう終わりよ。これでユーロランドも終わる！」

「落ち着いてください。現在彼女の蘇そ生せいを行っております。皆様は続いてクーデターの鎮ちん圧あつを……」

　混乱するキサラギを、リサが抑おさえている。

「蘇生なんてできない。彼女の死を隠かくそうっていうの？　クーデターなんか、もうどうでもいい。どうにだってなればいいのよ！」

　髪かみを振り乱すキサラギが、リサの胸ぐらをつかんでいる。その周囲では、愕がく然ぜんと立ちつくす天使たちの姿があった。綺き麗れいに微笑ほほえむはずの天使たちのマスクは歪ゆがんでいた。混乱するキサラギの姿を見てざわついている。

「落ち着きなさい」

　ふと声が響いた。それはスピーカーで拡かく張ちようされた声でもないのに、はっきりと聞こえた。

「動どう揺ようする必要はなくてよ」

　それは特とく殊しゆな能力によって増ぞう幅ふくされたお姉ねえ様の声だった。

　本部の外に出てきたお姉様は、穏おだやかな表情で立っている。そんな姿に、徐じよ々じよにパニックが治まっていった。

「私たちは与えられた命題をこなす機械よ。取り乱してはいけない。たとえ、失敗があったとしても、その解決方法を模も索さくし行動するだけ」

　穏おだやかな声だった。乱れた感情や鼓こ動どうを修正していくような優やさしい波長だ。

「し、しかし、彼女の死の解決方法なんて……」

　キサラギは拳こぶしを強く握にぎって突っ立っている。

「ユーロランド奪だつ還かんを続けなさい。私たち天使は、人間を守るためにいるのよ。ホリーチェストも続行すること」

　お姉ねえ様は静かにそう言い、本部へと戻っていく。

「お待ちください！」

　キサラギがお姉様を呼び止めた。

「失礼ですよ」

「あんたは黙だまってて」

　キサラギはリサを突き飛ばして叫んだ。

「彼女がいなくなったら、また人間を食べねばいけなくなり、人間社会との関係も終わります。クーデター鎮ちん圧あつの意味だってありません！」

　そんな言葉に、再び周囲の天使たちの顔に動どう揺ようの色が浮かんだ。

「……僭せん越えつよ。誰だれに意見をしているの？」

　お姉様が振り向き冷えた表情を向けた。

「ユーロランドの天使ごときが──つけあがるな」

　お姉様の視線に、キサラギの足がカタカタと震ふるえた。

「……しかし、彼女は私たちの守るべき存在でした。私はずっと彼女を守るという命題をこなすために存在していました。でも、それは失われてしまいました」

　キサラギは声を震わせながらそう言った。

「僭越ですがお姉様。このままでは天使たちの士気も……」

　キサラギを制して、すっと前に出たのはリサだった。

　片かた膝ひざをつくリサを前に、お姉様は大きくため息を吐いた。

「冷静な天使ならもうわかっているはずよ。守るべき小鳥を表に出すわけがないでしょ」

「チェストに入れられたと、姫自身からの救助シグナルを受けとったと聞きました。それなのに、なんであんなことに……」

　キサラギは未いまだに状じよう況きようを理解していない。

「そうよ。本物の姫からね」

　お姉様は冷たく言い、本部の中に戻っていった。

「本物の姫？」

　その言葉にキサラギは愕がく然ぜんと表情を固めた。

「私も知りませんでしたが、彼女は影かげ武む者しやだったのでしょうね」

　リサはキサラギを抱えるようにしながら言った。リサは知らなかったと言ったが、とっくに察さつしがついていたのだろう。

「……そんなはずないじゃん。ずっと私が警けい護ごしてきたのに」

　キサラギは泣き笑いのような表情になった。

「その事実はお姉ねえ様のような一部の天使しか知りません。しかし、ＳＰで構成されたクーデターサイドは、当然本物の姫を知っているはずです。ですから、依い然ぜん本物の姫はチェストの中なのです」

「そんな……」

　よろけるようにキサラギが後ずさった。

「戦せん況きようは順調ですよ。ランド奪だつ還かんも入場客の保ほ護ごもいいペースです。この調子でがんばりましょう。ユーロランドの小鳥は、まだチェストの中です」

　リサが周囲の天使たちに声をかけた。

「遼りよう一いちさんも次の準備をしていてください。チェスト解かい錠じようも本格化をしています」

　リサは遼一に視線を投げてから前線へと歩き去った。戸と惑まどうように立っていた周囲の天使たちも持ち場に戻っていく。愕がく然ぜんとするキサラギだけが取り残された。

　状況は収しゆう束そくし、天使たちの戦いは再開された。

　隣となりにある野外ステージから歌が聞こえた。ステージ上で、着ぐるみと一緒に子供が踊おどっている。ステージの座席はほぼ満席で立ち見も出ていた。

　死体の隣にある和なごやかな風景。

　死体は地下に隠かくし、笑顔とカラフルなカラーをディスプレイする。ユーロランドはそんな街だった。東京も同じだ。汚いものは全すべてアスファルトの下に。カラフルな色でコーティングしただけの幻げん想そうの街。

　いや、人間自身もそうなのだ。汚れた自身は心の奥にしまい、職業や衣い装しようを着飾り自らをコーティングする。そのうちに、どれが本物なのかも、自分自身で見失ってしまう。

　遼一は、自分の持ち場に戻ろうとしてから足を止めた。

「……なあ、元気出せよ」

　キサラギは未いまだにぽつんと立っている。

「俺も、キサラギみたいにはいかなくても、全力は尽くすから」

「やめてよ、人間なんかに気を遣つかわれたくないの」

　キサラギは冷たい表情のままつぶやいた。

「俺、前線に行って入場客を保護してくる。キサラギは少し休んでろよ」

「……馬ば鹿かみたい。私、ずっと何も知らないで彼女を守っていた。もう三年もこのユーロランドにいるのに」

　ＳＰというキサラギの装そう飾しよくは偽にせ物ものだったのだ。それにキサラギ自身も気づいていなかった。偽にせ物ものの姫をずっと守っていたのだ。

「それも、必要な仕事だろ」

「そうよ。私にとっては大事な人だった。今でもそう。私にとっては本物のお姫様なの」

　キサラギは拳こぶしをぎゅっと握にぎっている。

「どんな人だった？」

　遼りよう一いちは画面で見た彼女を思いだした。優やさしげに微笑ほほえむ彼女は全すべて虚きよ像ぞうだった。

「素す敵てきな人だった。いつも天使と人間の関係を気にしていた。良好な関係が保てるようにってね。この前のトライアルだって、私は参加したくなかったの。少しでも彼女から離はなれたくなかったから」

　目の前のキサラギはとても小さく見えた。

「私っていう存在が誕たん生じようしたのはほんの数年前だった。そして、こうして天使となるまでずっと考えていたの。私は一体なんなんだろうって。でも答えは出なかった。そんなときに、このユーロランドでＳＰになって、彼女を守るようになって、少しだけ存在する意味ができた。だから、強くなるために努力したの」

　キサラギは涙をこらえるように上を向いた。

「彼女を守ることが私の存在意い義ぎだった。彼女は私自身だったのに、あんなことに……」

「キサラギのせいじゃないよ。悪いのはクーデターサイドだろ」

「クーデターも、ほとんどのＳＰが参加してる。なんで私にはその話がこなかったんだろう」

「クーデターに参加したかったのか？」

「違う。何も知らなかった自分が馬ば鹿かみたいなだけ」

　キサラギの目からポロッと涙がこぼれた。

「まだ、本物の姫はチェストの中だろ。助けだすにはキサラギの力が必要だよ」

　遼一はティッシュでキサラギの目を拭ふいてやった。

「……私がクーデターサイドにいたら、姫をチェストに入れるようなまねはさせなかったのに」

「そんなこと言ってもしょうがないわ」

　キサラギの前に立ったのは奈な々なだった。

「死んだ彼女の使命は本物の姫を守ることだった。だったら、キサラギがその意志を継ぐしかないわ。本物の姫を取り戻し守るのよ」

　奈々はキサラギに折りたたまれた槍やりを差しだした。

「……もう私には無理」

　キサラギは首を振った。

「ふざけないで！」

　バシッと、奈々がキサラギの頰ほおをひっぱたいた。どすんとキサラギは石いし畳だたみに倒れ込み、槍がカラカラと転がった。

「あんだけ生意気なこと言ってたのに、今さら降りるっての？」

　睨にらみつける奈な々なの前で、キサラギは叩たたかれた頰ほおを手で押さえている。

「……もう、私の役目は終わったの」

　キサラギは小さくつぶやいた。

「そう。じゃあ、ずっとそうして惨みじめに座ってればいいわ」

　そう言い捨てると、奈々はウサギのぬいぐるみを持ち走り去った。

　その場には、遼りよう一いちとへたり込むキサラギだけが取り残された。

「……なあキサラギ、立てよほら、パンツ見えてるぞ」

　気まずい雰ふん囲い気きの中、遼一はキサラギに手を差しだした。

「俺たちは仲間だろ」

「……ひとりにして」

　キサラギは差しだされた遼一の手をつかむことなく膝ひざを抱え込んだ。
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　東京の天使たちの参入により本格化したユーロランド奪だつ還かん作戦だが、そのペースは徐じよ々じよに落ちていった。

　天使たちが奪還したエリアはほぼ五割。天使たちとクーデターサイドは、その割合で均きん衡こうを保ったまま時間をすり減らしていた。

　戦線を下げていたクーデターサイドの反はん撃げきが始まったのだ。ただ、戦いは水面下で静かに行われ、レジャーランドは表向き平へい穏おんなままだった。

　遼一たちのチームは、リサを中心にエリアを奪還し、同時にチェストを開けていった。解かい錠じようしたチェストは四つ。キサラギの精神状じよう態たいを考こう慮りよし、チェスト解錠はもうひとつのグループで二連続攻略をしていた。

　チェスト解錠により、防ぼう衛えいシステムへのデータ送信もストップする。

　ただし、天使たちは攻め続けなければならなかった。中央広場の防衛システム奪還のため、周りのエリアを潰つぶしながら侵しん攻こうを続けるのだ。

　遼一の目から見て少しずつ、ほんの少しずつ天使たちの疲労が蓄ちく積せきしていくのを感じた。

「……ゆっくりでいいですよ。周囲とペースを合わせてください」

　リサが仲間の天使に声をかけている。地道な戦いが続いていた。人間を一人ずつテンプテーション能力で引き込み保ほ護ごするのだ。

「まだ誘ゆう導どうしなくていいです。ある程度人間がいたほうが、敵への牽けん制せいになりますから」

　客を誘導しようとしていた遼一と奈々に、リサが言った。

「しかし、入場客の安全が……」

　遼りよう一いちは目の前の親子連れを見ながら迷った。

「仕方ないわ。……ただいまチュロスが無料サービスされていますので、あちらへどうぞ」

　奈な々なが親子連れをドーナツのワゴンに誘ゆう導どうしている。リサがマーキングしているので、確かに敵にとっては邪じや魔まな存在だ。チャフのように敵を牽けん制せいできる。しかし、それよりも人間の安全のほうが優ゆう先せんなのではないか？

　このエリアのアトラクションにはまだ到達していない。できれば早くチェストを攻略して、防ぼう衛えいシステムへのデータ送信を止めたいところだ。相手に無む防ぼう備びな姿を露ろ出しゆつした状じよう態たいでの行動は、強きよう烈れつに疲労を感じた。常に周囲を警けい戒かいしていなければならないのだ。

　そんな疲労を強く感じているのは、やはり前線の戦せん闘とう員いんの天使だろう。相手を警戒しつつ、連続の能力使用を強要されているのだ。

　徐じよ々じよにだが天使たちの疲労にも差が出てきている。だが、リサなど東京の天使たちはまるで機き械かいのようだった。自分のやるべきことがわかっており、淡々と行動をしている。

　対してジェシカなどユーロランドの天使は明らかに動きが鈍にぶっている。それは実戦経験のなさからだろう。涼すずしげなリサに対し、ジェシカはすでに汗だくだった。

「少し下がってください。人間を深追いしないでください」

　リサがユーロランドの天使たちに指示を出している。

　ひとりの天使が、目の前を歩く人間にターゲットを絞しぼって近づいたときだった。その人間は、すっと逃げるようなイレギュラーな動きをした。そんな人間を追いかけた天使が、いきなり路上に吹っ飛んだ。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。無む秩ちつ序じよに歩き回る人々の陰かげからいきなり姿を現したのは、クーデターサイドの天使だ。孤こ立りつした彼女に奇き襲しゆうを仕し掛かけたのだ。

「──ライブカメラを」

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむ遼一と奈々に対し、リサたちは冷れい静せいだった。

　リサの指示に、近くにいた東京の天使たちがマーキングした人間を引き連れ、ライブカメラのある場所へと移動する。それを確かく認にんしたリサが、倒れた天使の救助に走る。

　リサを追うように、周囲にいた人間たちも走っていく。リサが能力を使って行動操作をしているのだ。

　人間たちが入り乱れる中、直接的な戦せん闘とうが始まった。

　攻こう撃げきをかわした戦闘員の天使が、武器で敵に斬きりかかったのが見えた。人混みの中で剣けん戟げきの音が響ひびく。そんな隙すきにジェシカが奇襲を受けて倒れた天使を救出した。

　さらに鈍い音がして、人々を巻き込んで敵が吹っ飛んだ。相手の天使は突っ立っていた男性をクッションに体たい勢せいを立て直して逃げ去っていく。

「追わないでいいです」

　リサが周囲を警けい戒かいしながら言った。

「大丈夫ですか。転ばれたようですね」

　東京の天使が戦せん闘とうに巻き込まれた人間に声をかけていた。

「ユーロランドは欧おう州しゆうをイメージして石いし畳だたみなどのでこぼこがあるので、気をつけてください。それでは、怪け我がの治ち療りように行きましょう」

　怪我をした人間を誘ゆう導どうしている。

「ライブカメラ、オーケーです。人間たちを通常行動に戻してください」

　リサが、ライブカメラ前の天使に言ったときには、何事もなかったように人々が動いていた。笑顔を浮かべてレジャーランドを楽しんでいる風景があった。

　天使たちの動きは機き械かい的だった。混乱を予測し、ライブカメラ前に人間を配置して戦闘の様子を隠かくし、その後のケアも素早かった。

　そして天使たちの戦いはなかったことになっている。何事もなかったかのように、日常風景が再開された。そんな光景に遼りよう一いちは背筋が寒くなった。

「……骨が折れてる。意い識しきも失ってる」

　木こ陰かげに奇き襲しゆうを受けた仲間を引き込んだジェシカが首を振っている。

「離り脱だつさせましょう。……救きゆう護ごテントまで運んでください」

　ジェシカはうなずき、怪我人を抱えて走っていった。

「そろそろ相手も反はん撃げきをしてきます。今まで以上に警戒を……」

　遼一の視線に気づいたリサが言葉を止めた。

「……えっと、なんでしょうか？」

「今の行動はおかしいんじゃないか？」

　遼一はリサを睨にらみつけた。

「私たちはやるべき行動を取っただけですよ」

「一般人を巻き込んでいた。避ひ難なんさせることもなく、リサは人間を戦いに巻き込んだ」

「仕方なかったのです。敵を攪かく乱らんするために、マーキングした人間を配置したのです。また、カメラの目もあり、戦いを隠すためのカーテンの役目でもあります」

　リサは平へい然ぜんと言った。

「一番重要なのは入場客の安全じゃなかったのか？」

「当然です。私たち天使が一番憂ゆう慮りよするべきは、人間たちの安全です。これは人間たちを保ほ護ごするための行動ですよ」

「現に怪我人も出たし、相手の出方次第ではもっとひどいことになっていた可能性もある。それでも保護なのか？　戦いに人間を利用した」

「あれが最さい善ぜんの行動です。全すべての人間を無傷で保護できる確率は低いのです。私たちはできるだけ多くの人々を保護するために最善を尽くしているのです。全ての人間を保護するために、少々の犠ぎ牲せいは仕方ありません。私も心苦しいのですよ」

　リサは胸に手を当て、悲しげな表情を作ってみせた。作られた表情だった。

「もううんざりだ！　おまえらの二枚舌にはうんざりだよ。人間を守るんなら、やるだけやるべきだろ。犠牲が少なければいいってもんじゃない。それはモラルに反する」

　遼りよう一いちはリサの胸ぐらをつかんで言った。

「やるだけやっても意味がありません。重要なのは結果だけです。振り返ってみて、あれが最さい善ぜんの方法だった、と、そんな行動を取るべきなのです」

　リサは冷たい表情に戻っていた。

「……それに、行動の正せい義ぎは私たちにあります」

　リサは遼一の手を振り払った。

「あの行動が正義だっていうのか？」

「やめて遼一。ここで言っても仕方ないでしょ」

　奈な々なが割って入った。

「詭き弁べんだぞ。大たい局きよくで見て最善の行動。そんな理由でおまえたち天使は簡単に人を殺す」

　リサとの出会いもそうだった。奈々の入ったトランクを渡されたあのとき、リサは東京の市街地でバグと戦っていた。公おおやけにならなかった出来事だが、確実に死者も出ていた。あれも、最善の行動だったと自己弁べん護ごするつもりなのか。

「人が死ぬのは副次的な結果に過ぎません。私たちの行動には正義と愛があるのです。人間のために、自らを犠牲にして戦っているのです」

　リサの口調が少しだけ強まった。

「天使たちが本当に人間と共存したいなら、もっと、痛みを理解するべきだ。じゃないと、お互いの距きよ離りはいつまで経たっても縮ちぢまらない……」

　遼一は戻ってきたジェシカに気づいて言葉を止めた。

「……ん、どうしたの？」

　ジェシカが険けん悪あくな雰ふん囲い気きに小首を傾かしげている。

「なんでもない」

　遼一はため息を吐いて首を振った。こんな中でも、他ほかの天使たちは機き械かい的に行動をしている。人間の管理に敵への警けい戒かい。何事もなかったかのように行動の再開がなされていた。

「本部に状じよう況きよう報告をしてきたけど、Ａチームが右みぎ端はしの公園に到達してエリアを確保したって」

　ジェシカの言葉に、奈々が反応した。

「そこの場所って非常口がある場所じゃない。外に出られるわ。入場客を逃がして……」

　奈々が遼一を向いた。

「遼一も外に出るべきよ。あとは私たち天使に任まかせて避ひ難なんして」

「俺がいなくなったら、チェスト攻略もできなくなるだろ」

　遼りよう一いちと奈な々なとキサラギでセットなのだ。ひとりが欠けたからと、チームを再編成することはできない。

「私は戦せん闘とう員いんに回るから。チェストは他ほかの天使たちが攻略する」

「それでもよろしいですよ」

　リサがじっと遼一を見ている。

「……できない。避ひ難なんするんだったら、最後の人間としてユーロランドから避難する。俺はやるべきことをやるよ」

　遼一はきっぱりと言った。

「でも、キサラギもあの状じよう態たいだし、チェスト攻略に参加もできないし……」

「それでも、入場客を安全な場所に誘ゆう導どうしたりはできる。チェスト攻略だって、のちに必要とされるかもしれない」

「……あとね、Ｂチームで初めてチェスト攻略に失敗したらしいよ」

　ジェシカが言いにくそうに口を挟んだ。

「失敗のペナルティはどうだったの」

「三名とも死亡だって」

　やはり、チェストゲームの失敗のペナルティは死だった。命をチップにアトラクションに乗らなければならない。

「そろそろ、このエリアのアトラクションにも到達します。ご心配なさらずに。チェストの解かい錠じようは彼女たちが行いますので」

　リサが、後方支援をしている天使たちに視線を向けた。遼一たちの他にもうひとつ編成されているチェスト攻略のグループだ。

　天使たちがアトラクション周りをチェックしている。チェスト攻略の三人の工作員も準備を始めた。

「アトラクション内、チェック完了」

　アトラクションの中の確かく認にんを終えた天使がリサに合図を送った。このエリアのアトラクションは半球状のドームになっている。客の並んでいる姿は見えなかった。

　アトラクションに進もうとした三人を、リサが制した。

「動かないでください」

　リサがじっとアトラクションの向こうを見み据すえている。その視線の先を追うと、そこには見たことのある女性が立っていた。

　静かに立っていたのは、あのＣＭの女性、ミズホだった。

　リサは距きよ離りを取って向かい合っている。ミズホの周囲には家族連れなどが笑顔を浮かべて歩いている。ミズホを中心に、周回するように人々が動いている。表向き自然だったが、確実に何かがずれている光景。

　周りの東京の天使たちは、ミズホの様子を窺うかがうのみで近づこうとはしない。彼女の出現で、一気に空気が張り詰めた。

　まるで空間が凍りついたかのようだった。そんな中、人々は笑顔を浮かべて歩き回っている。操り人形のように、ただ周回していた。遠くからジェットコースターの音と歓声が聞こえた。

　そのとき、隣となりにいた奈な々なが表情を変えた。

「……美み穂ほ」

　美穂がミズホの近くでぽつんと立っていた。やはりユーロランドの中にいたのだ。

「近づいては駄だ目めです」

　リサがミズホに視線を向けたまま言った。それでも奈々は一歩前に出る。

「美穂、こっちに来い」

　遼りよう一いちは美穂に呼びかけた。

　しかし、美穂の視線はこちらには向かなかった。笑顔を浮かべるその表情は、いつもの美穂のそれではなかった。ただ笑顔を表示しているだけの美穂だった。

「なあ、どうしたんだよ、美穂」

「……次は何に乗ろうかなあ。ねえどうする？」

　美穂は遼一の言葉を無視して、隣にいる入場客に視線を向けた。自然な風景を演出するために、面めん識しきのない人間と会話をしている。

　一緒に行動していたはずの同好会の後こう輩はいはどうしたのだろうか。この様子だと、同じようにクーデターサイドの駒こまとして扱われている可能性が高い。

「……楽しいねえ」

　くすりと笑う美穂を前に、奈々が愕がく然ぜんと立ちつくしている。

　遼一は悠ゆう然ぜんと立つミズホを前に体を硬こう直ちよくさせていた。目を見られなかった。視線を逸そらしても異様な雰ふん囲い気きが伝わってくる。

　たとえるなら蜘蛛くもだった。ネットを張り巡らせて、獲え物ものが罠わなにかかるのをじっと待っている。人間という網あみの中でこちらの動きを観かん察さつしているのだ。

　膠こう着ちやく状じよう態たいの中、こちら側にいた人々の動きに変化があった。リサなどがマーキングした人間が、ミズホに引き寄せられるように近づいていく。

「かまいません。何人取られようとも想定内です」

　リサがミズホを向いたまま言った。こちらがマーキングしていた人間を引き込まれている。それほどに、ミズホのテンプテーション能力のスペックが高いのだ。

「…………」

　遼一は息を吞のんだ。ミズホが隣に立つ美穂の髪かみを撫なでながらちらりとこちらを見た。

「動かないでください。誘さそっています」

　リサが遼一と奈々を見た。奈々は目を見開いて硬直している。

　ミズホは美み穂ほとの関係を知っているのだろうか。いや、当然知っている可能性は高い。遼りよう一いちのことも知っていたのだ。その背景情報も筒抜けだろう。

　それに、ユーロランドには防ぼう衛えいシステムの存在がある。聞くところによると、入場客からスタッフまでの、現在位置や個人情報が管理されているらしい。性別、年齢などの他ほか、チケットのナンバーの並びと購入時間などから友人や家族関係を割りだし、カードで買い物をすればその個人データもストックされる。ユーロランドの全すべての情報は防衛システムが握にぎっているのだ。それは全て、天使の姫を守るための設せつ備びだった。

「美穂を助けないと。なんとかならないのか？」

　あのままにしておくのは危険だった。なんとしても保ほ護ごしなければならない。

「無視したほうがいいわ。ここで反応すると逆に美穂を利用される」

　奈な々なは平へい静せいを装よそおっている。

　そのとき、美穂がふっと微笑ほほえみ右手に視線を向けた。ミズホの横でぼんやりと立っていた美穂は、徐じよ々じよに握にぎった右手に力を入れる。

「……それ、強く握らないほうがいいわ。青スプラッチは頭が尖とがってるでしょ。そんなに強く握ったら駄だ目めよ」

　奈々が美穂に言った。美穂が強く握っていたのはキーホルダーだった。

「学校の鞄かばんにつけてほしかったの。だから、少ないお小こ遣づかいを貯ためて買ったの。私の代わりに一緒に学校に連れて行ってもらおうって……」

　しかし、美穂には奈々の声が届いていない。薄笑いを浮かべる美穂の手から、ポタポタと血が垂たれ落おちた。そんな美穂にミズホが静かに視線を向けている。美穂はさらに右手に力を込めた。

「もうやめて！」

　奈々が美穂に向かって叫んだ。

「お願い美穂、目を覚まして」

　しかし、美穂は反応しない。

「ねえ美穂、私の言うこと聞いてよ。いつでも美穂は、私のお願いは聞いてくれたじゃない」

　奈々は必死に笑顔を浮かべて呼びかけた。ぎこちなく歪ゆがんだ笑顔はなんだか泣いているようにも見えた。

「無む駄だです。テンプテーションは解とけませんよ」

　リサが奈々を制して言う。

「美穂、お願いこっちに来て」

　それでも、奈々は美穂に向かって両手を広げてみせた。

「下がってください」

「美穂……」

　リサに手を引かれ、奈々は力なくうつむいた。

「……奈な々なちゃん？」

「えっ、美み穂ほ？」

　美穂の声に、奈々が顔を上げた。

「……どうしたの奈々ちゃん」

　奈々を見つめる美穂から笑みが消えていた。

「美穂、私がわかるの？」

　奈々がぎこちない表情で美穂に語りかける。

「ねえ、どうしてそんなに悲しそうな顔をしているの？」

「……こっちに来て、私の手を握にぎってほしいの」

　奈々が手を差しだした。

「奈々ちゃん……」

　美穂は奈々に一歩一歩近づいてくる。テンプテーション能力の介入がありつつも、美穂の感情のほうが勝っているのだ。
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　フラフラと奈々に近づいてきた美穂だったが、周囲を歩く人間にどすんとぶつかりよろけてしまった。

「美穂！」

　倒れた美穂に、奈々が駆かけ寄よってしまった。その瞬しゆん間かん、ミズホが動いた。人混みに一瞬で隠かくれ、ミズホの姿は見えなくなる。人混みのチャフに紛まぎれて姿を消した。

「伏せて」

　美み穂ほを抱く寸前の奈な々なは、リサによって突き飛ばされた。

　次の瞬しゆん間かん、リサとミズホが交こう錯さくしていた。血をまき散らして戦うふたりの周囲には、沢たく山さんの人々が無む秩ちつ序じよに動き回っている。戦いに巻き込まれた小さな女の子が人形のように石いし畳だたみに吹っ飛んだのが見えた。

「奈々、そこから逃げろ！」

　マーキングされた人間に囲まれ奈々が混乱している。

「遼りよう一いち、美穂を確保して！」

　美穂の姿は人混みに消えている。遼一もランダムに動き回る人々にぶつかってよろめいた。それでも、混乱のなか棒立ちになっている美穂の姿を見つける。

「美穂、こっちだ」

　遼一は必死に叫んで美穂に手を伸ばした。美穂も戸と惑まどった表情を浮かべながらも、遼一に手を伸ばしてきた。ふたりの指先がからんだ。

　しかしその瞬間、遼一は走ってきた人間に衝しよう突とつし手は空くうを切った。よろけて石畳に倒れたとき、奈々の悲鳴が聞こえた。

「危ない、遼一！」

　遼一の前に、剣を振りかぶる人影があった。クーデターサイドの天使だ。いつの間にか、ミズホ以外の天使も戦せん闘とうに乱入していたのだ。

　剣が振り下ろされる寸前、遼一は誰だれかに突き飛ばされ石畳を転がった。同時に痛みにうめく声が聞こえた。

「あ……」

　体を起こした遼一は愕がく然ぜんとした。ジェシカが遼一をかばったのだ。相手の攻こう撃げきを受けたジェシカが、血を滴したたらせながらよろめいている。さらに敵が追撃の構えを取っている。

　息を吞のむ遼一の前で、真まっ赤かな鮮血が舞まった。

　カランと石畳に剣が転がり、敵の天使がつんのめるように崩くずれ落おちた。その横に立っていたのは、槍やりを構えたキサラギだった。

「自分の安全は自分で守るべきよ」

　キサラギは横目で遼一を見ながら言った。

　周囲の混乱は収しゆう束そくしていた。クーデターサイドが戦線を下げたのだ。ミズホとの交戦を止めたリサは、腕から血を流しながら立っている。

「美穂……」

　奈々が呆ぼう然ぜんと見つめるその先には美穂の後ろ姿があった。美穂はミズホに手を引かれて歩き去っていく。

「奈な々な、追っては駄だ目めです。次のチャンスを待ちましょう。無事な方は怪け我が人にんの処しよ置ちをお願いします」

　リサが周囲の天使に指示を出している。

　遼りよう一いちの視界から美み穂ほの姿が消えた。あと少しで取り戻せたはずの美穂は、遼一の手をすり抜けて消えてしまった。

「……きっと、無事に取り戻せるからそんな顔しないで」

　遼一の肩に手を置き言ったのはジェシカだった。

「あっ、ジェシカは大丈夫か？　ごめん、俺のために……」

　遼一は、はっとジェシカを見た。彼女は遼一をかばって怪我をしてしまったのだ。見るとコスチュームの肩部分が裂さけて赤く染まっていた。

「心配しないで。この程度なら大丈夫」

　ジェシカは平へい然ぜんと笑ってみせた。

「できれば、早くチェストを攻略してエリアの情報を停止したいのですが……」

　リサは、ちらっとキサラギを見た。もうひとつのチェスト攻略チームの天使が先ほどの交戦で怪我をしていた。治ち療りようをしなければいけないようだ。

「……私がやる。チェストは私たちで解かい錠じようする」

　キサラギははっきりと言った。

「私は今やるべきことをやろうと思う」

　キサラギは、力なく立ちつくす奈々に近づいた。

「でも……」

　奈々は、未いまだに美穂の消えた方向を見ている。

　キサラギは、そんな奈々の頰ほおをいきなりひっぱたいた。乾いた音が響ひびき、奈々の小さな体がよろめいた。

「さっきのビンタを返しとく。とっても心に響くのをもらったから、今度は私が心を込めたやつをあげたの」

　キサラギは平然と言った。

「……あんた、なに勝手なこと言ってんのよ」

　奈々は赤くなった頰を押さえながらキサラギを睨にらみつけた。

「仲直りの握あく手しゆ代わりよ」

「だったら、素直に握手すればいいでしょ」

「待てよ、こんなところで喧けん嘩かするなよ」

　遼一は急いで、とっくみあいが始まりそうなふたりの間に割って入った。

「もう一回、三人で協力してチェストを開けよう。キサラギも、そのために戻ってきたんだろ」

　遼りよう一いちの視線に、キサラギは素直にうなずいた。

「うん。チェストを開けてお姫様を助けだしたいの。私が守っていた姫は偽にせ物ものだったけど、本物を守るために犠ぎ牲せいになった。そんな彼女が守っていた本当のお姫様を、私は見てみたいの。……だから力を貸してほしい。私の大切なものを取り戻したいの」

　チェストの中の姫や自身の存在意い義ぎ。それは、挑ちよう戦せん者しやだけが手に入れる権利を持っている。

「……いいわ、私も大切なものを取り戻すためにチェストを開けるわ」

　不満げながらもうなずく奈な々なの表情には、決意がみなぎっていた。

「やろうぜ。美み穂ほもお姫様も助けだそう」

　遼一もうなずいた。この三人はチェスト解かい錠じようの鍵かぎそのものなのだ。誰だれかが開けるのを待っていては、宝箱の中身は手に入らない。

「攻略中は私たちが責任を持ってお守りしますよ」

　リサが言った。

「私は大丈夫だから。君の友達もきっと大丈夫。君がアトラクションから出たときは変わってる。全すべていい方向に動いてる。怪け我が人にんなんてもう出ないし、問題も解決していると思う」

　ジェシカが遼一にうなずいてみせた。

「じゃあ行こう」

　三人は奈々を真ん中に入り口へと向かった。

「チェストはすぐに開けて戻ってくる」

　遼一はジェシカにそう言い、奈々と一緒にアトラクションへと向かった。

　チェストを開ければ、状じよう況きようは好転するはずだ……。
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『現在、合計十二個のチェストが解かい錠じようされていまーす。残り九個ですよ。まだ当たりが出ていないのでがんばってくださいねっ』

　モニター画面でスプラッチが手を振っている。

『今回のアトラクションには、なんと私たちが出てきちゃうのでお楽しみにー』

「どういうことだ？」

　遼りよう一いちはスプラッチを横目につぶやいた。

「チェストの場所は──スプラッチの森にある」

　キサラギが正面のドームを指さしている。三人は入場口前のエントランススペースに立っていた。目の前にはドリンクの自動販売機やコインロッカーなどが並んでいる。

「なんだそれ？　森林公園みたいな場所か？」

「違う。アトラクションの名めい称しよう。自走式のゴンドラに乗ってルートを見て回るアトラクション。年齢制限がない家族向けね」

「観かん賞しようタイプか」

　ジェットコースターのようにスリルを求めるものではなく、観かん覧らん車しやのように恋人同士で空間を共有するものでもない。レジャーランド側が用意した装そう飾しよくを見て楽しむのだ。

「それって、ゴンドラに乗ってどうするの？」

「ゴンドラに乗るだけだよ。強制的に見て回るんだ。わかりやすいようにストーリーが作られているのが多いよな」

「スプラッチの森は強制的じゃないらしい。ゴンドラにボタンがあって、乗客がルートを選せん択たくできる。ストーリーのエンディングもルートに伴ともない変化するんだって」

　キサラギがパンフレットを見ながら言った。彼女も乗ったことはないようだ。

　チェストは緑のドームの中にある。スプラッチの森、とロゴが入っていた。ドーム周辺に人の姿はあるが、ドームの外まで入場列は伸びていない。

「人気がないのか？」

「テンプテーションで入場客を整理しているのもあるけど、基本的に人気のないアトラクションよ。スプラッチ自体がマイナーキャラだからね」

「それより、ドームの中にアトラクションが？　ずいぶん小さいのね」

　マイナーキャラとの言葉に顔をしかめた奈な々なが言った。ドームの大きさは一戸建て程度だ。住むにはいいが、アトラクションを行うにはスペースが狭いのではないか。

「アトラクションのスペースの大半は地下にある。一般公開されてるアトラクションは、スプラッチの森を見て回るだけのもの。当然私たちは違うはず。失敗したら観かん覧らん車しやと同じく死ぬ」

「そんなのわかってる。わざわざ言う必要はないわ」

　奈々がキサラギを睨にらんだ。

「集中しようぜ。本来ゲーム攻略に向ける力を、お互いに向ける必要はないだろ」

　遼りよう一いちはふたりに言った。恐怖はあまりなかった。なんだかそんな感情が麻ま痺ひしているかのようだった。もしかしたら、と思った。ランドの入場客のように、遼一も精神を操られているのかもしれない。チェスト解かい錠じようの道具として扱われている。

　いや、そんなことはないはずだ。これは自分の意思だ。ユーロランドの入場客を危険にさらして自分だけ逃げるわけにいかない。これは、あのときトランクを受け取り奈々を育てた遼一の義ぎ務むだ。

「そろそろチェストの残りも少なくなってる。彼女が入ってる可能性も高くなる。チェストを開けて解放してあげたい。たとえ本物の姫が私の知らない人でも、実際に守るべき存在だもの」

「……彼女もホリーチェストをやったんだって？」

　キサラギのつぶやきに、奈々が反応した。

「そうよ。あなたと同じく、宿主を食べてないまま研修まで進んだの。そのときの研修にこのホリーチェストが使われた。そしてチェストに入れられたのは彼女の宿主だったらしい。その彼女はまだチェストの中にいる」

「そうだったんだ」

　奈な々なはどきりとした様子で瞬まばたきをした。

「最終的にゲームは失敗したの。そして、チェストの中身は破は壊かいされた。でも、即死じゃなかったから、彼女は選せん択たくに迫られたの。宿主を食べるか、ふたり一緒に死ぬか……」

「そんな話を俺は聞いたことがある。確か天使の伝説とかで、選択を迫られたとか。……それで、最終的にふたり一緒に死んだってやつ。だから、その話とは違うか」

　遼りよう一いちはそんな話を思いだした。

「同じよ。彼女のをモチーフにしているの」

　キサラギはさらっと言った。

「でも、お姫様は今も生きてるんだろ」

「だから天使の伝説には続きがあるの。いったんは一緒に死のうと思った天使だけど、瀕ひん死しの宿主に説得されて食べてしまった。……彼女はその苦しみを忘れようと、自分の記憶に堅かたくロックをかけた。そのときの人間を食べたくないという強い願望が具現化し、今の特とく殊しゆな能力が生まれたのかもしれない」

　キサラギは悲しげな目をしていた。

「……って、私はＳＰになったときにミズホからその話を聞いたの。命を賭かけて彼女を守るのだから真実を知るべきだってね。私が守ってた姫の話だとずっと思ってたけど、きっとチェストに入っている本物の姫のエピソードだったのよね」

「……なんで私たちにそれを話したの」

　奈々がキサラギを見た。

「あなたたちも、彼女を救うために命を賭けている。知る権利があるからね」

　奈々は視線を落として沈ちん黙もくしている。

「行こうぜ。チェストさえ開ければいいんだ」

　遼一は奈々の肩に手を置いた。

「わかってる。チェストは必ず開けるわ。小鳥を解放してあげる」

　奈々はうなずき、入場ゲートへと進んだ。

　ゲートをくぐると、少ないながらも入場客が並んでいるのが見えた。天使に能力で操作されているとはいえ、アトラクションに乗ったりと自然な行動をしているのだ。

　それでも、序じよ盤ばんとは雰ふん囲い気きが違うような気がした。自然な笑顔はなくなり、たとえるならレジャーランドの要素のひとつとして活動をしている。自然なレジャーランドの風景を演出するためだけのもの。

「……並ぶのよ。ホリーチェストも一般客と同じ場所からスタートする」

　キサラギがフリーパスを提てい示じしてドームの中へと入る。同時に三人は携けい帯たいゲーム機のような機き器きを受け取った。

『……あなたは森に迷い込んでしまいました。その森は深い緑に覆おおわれ、右も左もわかりません。そんなあなたの前に現れた可愛かわいらしい生物が……』

　アトラクションの背景説明のアナウンスが流れている。

　三人は入場客に続いて、薄暗いスロープを進んでいく。壁かべはグリーンで着色され、明るい音楽が流れていた。至る所にスプラッチのぬいぐるみが飾られている。

「ゴンドラは前二人、後ろ二人の計四人乗り。ただ、カップルが多いから、二人で乗ることが多いらしい」

　キサラギが言った。遼りよう一いちの前には、ちょうど家族連れが並んでいた。両親に挟まれ手を繫つないでいる小学生ほどの女の子が笑顔を浮かべ、スプラッチの歌を歌っていた。そんな風景を見て、奈な々なが小さく笑った。

「ベースストーリーみたいのはあるのか？」

　遼一はキサラギを見た。

「森に迷い込んだ設定。森でスプラッチと出会う。そしてスプラッチと協力して森から抜けだすの。森には凶悪な動物もいたりして、スリリングなストーリー構成となってる。ルートの選せん択たくもできてバッドエンディングもあったりする。さっき受け取った機き器きがあるでしょ。これで選択なんかをするみたい」

　キサラギが入り口で受け取った機器を見せた。

「バッドエンドとか意外にシビアだな。子供対象のアトラクションだろ」

「凶悪な動物っていってもしょせん子供だましよ。私たちがキャーキャー騒さわぐようなものじゃない。ルートもあえて悪い選択をしない限りはハッピーエンド。ただ、恋人たちはハッピーエンドじゃ物足りなくて、あえてバッドエンドを目指したりすることもあるらしいけどね」

　キサラギは真面目まじめな表情で説明をしている。周囲の弛し緩かんしたグループとは対照的だ。ズレを感じた。レジャーランドで、自分たちだけ別のことをやっている孤こ立りつ感。

「奈々ぐらいの子供が結構いるな」

　家族や恋人だけではなく、中学生ほどのグループなども並んでいた。背格好から年齢を推すい測そくすると、本来の奈々は中学二年生ぐらいなのではないかと思う。人間のときの奈々は、ああして友達や家族と楽しく遊園地に来たりしたのだろうか。

　三人はスロープを進み搭とう乗じよう口ぐちのゲートをくぐる。緑のカラーの自走式ゴンドラが見えた。半円形の乗り物。空あいたゴンドラが搭乗口へと入ってくるたびに、待たい機きしていた客が乗る。客が乗ると、ゴンドラは草木に覆われた自動ドアの向こうに走り消えていった。

「なんの説明もないけど……このまま乗っていいの？」

　奈々が言った。

「搭乗口が一般客と共用だから、ここで説明はないかも。あるとしたら乗ってからね」

「あと、どうする？　座る位置とか決めとくか？」

　もうすぐ三人の順番が来てしまう。

「……キサラギが前でいいんじゃない。なんだかんだで一番ゲームについて知ってるし、助言もしやすい位置に座ったほうがいいわ。遼りよう一いちと私が隣となり同士になると甘えも生まれるから、遼一も前に。私は後ろに座るわ」

　奈な々なの意見に、キサラギと遼一はうなずいた。

　三人の前に並んでいた家族連れがゴンドラに乗り込み、遼一たちの番が来た。すぐに搭とう乗じよう口ぐちに、半円形のゴンドラが滑すべり込んできたが、少しだけ大きさが違うようにも思えた。ホリーチェスト用のゴンドラなのだろうか。

「乗るわよ」

　まず奈々が後ろに乗り込み、続いて前のシートにキサラギと遼一が座った。なんの変哲もない、アトラクションのゴンドラだった。

『……安全アームが降ります』

　肩の上からパイプ状の安全アームが降りてきた。激しい動きを伴ともなわないアトラクションなので、アームを胸の上に添そえる程度だ。

『発車します。ようこそスプラッチの森に……』

　ゴンドラのスピーカーからアナウンスが流れ、ガクンと揺ゆれてから動きだす。

　乗降口スペースに設置されていたドアが開き、ゴンドラはその中に入る。真っ暗な通路の先を進むと、ゴンドラがすっぽり入る程度のスペースの上で止まった。

「本当にチェストか？　認にん識しきされずに通常アトラクションだってことはないか？」

　遼一は疑問を口にした。

「その可能性はなくはないけど……」

　そのときアナウンスが流れた。それは、明らかにホリーチェスト用のものだった。

『……あなた方は宇宙船に乗っていました。ある理由があり地球から脱出した宇宙船です。そして、ついに見つけた新天地。そこは緑に覆おおわれた惑わく星せいでした。あなた方の宇宙船は、その緑の惑星に降下しました』

　観かん覧らん車しやのストーリーを受け継いでいるように思えた。奈々もそう思ったのか口に出した。

「プレイヤーにわかりやすくストーリーを繫つなげているの、ね……あ、わーっ！」

　──降下。

　遼一は落下の感覚に歯を食いしばった。暗くら闇やみのなか降下する三人。

　三人を乗せたゴンドラはふわっと着地をした。あのスペースはエレベーターのようになっていたのだ。遼一はほっと息を吐いた。

「大丈夫か、奈々？」

　振り返ると、奈々は下か腹ふく部を押さえて固まっている。

「静かに。動きだした」

　キサラギが言った。真っ暗な中、ゴンドラが走りだしていた。エレベーターから降りてどこかに向かっている。

「水が流れてる。船みたいになってるわ」

　奈な々ながゴンドラの下を見て言った。確かに小川のせせらぎのような音が聞こえる。しかし、そんな雰ふん囲い気きを楽しむ余裕などはなかった。

　全身がピリピリとした。強制的に走るゴンドラ。死と隣となり合わせのアトラクション。

『……こちら、宇宙船のコンピューターです。着陸に成功しました』

　人工音声のようなアナウンスが聞こえた。すでにストーリーは始まっている。

『ただいま大気の成分を調べています。……偶ぐう然ぜんにも大気の成分はほとんど地球と同じです。この星で生活することが可能です。どうぞ、外に出てください』

　三人はまだ宇宙船の中にいる設定なのだ。

『私をお疑いですか？　私は科学の粋すいを集めた人工知能です。外気の安全は九十九パーセントの確率で保証します』

　チカチカと目の前が光った。それは持っていた携けい帯たい機き器きだった。機器の画面に、外に出る、待たい機き、と文字が表示されたタッチパネルが光っている。キサラギと奈々も同様だった。

『さて、私はあなた方に強制はいたしません。自分で判断をするのです。タッチパネルのボタンを押して行動選せん択たくをしてください。制限時間はスタートの合図から三十秒です。その間に誰だれかがボタンを押せば制限時間が回復します。そして、最終選択は多数決となります。二人以上が選んだルートに行くことになります』

　これは説明だった。アトラクションではないのだ。死を賭かけたゲームのインストラクションが自然に始まっていた。

『最初の選択は宇宙船の外に出るか否か。それではスタート』

　同時に機器の画面に30という数字が表示され減っていく。解答のカウントダウンだった。

「出るべきだわ。九十九パーセントって数字を出したことでも、外に出ることを促うながしている」

　奈々が言った。

「そんなに深く考えなくていい。最初はボタン操作などのプレから始まったりする。だから、単純に外に出る、でいいと思う」

　キサラギが言い、外に出る、のボタンを押した。カウントダウンが三十秒に回復した。

「制限時間の上限は三十秒ってことね」

　奈々が数字を確かく認にんしながら外に出る、のボタンを押す。

『……行動が決まりました。あなたは外に出る選択をしました。賢けん明めいですね』

　アナウンスが流れる。遼りよう一いちがボタンを押すことなく結けつ論ろんが出た。要するに二人以上の票を集めた時点で行動が決定されるのだ。

　心しん臓ぞうが高鳴る。この選択が間違いの場合もある。間違った選択をした場合のペナルティは、最悪を覚悟しなければならない。

『それでは宇宙船の外に出てください』

　安全アームが上がり、ゴンドラに隣りん接せつしたスペースがぼやっと灯あかりに照らされた。

「降りろってことね」

　キサラギに促うながされ、三人はゴンドラから隣となりのスペースに降り立った。周囲に水が流れており、小島のようになっている。

　不意に、ぼやっと周囲が緑色に光った。

　深い緑のライトアップだった。森のイメージだろうか。薄暗くうっそうとした森。甲高い鳥の鳴き声が聞こえ、揺ゆれた木々の影が動いている。効果音とライトアップだけでリアリティのある森を表現していた。ゆったりとした風も感じた。

『宇宙船の私はこの森で動けません。ですから、ここを拠きよ点てんとして森を探たん検けんするのがよいでしょう……』

　そんなアナウンスが突とつ如じよ遮さえぎられ、奈な々なが小さく悲鳴を上げた。

『ここにいてはいけません』

　もうひとつゴンドラが流れてきたのだ。それは緑にカラーリングされた円形の乗り物で、その上に真っ黒いぬいぐるみが乗っている。

『何故なぜならここは凶暴な動物、ゴアゴアの縄なわ張ばりなのです。ゴアゴアに見つかったら食べられちゃいますよ』

　ゴンドラは遼りよう一いちたちの立つスペースの隣で止まった。

「黒スプラッチ？」

　奈々がゴンドラの上のぬいぐるみに視線を向けた。これが喋しやべっている設定のようだ。

「黒スプラッチ？　あとゴアゴアって？」

　遼一は奈々に聞いた。

「黒は知能が高いスプラッチ。モニターでガイドをしてたでしょ。ゴアゴアはその天敵の設定なの。ティラノサウルスみたいなやつで、スプラッチを食べちゃうの」

『説明はあとです。とりあえず、逃げることにしましょう。私についてきてください』

　黒スプラッチのぬいぐるみが体を揺すっている。ところが、それに異いを唱となえる存在があった。

『だまされては駄だ目めです。私の記憶媒ばい体たいにスプラッチのデータが入ってます。スプラッチは知能の高い友好的な動物です。しかしです、スプラッチには一万匹に一匹の割合で、突然変異体ミユータントが紛まぎれ込んでいるのです。突然変異体ミユータントは人間に敵意を持っているのです。目の前のそれが突然変異体ミユータントです』

　宇宙船の人工知能だった。新天地に住むスプラッチを、何故人工知能が知っているのか、と少しだけ気になった。

『ちょっと待ってください。確かにスプラッチの中に突然変異体ミユータントが紛れ込んでいますが、一万匹に一匹ですよ。偶ぐう然ぜんあなた方を発見した私が、一万匹に一匹の突然変異体ミユータントであるわけがないです。それより早く逃げないと』

　黒スプラッチがブンブンと腕を振っている。

『私は突然変異体ミユータント判定を、九十九パーセントの正解率で出すことができるのです』

　人工知能が平へい坦たんなトーンで言う。

　遼りよう一いちたちは顔を見合わせた。次の選せん択たくが始まりそうだった。ゴアゴアの登場など、少々危険な要素も入ってきている。

『それでは選択してください。待たい機きするか黒スプラッチと移動するかです』

　機き器きの画面が光った。画面に待機と移動の文字が表示され、カウントダウンが始まった。考える暇ひまがなさすぎる。遼一はただ硬こう直ちよくした。

「……確率的に考えればいいのでは？　九十九パーセントは突然変異体ミユータントなんでしょ。だったら待機よ。さっきの外に出るか待機かの選択と同じ」

　奈な々なが迷った様子ながらも言った。

「じゃあ、奈々は待機を押していいよ」

　キサラギは涼すずしげな表情をしている。結けつ論ろんが出ているのか。

　奈々はしばし迷ったあと待機ボタンを押す。解答時間が三十秒に回復する。

「次はあなたに押してほしいけど、考えを聞かせて」

　キサラギが遼一を見た。

　どちらだろうか。奈々の言うとおり、九十九パーセントは突然変異体ミユータントなのだ。だったら、ついていった先には罠わながある。ゲーム中で殺された場合、プレイヤーも同じ末路を辿たどるだろう。

「でも──俺は移動、だと思う」

「なんで移動なの？」

　奈々が遼一を睨にらんだ。

「ストーリー的に、今後はスプラッチがガイドをやると思うんだ。でないと、このアトラクションを利用する意味が薄くなる」

「そんな理由じゃないでしょ。確率的に考えなさいよ」

「あなたは移動を押して。意見の分かれた解答パターンとかもやっておく必要があるしね」

　キサラギが言ったので、遼一は素直に移動ボタンを押した。この解答が間違っていても大丈夫だ。キサラギが正しい選択をすればいいのだ。キサラギの余裕の表情は答えを知っている。

　キサラギは遼一と奈々の顔を見てから口を開いた。

「奈々の言うとおり確率で考えるべきだと思う。ホリーチェストのゲームにはテーマみたいなのがあってね、観かん覧らん車しやのテーマがコミュニケーションだとしたら、今回のテーマは数字じゃないかと思う。だから、確率的に有利なほうを進むのが正解。今回のゲームの攻略方法は数字にある」

「そうか。そうだよな」

　遼りよう一いちはキサラギの意見にうなずいた。冷れい静せいなキサラギの意見だ。

「だから、結けつ論ろんは移動。圧あつ倒とう的に移動」

　キサラギは移動のボタンを押した。

「な、なんでよ」

　奈な々なが目を見張っている。遼一も愕がく然ぜんとキサラギを見た。確率的に有利なのは待たい機きなのではないか？

「奈々のように生まれたばかりの天使はこんな数字トリックに引っかかるの。急ピッチに学校の勉強を詰め込むから、柔じゆう軟なんに考えることができない。数字でいうなら、断然、突然変異体ミユータントである確率は低い」

　キサラギは自信ありげに言った。

『……わあ、やっぱり私を信じてくれたんですね、賢けん明めいな選せん択たくです。それでは早く隠かくれましょう。ゴアゴアが来たらひとたまりもありませんから』

　黒スプラッチが手招きをしている。

「乗ろう。ゴンドラを乗り換えるみたいね」

　キサラギに促うながされ、三人は円形のゴンドラに乗り込む。今度は三人並んで座れるようになっている。たぶんホリーチェスト専用のゴンドラなのだろう。三人はキサラギを真ん中にして並んで座った。

　ガクンと揺ゆれてゴンドラが動き始める。黒スプラッチを信じて移動することになった。

『皆さん、後こう悔かいしますよ』

　人工音声が冷たく言った。そんな声に遼一の背筋がぞくっとした。

　同時にガチャンと腹に金属ベルトが装そう着ちやくされ、足も同様に固定されてしまった。自由に動かせるのは手だけとなった。

「なっ、まさか失敗したのか？」

　遼一はベルトを外はずそうともがいた。

「ゲームセッティングの一部よ。逃げられないようにしているだけ」

　同じく固定されたキサラギは動じていない。

「首にも……」

　首回りにはいつの間にかワイヤーが張られている。このままワイヤーが締しまったら窒ちつ息そくしてしまう。ベルトもそれほどきつくはなかったが、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感があった。まるで拘こう束そく具ぐだ。息苦しい……。

「落ち着いて。私がいるから安心して」

　奈々がこちらを向いて微笑ほほえんでみせた。穏おだやかな奈々の表情に鼓こ動どうは少しだけ安定する。

　周囲が暗転しゴンドラが動いていく。黒スプラッチは、ゴンドラの上で遼一たちを誘ゆう導どうするかのようにリズミカルに体を動かしている。

　本当に信用していいのだろうか。遼りよう一いちはこの選せん択たくに未いまだに懐かい疑ぎ的だった。

　ゴンドラが止まると同時に、背後で轟ごう音おんが聞こえ、三人は体を硬こう直ちよくさせた。

『……しっ。ゴアゴアが暴れてます。ギリギリ助かりましたね』

　黒スプラッチがウインクをした。金属を引ひき裂さくような音は、宇宙船が破は壊かいされているような感じだった。縄なわ張ばりを荒らした存在を攻こう撃げきしている。

「やっぱりおまえは、突然変異体ミユータントじゃなかったんだ」

『はい、私はちゃんとした黒スプラッチですよ』

　黒スプラッチは遼一の言葉に反応して返答をした。ガイドを垂たれ流すだけではなく、対応もできるのだ。

『あのままあそこにいたら、きっとゴアゴアに食べられていましたよ。危なかったですね』

　黒スプラッチの言葉に、遼一たちは顔を見合わせた。アトラクションのゲームオーバーは、実際の死を意味する。

「それより、なんでキサラギは移動を選んだの？　こっちの選択が正しかったようだけど」

　未だにゴアゴアの暴れる音が聞こえる中、奈な々ながキサラギに聞いた。

「言ったでしょ、確率的にこの子は突然変異体ミユータントじゃないって」

　キサラギが黒スプラッチを指さす。

「でも、九十九パーセントは突然変異体ミユータントなはずだよな」

「数字のトリックよ。突然変異体ミユータントは一万匹に一匹の割合なのよ。例えば一万匹のスプラッチを全すべてあの人工知能に判定させるとする。すると、百匹も突然変異体ミユータントと判定されることになる。だって、正解率九十九パーセントだから一パーセントは外はずすの。一万匹の一パーセントは百匹でしょ。でも突然変異体ミユータントはその中に一匹しかいない」

「……なるほどね。突然変異体ミユータントと判定されたとしても、それが本当に突然変異体ミユータントである割合は、百分の一ってわけね」

　奈々がうなずいている。

「まあ、綿めん密みつに計算すると少し数値はずれるけど、そんな感じ。たかだか九十九パーセントの正解率で威い張ばってたあの人工知能が駄だ目めなだけよ」

「キサラギは冷れい静せいなんだな」

　遼一は驚いた。数字で解答が導みちびけるものだったのだ。

「助かったわ。さすがＳＰをやっていたほどの天使ね」

　奈々もここは素直に言った。

「このくらい当然よ」

　キサラギは表情を崩くずさない。

「でも、この調子でやればゲームはクリアできるぞ」

「……これから、少しでも迷ったら私に聞いていいから」

　キサラギは前を見たまま言った。

『ゴアゴアが行ったようですよ。ちょっと様子を見てきます。……大丈夫です、もうゴアゴアはいません。でも、あなた方の乗ってきた宇宙船は完全に壊こわれちゃいました。とにかくあなた方は正しい選せん択たくをしました。このように、このスプラッチの森では確率が大切なんです。少しでも確率のよい選択をした生物が生き残ってきたのです。生存競争の原理ですね』

　黒スプラッチが言った。

『え、なんで私があなたたちを助けるかって？　スプラッチはとても人間に懐なつく種族なのです。それに、私にとって初めて見た人間ですからね』

「この星に人間が住んでいるのか？　新天地じゃないのか？」

『私は見たことがないのですが、森の外に人間の住む街があるらしいのです』

　遼りよう一いちは背景ストーリーを思いだした。宇宙船で新天地を目指した人間たち。遼一たちより先に、この星に辿たどり着ついた宇宙船があるのだ。そして彼らは街を作った。

『……わかりました。それほど言うなら、森の外はずれに案内しましょう』

　勝手に話が進んでいく。どうも、森の外に出るようだ。

　軽快なリズムの音楽が流れ始め、ゴンドラがゆっくりと動き始めた。ストーリーが進むたびに吐き気を感じる。人々を楽しませるアトラクションは、状じよう況きようによってこうも不快に感じるものなのか。

『森の外れに行くには、スプラッチの森を通らねばなりません。そろそろスプラッチの森ですよ』

「うわあ」

　遼一は急展開にのけぞるように驚いた。

『ス、ス、スプラッチー、森に住んでるスプラッチー。スプライトだからスプラッチ。スプライトっていってもサイダーじゃないよスプラッチ……』

　音楽と共にスプラッチソングが流れた。周囲はうっそうとした森となっているが、草木の間から沢たく山さんのスプラッチが顔を覗のぞかせ、リズムに合わせて揺ゆれている。ここはスプラッチたちの住すみ処かなのだ。

『スプスプスプスプ、スプラッチー、キノコの椅い子すでくつろいでー、ドングリばかり食べてますー』

　子供だましのアトラクションとはいえ臨りん場じよう感がある。周囲の木々の間からスプラッチが顔を覗かせ動いている。それでも、三人はそれを楽しむ余裕はなく、ただ表情を固めていた。

『……ちょっと待ってよ』

　声に、いきなり音楽が止まり、ゴンドラもガタンと止まった。

　周辺が薄暗くなり、木の枝にスポットライトが当たる。そこに立っていたのは赤いカラーのスプラッチだった。

『僕たちの村に知らない生き物を連れてきたら駄だ目めだと思う』

　赤スプラッチが体を揺ゆらしながら喋しやべっている。なんだかいきなり雲行きが怪あやしくなった。

『知らなくないよ。彼らは人間だもん』

　ゴンドラの上に立つ黒スプラッチがライトに照らされた。

『人間？』

　周囲のスプラッチが驚いた声を上げた。

『そう、人間だよ。スプラッチが大好きな人間だよ。人間は僕たちスプラッチを可愛かわいがってくれるんだ』

　黒スプラッチが遼りよう一いちたちをかばっている。

『じゃあ、人間だっていう証しよう拠こを見せてもらおうよ。人間だったらスプラッチの生せい態たいについて知ってるはずだもん』

　木の枝にいた青スプラッチが言った。

『いいよ。絶対に知ってるもん。これからスプラッチについてのクイズを出して答えてもらおう。一問でも外はずれたら追放する……で、いいですね』

　黒スプラッチがこちらを向いた。遼一はどきりとした。いきなりすぎる。スプラッチの森からの追放。これは確実にゲームオーバーだ。

『森の外れに行くにはこの道を通らねばなりません。ですが、クイズを一問でも外すとスプラッチたちは道を通してくれないでしょう……』

　三人は顔を見合わせながらごくりと唾つばを飲み込んだ。果たしてどんな問題が出るのか。

『私は黒スプラッチ。知能が高いスプラッチです。スプラッチには五色ありまして、残りのスプラッチの特とく徴ちようはなんでしょう、という簡単な問題です。全部当てたら仲間に入れて差し上げます』

　遼一は安あん堵どした。簡単な問題だ。

「馬ば鹿かにしやがって、キサラギはこのユーロランドに三年もいるんだぜ」

『それでは……怒ると爆ばく発はつするスプラッチは何色でしょう？』

　機き器きのパネルが光る。ボタンの種類は七つもあった。白、緑、青、赤、オレンジ、ピンク、黄色。どれか三つはダミーだ。遼一は周囲を見たが、いつの間にか全すべてのスプラッチが隠かくれていた。

「まあ、簡単な問題だろ。俺はわからないけど、こっちにはキサラギがいる……あれ、キサラギ？」

　遼一は、隣となりのキサラギが硬こう直ちよくしているのを見て啞あ然ぜんとした。

「……キサラギ？」

　キサラギはぐっと唇を嚙かんでいる。

「だって、スプラッチっていうキャラクターができたのはほんの一年前で、基本的にこんなマイナーキャラはできの悪い研修生がかかわることになってる。私はスプラッチなんて売ったこともないし……」

「ちょっと待てよ。一応、ユーロランドで働いてるんだろ。知ってて当然だろ」

「私のランドの表向きの仕事は、女性向けアクセサリーショップ店員なの。子供だましのキャラクターなんて知る必要がない」

「でも、ユーロランドのイメージキャラだぞ。スタッフのモラルとして知っておくべきだった」

「それは結果論でしょ。爆ばく発はつするスプラッチなんて初めて聞いた。危ないじゃん」

「さっきは、迷ったら私に聞け、とか言ってなかったか？」

「スプラッチとか間抜けなキャラクターを知る必要なんかない」

「……赤よ」

　言い合いをするふたりに割って入ったのは奈な々なだった。

「怒ると爆発、赤スプラッチだわ」

　遼りよう一いちとキサラギは急いで赤のボタンを押した。

『……正解でーす。怒ると爆発赤スプラッチでーす』

　切り株の上にいた赤スプラッチがスポットに照らされ、ゴンドラが再び動きだす。しかし、すぐにゴンドラが止まり、次の問題が提てい示じされた。

『それでは、ちょっと乱暴、何スプラッチでしょうか』

　遼一とキサラギは急いで奈々を向いた。

「知らないの？　常じよう識しきよ」

　奈々はすました表情だ。

「ちょっと乱暴、オレンジスプラッチとか？」

「オレンジはいないわ。ちょっと乱暴、青スプラッチ」

　奈々は青ボタンを押して言った。遼一とキサラギも青を押す。

『正解です。ちょっと乱暴、青スプラッチでした。では、すごく優やさしい何スプラッチ？』

「……奈々、何色？」

　キサラギが奈々を見る。

「キサラギって、スプラッチをマイナーだとか間抜けなキャラクターって馬ば鹿かにしてたわよね」

「……それは謝あやまる。これから受け入れる」

「すごく優しい黄色スプラッチ」

　奈々が首をすくめて言った。解答は当然正解。

『最後に──とてもおいしい、何スプラッチ？』

「おいしい？　そんなスプラッチがあるのか。でも緑が出てないから緑か？　いや、緑はこの森で目立たなさすぎるよな。となると別の色か」

　遼りよう一いちは首を傾かしげて奈な々なを見た。

「遼一もユーロランドに来て、何も見てないのね。私が一いつ生しよう懸けん命めい売ってたグッズに興きよう味みもなかった。てことは、私にも興味がないのよね」

「……そうだ、ピンクだ。奈々が言ってたのを思いだした」

　遼一はアンナが、ピンクは食べられちゃうんですよ、と言ってたのを思いだした。

「当たり。でも、遼一に説明したかな？」

　奈々は首を傾げながらピンクのボタンを押した。

『……正解でーす。やっぱり、皆さんは私たちの友達でしたー。これで森を通り抜けられます』

　黒スプラッチの言葉に、遼一とキサラギはぐったりと息を吐いた。

　再び周囲が明るくなり、スプラッチたちが踊おどり始めた。

『普段は穏おだやかスプラッチー、でも怒ると爆ばく発はつ、赤スプラッチー、頭がいいんだ黒スプラッチ、ちょっと乱暴だよ青スプラッチー……』

　ゆったりと進むゴンドラの中で、遼一は汗をびっしょりとかいていた。キサラギも疲労している。スプラッチソングに強きよう烈れつな嫌けん悪おを感じた。

『スプラッチの森を抜けました。そろそろ森の外はずれです』

　スプラッチソングが終わり、周辺が薄暗くなった。水の流れる音だけが聞こえる。真っ暗なトンネルを抜けると、広めのスペースに出た。

　ゴンドラが入ったのはシンプルな深緑の部屋だった。申もうし訳わけ程度に木々や造花が置いてあるだけの部屋。たぶん、ホリーチェスト専用の部屋だ。こんな部屋を一般公開するはずはない。周囲からは生なま温あたたかい風が吹いてくる。

　ぽたりと汗が流れた。このシンプルさが逆に恐怖を増ぞう幅ふくさせる。やはり恐怖は外から来るものではなく、自分の中から発生させているのだ。

『ここは森の外れです。ここから森の外に出ることができます』

　ゴンドラがぴたりと動きを止めた。

『そして森の外に出るルートは三つあります』

　静かな空間に黒スプラッチの声が響ひびく。

　同時に部屋が薄暗くなり、光る三つの扉が見えた。三つのルート。Ａ、Ｂ、Ｃとマークが振ってある。

『ただし危険ですよ。森の外への道はゴアゴアの縄なわ張ばりだからです。三つに二つはゴアゴアが潜ひそんでいます。ゴアゴアは二頭いるのです』

　部屋には遼一の息づかいだけが響いていた。奈々とキサラギは安定している。恐怖という感情をしっかりと管理していた。

『よって、三つのルートのうち、外に脱出できるのはひとつだけです』

　最後の関門。それは正しい道を選ぶこと。

『この脱出が最終選せん択たくになります。どのルートを選ぶかです』

　ボタンが光った。三分の一の冷れい酷こくな運試しを強制されている。

「……アンフェアだ。こんなのおかしいだろ」

「Ａよ」

　遼りよう一いちの横でキサラギが言った。

「なんでＡなんだ？」

「スプラッチの森のクイズ中に、スプラッチたちがひそひそ会話をしていた。Ａのルートは、十回に四回は安全に通れるって。Ｂのルートは十回に三回。Ｃのルートも十回に三回って」

　キサラギが答えた。

「私も聞こえた。微かすかな声量だったけどね。確率的に解答を導みちびくのならＡルートね」

　奈な々ながうなずき、Ａのボタンを押した。続いてキサラギもＡを選択。ふたりはあの状じよう況きようでも周囲に気を配っていたのだ。あの単純なクイズの真の目的はそこにあったのかもしれない。慎しん重ちようさと冷れい静せいさを試されていた。

『Ａのルートを選びましたか。よく知っていましたね。確かにＡのルートは一番安全です。その昔、スプラッチたちが人間に会いに外に出たことがありました。Ａのルートは十匹のうち四匹は無事に外に出ることができましたよ。ＢとＣのルートは共に、十匹に三匹しか無事に外に出られませんでした』

　遼一は大きく息を吐いた。奈々とキサラギは正しい選択をした。しかし、ゴンドラが動く気配はない。

『……ここでお知らせがあります。実は私はどこのルートにゴアゴアが隠かくれているのか知っているのです。だって、知能の高い黒スプラッチですから』

　ゴンドラの上に乗る黒スプラッチが不意に振り向いた。

『……でも教えません』

　黒スプラッチの声のトーンが低くなった。

「なんで教えてくれない？」

『森から出ていってほしくなかったんです。でも決意は固いようでした。どうせ別れることになるなら、あなた方が死んでも同じですから』

　自分の目の前から消える結果は同じだ、と言っているのだ。

『こんなに私たちは人間を愛したのに、受け入れてくれませんでした。やはり、別の存在なのです。そんな歪いびつな愛は残ざん酷こくな結果しか生まないのです。ですから、人間を愛しては駄だ目めです。感情を向けてはいけません……』

　誰だれに言っているのだろうと思った。ホリーチェストを受ける天使たちに言っているのか？

　ゴンドラは動かない。まだ何かあるのか。それとも、何かに失敗したのか。

　どこからか獣けものの咆ほう哮こうが響ひびいた。地鳴りのような低い音だった。

「……痛い」

　キサラギが硬こう直ちよくしたままつぶやいた。いつの間にか遼りよう一いちは、隣となりのキサラギの手をぎゅっと握にぎってしまっていた。

『私はどこのルートにゴアゴアが潜ひそんでいるか知っているのですよ……』

　黒スプラッチがもう一度同じことを言った。

　握った手からキサラギの震ふるえが伝わってきた。奈な々なの呼吸がわずかに乱れた。

　爆ばく発はつ音おんのような咆哮が響きわたり空気がびりびりと震えた。

　意い識しきが飛びそうになった瞬しゆん間かん、Ｃの扉がガタンと開いた。

「わーっ！」

　奈々が絶ぜつ叫きようした。

　扉を破るかのごとく出現したのはティラノサウルスの頭部のようなものだった。牙きばを剝むきだした猛もう獣じゆうがぎゃーぎゃーと激はげしく咆ほえ、鼓こ膜まくが強きよう烈れつに痛んだ。

　隣ではキサラギが必死に自分を固定しているベルトを外はずそうともがいている。ゲームの失敗を悟さとって逃走を図ろうとしている。

「ちくしょう！　こんなところで」

　キサラギのベルトは外れない。

「どこかで選せん択たくを間違えた。あんたがＡとか言うからよ！」

　奈々がゴンドラを殴なぐりつけた。

「そっちだって同意したでしょうが！」

　扉から顔を出しているのはゴアゴアだ。巨大な口をガチガチと鳴らしている。

「待て、落ち着けおまえら、なんだか大丈夫そうだぞ」

　遼一は悲鳴を上げるふたりを制した。ゴアゴアが扉から出てきて襲おそってくる様子はない。遼一たちへのペナルティも同様に起こる気配がない。

『安心してください。洞どう窟くつの出口が狭いので、ゴアゴアはこちらに来ることができないのです』

　黒スプラッチがそう言った。

　それでも、遼一の心しん臓ぞうは爆ばく発はつ寸前だった。人工物の首とはいえ、とてもリアリティのあるものだった。生きているかのように動いているのだ。

「……だと思った」

　キサラギが汗を拭ぬぐった。

「ゴアゴアめ」

　奈な々ながゴアゴアを睨にらみつけている。

『私はどこにゴアゴアが潜ひそんでいるか知っていたのです。ですから、あなた方が選ばなかったＢとＣのルートの中からＣに潜んでいるゴアゴアをおびき寄せたのです。Ｃのルートにゴアゴアがいるのは知っていました』

　黒スプラッチは何を言っているのだろうか。

『ゴアゴアは二頭いるのですから、残り一頭です。ＡとＢのどちらかにもう一頭が潜んでいることになります。……どうです、もう一回選び直してもいいですよ』

　再びボタンが光った。再さい選せん択たくのチャンス。

『ボタンを押さなければ、そのままＡとなります』

　Ａ、Ｂ、Ｃの三つのボタンが光っている。

　奈々と遼りよう一いちはキサラギを見た。

「……わからない。この行動が何を意味してるかもわからない」

　キサラギは首を振った。

　そんな中、カウントダウンが始まった。三十秒の選択時間がすり減っていく。

「確率の問題でしょ。生き残れる確率の高いルート選択をするのが正解だわ」

　奈々が言った。

「待てよ、考えてみろ。黒スプラッチは前ぜん提ていとしてどこにゴアゴアがいるかを知っている。選ばなかった二つのルートから、ゴアゴアがいるルートを教えただけだ。俺たちにとってなんのメリットもない行動だ。確率は変動しない。Ａのままでいいってことになる」

　ＢとＣには必ずゴアゴアが含まれている。正解は一つしかないのだから。そのうち、黒スプラッチは意い図と的にハズレを見せただけなのだ。意味のない行動だった。

「黒スプラッチの意図が問題なの？　なんでわざわざ選択に関係ないハズレを見せたか」

　キサラギが垂たれ落ちる汗を拭ぬぐいながら考えている。

「例えば……正解はＡなの。私たちが最初に選んだルート。でも、私たちをだまそうと、答えを変えさせようとしている、とか」

　奈々が言った。

「待て、Ｃも選択できる。ゴアゴアがいるＣを選ぶのはどうなんだ？」

「それはトラップじゃない？　Ｃが正解とは思えない」

　遼一の言葉に、キサラギが首を振った。

「確率的にはＡのルートが一番ゴアゴアが出にくいのはたぶん本当。噓うその情報を流したりはしないの」

　遼一は頭の中で必死に情報を整理した。
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　ただし、基本的にこれは三つのルートが存在したときのものだ。現在のルートは二つに減っている。現在は二つのうち一つを選せん択たくする状じよう態たいなのだ。

「……時間がなくなる。とりあえず押すぞ」

　残り三秒で、遼りよう一いちはＡのボタンを押した。タイムリミットが三十秒に回復する。

　解答が出ずに混乱する三人をよそに、黒スプラッチは静かに視線を向けている。全すべてを知っている立場から、慌あわてふためく三人を見下ろしている。

「きっとこれが最後の選択だわ。これまでの選択に何かヒントがあったのかもしれない。黒スプラッチの行動の真意がわかるようなヒント」

「黒スプラッチの行動まで要よう素そに入れないといけないの？　それはフェアじゃない」

　奈な々なとキサラギが視線を交わして議ぎ論ろんをしている。

「フェアじゃなくても受け入れるしかないわ。黒スプラッチが私たちをどうしたいのか」

「所しよ詮せん架か空くうのキャラクターよ。そいつが何を考えてるか、なんてわからない」

　キサラギがゴンドラに乗っている黒スプラッチを殴なぐりつけた。

「もともとＡは生存率四割で一番安全なルートだったわ。その確率は動かないはずだわ。全すべてを知ってる黒スプラッチは、選択に関係ないハズレのルートを見せただけだもの」

「じゃあ、Ａにすれば。こんな問題、どの解答を選んだって同じよ」

「その態たい度どはなによ。あんた、お姫様を助けたいんでしょ。だったら、思考の放ほう棄きは最低よ」

　奈々がキサラギの胸ぐらをつかんでいる。

「私の責任にしないでよ。ここで死んだって……他ほかの誰だれかが助けてくれればいい」

「なんで、諦あきらめるのよ！」

「やめろよ。そんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　遼一は喧けん嘩かをしているふたりを怒ど鳴なりつけた。

「……あんたたちは気楽よね。だって、部外者だもん」

　キサラギは、力なく言いＢのボタンを押した。なくなりかけていたタイムリミットが三十秒になる。最後の三十秒となった。

「部外者じゃないわ。命を賭かけているもの」

「でも、それだけじゃない。天使とかバグとかも関係なくただ巻き込まれただけ。下らないことって言ってたじゃない」

「私は天使の姫を助けたいと思ってる。最初は巻き込まれただけだと思ってた。でも、解放してあげたい。だって、私は彼女の気持ちが理解できるもの」

　奈な々なはそう言った。宿主を食べられなかった天使の姫の気持ち。

「……そう。じゃあ任まかせる。どっちか選べばいいだけ。奈々が選んでいいよ」

　キサラギは奈々に言った。

「わかった。私が決めるわ」

　奈々は小さく息を吐いてボタンに指を添そえた。

　タイムリミットまで十秒を切った。奈々の選せん択たくは？

「やっぱり、この森の秘ひ密みつは数字にある。確率という厳げん格かくなルールが存在する……」

　奈々は瞳ひとみを閉じてつぶやいている。

　奈々は思考の放ほう棄きをしていない。彼女だけは、論ろん理り的な解決を目指していた。

「黒スプラッチもゴアゴアも雑音」

　タイムリミットがなくなる……。

　遼りよう一いちは奈々の言葉を反はん芻すうしていた。もともとＡは生存率四十パーセントで一番安全なルートであり、その確率は動かないはずだと。全すべてを知ってる黒スプラッチは、選択に関係ないハズレのルートを見せただけなのだ。ふと思った。だとしたらＢの生存率三十パーセントも動かないのでは？

「……残りの三十パーセントはどこに消えた？」

　遼一はぼそっとつぶやいた。Ｃルートの生存確率の三十パーセントの希望。しかし、ゴアゴアがいたことで希望は消えた。その希望はどこにいったのだろうか。

　遼一の言葉に奈々がわずかに反応した。

「奈々、早く決め……」

「静かに」

　遼一はキサラギを制した。

「答えは決まったわ」

　残り一秒、奈々が押したのはＢのボタンだった。

　黒スプラッチの誘さそいに乗った。最初のＡのルートから変更をした。

『私とはここでお別れです。この森を抜ければ、人間の街に出られます。やはり、人間は人間としか通じ合えないようです』

　黒スプラッチがそう言い、全てのスプラッチが手を振るのが見えた。

　ゴンドラがゆっくりと動きだす。Ｂの扉が開いた。

「たとえ間違っても、奈な々なを責めないから安心して」

　キサラギが小さく笑った。

「俺はこれが正解だと思う。黒スプラッチは俺たちを殺す気はなかった。だから、もう一度選ぶチャンスをくれたんだと思う」

「遼りよう一いちは、すぐに変なものに感情移入するのよね。スプラッチなんて、ただのぬいぐるみじゃない」

　奈々がクスッと笑った。

『それではさようなら。Ｂのルートにゴアゴアがいなければ、五分程度で外に出られるでしょう。しかし、ゴアゴアがいた場合、あなた方の首に巻き付いたワイヤーが締しまり窒ちつ息そく死しをしてしまいます。それが間違った選せん択たくのペナルティです』

　黒スプラッチの冷れい酷こくな言葉を聞きながら、三人はＢの扉へと突入した。

　真っ暗だった。暗くら闇やみの森のイメージ。

　獣けものの咆ほう哮こうが聞こえた。そんな音に、遼一の鼓こ動どうが乱れた。苦しかった。無重力の宇宙空間に放り出されたかのように上下感覚を失った。

　……苦しい。

　運命の審しん判ぱんを待つ時間。判決のとき。有罪か無罪か……。遼一の視界がぐるぐると回っている。動き続けるゴンドラは三人をどこに運んでいるのか。

「ねえ遼一」

　奈々の穏おだやかな声が聞こえた。

「……やっぱりさ、別の存在とは心が通じ合えないのかな」

　奈々がぽつりと言った。

「どういうことだ？　スプラッチと人間？」

　遼一は震ふるえる声で返答した。

「天使と人間。私は意外に人間のことは好き。でも、遼一はどう？」

「……俺の知ってる天使は少ないから。でも、ジェシカとか奈々は好きだけどな。奈々と一緒に暮らしていたときは楽しかった」

「噓うそよ。喧けん嘩かばかりしていたもの。君は私を部屋から追い出そうとしてた」

「それは、やっぱり兄妹でもないのに、一緒の部屋で暮らすのは無理があるだろ。だから、美み穂ほの家とかを薦すすめたときはあった」

「私は美穂のことは好き。彼女との思い出は、なんだか温あたたかいの。このユーロランドでも美穂のことを思いだしてた。美穂のことを考えると、とってもいい気分になるの」

　奈々は小さく笑みを浮かべて胸に手を添そえている。

「でもね、遼一のことを思いだすと、なんだか胸が痛くなるの。美穂と違って君との思い出は変な感じ。尖とがってる気がする。だから……」

「だから俺を避さけてた？」

「うん。残された時間、美み穂ほとはもっと思い出を作ろうと思った。でも、君とはもう会わないほうがいいと思ったの。だって、これ以上胸を痛めたくないから」

　遼りよう一いちは奈な々なの素そっ気けない態たい度どを思いだした。それは奈々なりの決意だったのだろう。

「でも、会わないって決めたらもっと胸が痛くなったの」

「奈々……」

「ちょっとやめて！」

　割って入ったのはキサラギだった。

「……困る。真ん中にいる私はどんな顔すればいいの？　考えて、このゴンドラは三人乗りなのよ。その会話はよくわからないけど、なんだか困るの」

　キサラギが不満げに両手を広げた。

「あなたたちこそ、諦あきらめムードじゃない。最後にこれだけは言っておきたかった、みたいなのはやめてよね」

　キサラギの口調に、遼一は小さく笑った。強きよう烈れつな息苦しさが和やわらいだ。

「大丈夫。きっと大丈夫。チェストは開く。そして、外に出たとき、状じよう況きようは好転してる」

　キサラギが囁ささやき、遼一の手を握にぎった。見ると奈々とキサラギも手を繫つないでいた。三人は手を握り合ったまま森を抜ける……。
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　突とつ如じよ、三人は強きよう烈れつな光に包まれた。フラッシュが焚たかれたかのようで、遼りよう一いちはゴンドラの上でのけぞった。

「…………」

　全すべての感覚を失ったかのようだった。選せん択たくを外はずして死んだのだろうか。いや、自分の心しん臓ぞうの音が聞こえる。呼吸の音も耳に入った。酸素は依い然ぜん供きよう給きゆうされている……。

「……遼一」

　奈な々なの声が聞こえた。

「森の外に出たわよ」

　遼一はそっと目を開けた。

「……ここが森の外か？」

　外ではなかった。四方をスクリーンに囲まれた部屋の中だった。緑に覆おおわれた建造物がスクリーンに映っている。アトラクションの外ではなく、森の外という設定の場所だった。

　これが人間の街なのだろうか。森に沈んだ街。部屋にはスモークが焚かれて、霧きりの中のようにもやもやとしていた。

　なんだか、その景色はどこかで見たような気がした。

　そのとき、カチンと腰と足のロックが外れ、部屋にファンファーレが響ひびき渡わたった。キラキラとした紙かみ吹雪ふぶきが舞まっている。ゲームが終わったのだ。

　首を圧あつ迫ぱくしていたワイヤーも取とり除のぞかれた。細いワイヤーがなくなっただけで、これほどに安あん堵どと自由を感じることができるとは……。

「終わった。ゲームをクリアしたのよ」

　キサラギが声を上げた。

「……よかった。なんだか、すっごい疲れた」

　奈々がキサラギ越ごしに、遼一の手を握にぎった。

「ありがとう奈々。奈々のおかげだ」

「……だから、私越しにやめてよね」

　キサラギが不満げにしていたので、遼一は奈々とキサラギを抱きしめてやった。

「俺たちはやったぞ」

「やめてよ、中に入れてほしかった訳わけじゃないの」

　キサラギは苦笑いしながらため息を吐いた。

「それより、チェストは。ゴールのこの部屋にあるはずでしょ」

　奈々が言い、ゴンドラから飛び降りた。

「……あった。ここにあった」

　ゴンドラから降りたキサラギが、部屋の端はしに置いてあった大きな宝箱を見つけた。

「どう？」

　奈な々なの言葉にキサラギは首を振って、中に入っていた物を取りだした。

　キサラギが奈々に放り投げたものは、黒スプラッチのぬいぐるみだった。当たりのチェストは依い然ぜん見つかっていない。

「とりあえず、データ送信は停止された。これでこのアトラクション周囲のエリアは守りやすくなる」

　キサラギはふうっと息を吐いた。

「そういえば最後の選せん択たくは、やっぱり勘かんだったのか？　それとも黒スプラッチを信用したとか」

　最後のルート選択。奈々の選択の真意はなんであったのか。

「あれは確率よ。黒スプラッチの思惑おもわくとか、生ぬるいノイズは入る余地のない、純じゆん粋すいな確率の問題だったの」

「でも、安全さで言えば、確率が高いのはＡで動かない」

「数字のトリックよ。私も最初に失敗しているから、柔じゆう軟なんに考えることにしたの。これは、ＡとＢのどちらかを選ぶものではなく、Ａの扉一つか、ＢとＣの二つの扉を選ぶかっていうもの。考えて、当たりの扉を選ぶゲームで一つしか選べないより二つ選べたほうが有利でしょ」

「まあ、そうだけど」

「最後の選択もそう。Ａで当たる確率は四十パーセント。で、ＢとＣの二つを選んで当たる確率は合計六十パーセントとなるわけ」

　奈々は黒スプラッチを撫なでながら言った。

「……なんとなくわかるんだけど、ちょっと複ふく雑ざつだな」

　遼一は首を傾かしげた。

「扉が三つだからわかりにくいのよ。例えば扉が百個だったとする。１から[image: ]までの数字を振るの。その中に当たりは一つ。遼一は１の扉を選んだとする。で、私は当たりの場所を知ってるから、２から[image: ]の扉のハズレを一個ずつ開けていくの。そして九十八個の扉を開けて、残ったのが２の扉。ねえ、もう一度選び直していいって言われたらどうする？」

　当たりは１か２の扉のどちらかだ。しかし、この場合は明らかに二分の一の確率ではない気がする。最初に選んだ１の扉は百分の一の確率のままなのだ。当然、２の扉に鞍くら替がえしたほうが断然有利な気がする。

「もう少しで理解できそうだ」

「それで、もう一度最初の説明に戻すわね。いろいろノイズがあるけど、このゲームは三つの箱のたった一つの当たりを引くルールなの。三つの箱から当たりを引くのに、遼一は二つ選べるのと一つしか選べないのだったらどっちがいい？」

「そりゃあ、二つ選べたほうが当たる確率は高いだろ」

「そう。それで当たりがどこにあるか知ってる私は、遼一が選んだ二つのうち一方を開けて見せてあげるの。ハズレの箱をね。重要なのは私がどこに当たりがあってどこがハズレかを知っているってこと」

　後からハズレを開けて見せられようと、最初に二つの箱を選んだという有利さは変わらないのだ。

「なるほどな」

「ね、そういうこと。遼りよう一いちの言葉もヒントになったわ。三十パーセントがどこに消えたか。でも、数字は消えていなかった」

「早く外に出よう。もうこのアトラクションに用はない」

　キサラギが靄もやに包まれた部屋の出口を探している。

　遼一はまとわりつく靄を払いながら、部屋のスクリーンに映った街を見ていた。やはり見たことのあるような風景だった。

「出口の扉が見つかった。行こう」

　出口を見つけたキサラギが呼んでいる。

「どうしたの、遼一？」

　出口に向かいかけた奈な々なが遼一に振り向いた。

「この部屋……このスクリーンに映った景色は東京だ。ほら、あれは東京タワーで、あっちが都庁」

　緑の森に沈んだ街は東京だったのだ。緑に覆おおわれた高層ビル群に、ぼきりと折れている東京タワー。

　地球から脱出したはずの人間たちは、地球に戻ってきてしまったのだ。その地球は、深い森に沈んでいた。

　ぬいぐるみの中から人工音声が聞こえた。

『……そうです。だから、私たちは人間のことを知っていたのです。地球から脱出する前の人間は、私たちスプラッチを可愛かわいがってくれました。でも、私たちを捨てて脱出してしまったのです。何故なぜ、地球から脱出したかは、また別のお話なのです』
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　変化だった。

　アトラクションの外に出た三人は啞あ然ぜんとしていた。閑かん散さんとしたレジャーランドの姿がそこにあった。このアトラクションを守っていたはずの天使たちも、入場客の姿も見えなかった。誰だれもいない路上に空あき缶かんがコロコロと転がっていた。

　何が起こったのだろうか。

「天使たちは、私たちのチェスト解かい錠じようを確かく認にんして、別のエリアに攻めていった可能性はあるけど、人影がここまでないのはおかしいよね」

　キサラギが周囲を見回しながら言った。

「スプラッチの森攻略に意外と時間がかかったから、その間に何かがあったんだわ」

　奈な々ながガイドモニターの時計を見ている。現在午後七時。閉園の十時まであと三時間はある。

「もしかしたら解決したんじゃないか？　入場客も逃がしている」

　たぶんそうだろう。天使たちはなんらかの解決方法を見いだし、入場客の大半の保ほ護ごに成功した。多少は被害があったものの、やはり最さい善ぜんの結果を導いたのだろう。

『ホリーチェスト攻略は順調ですよ。プレイヤーはがんばってますね。パチパチ』

　ガイドモニターで、遼りよう一いちたちを判別したスプラッチが拍手をしている。

「順調ってことは……まだクリアしていないってことよね」

　奈々が顔をしかめた。

『残りのチェストは──あと一つでーす』

　当たりはまだ出ていない。小鳥の解放はラストチェストまで持もち越こされたことになった。

『残り時間はあと三時間ぐらいでーす。楽勝ですね』

「チェストを解錠せずとも、なんらかの解決があったのかもしれない。とにかく、状じよう況きようを確かめるために本部へ行こう」

　キサラギが言い、三人は本部へと走った。

　走る途中、入場客の姿を発見した。その場所だけ、笑顔を浮かべる人々が休きゆう憩けいしたり歩き回ったりしている。

「ライブカメラ対策。ライブカメラの周辺だけ、行動操作をした人間を配置しているの。通常のユーロランドを演出している」

　キサラギはそんな人々を一いち瞥べつして走っていく。奈々が一いつ瞬しゆんだけ立ち止まり、視線を向けていた。美み穂ほを捜さがしているのかもしれない。

　必要な場所にだけ人間を配置する、レジャーランドのシステムを放ほう棄きした上うわっ面つらの営業となっていた。体てい裁さいだけを整えている。それでも、問題解決となったなら些さ細さいなことではあるが。

　本部のある緑地エリアに駆かけ込み、遼りよう一いちがまず目にしたのは野外ステージだった。ステージの上では相変わらずやる気のない造ぞう形けいのぬいぐるみが踊おどっており、数人の子供がステージに上がっていた。しかし閑かん散さんとした客席には数人の大人おとなしか座っていない。

　あれだけ溢あふれかえっていた人々はどこに行ったのだ？

「……非常口から逃がしたんだわ」

　奈な々ながつぶやいた。

「美み穂ほも外に出てればいいんだけどな」

「これだけ人がいないのだから、確率的に美穂が脱出している可能性が高いわ」

「さっきのスプラッチの森での数字的に解決する癖くせがついてるんじゃないか？」

　遼一と奈々は顔を見合わせて小さく笑った。胸の奥おくの不安は消えることがなかったが、少しはしぼめることができた。

　そんなとき、キサラギの声が聞こえた。

「……でしたら、東京の天使を使って攻略するべきでは？」

　見ると、本部となった売店の外から、キサラギが両手を広げて意見している姿があった。

「お黙だまりなさい」

　中からは静かな声が聞こえた。小さな声だが周囲の空気が振動するかのように耳に伝わった。

「チェストはラストワンです。ここは姫の救出を優ゆう先せんするべき……あっ」

　キサラギがいきなり頭を押さえてうずくまった。

「どうした、キサラギ？」

　駆かけ寄よると、キサラギを冷たい視線で見つめるお姉ねえ様の姿が見えた。彼女がなんらかの能力を使ったのかもしれない。

「何か問題でもありましたか？」

　声に振り向くと、背後にリサが立っていた。

「リサ……どうした、それ」

　リサのコスチュームはべっとりと血に濡ぬれていた。

「ほとんど返り血ですので、着替えに戻ってきたのですよ。奈々もチェストを無事に開けられたようで何よりです」

　リサは平へい坦たんな口調で言うと、うずくまるキサラギに近づいた。

「チェスト解かい錠じようは続行中ですよ。無む駄だな行動は差し控えてください」

　リサはキサラギを立ちあがらせた。

「でも、姫は……」

「問題解決に向けて最さい善ぜんの行動を取っております。それぞれの天使が勝手なことを言えば混乱します。私たち天使は行動するだけですよ」

「大丈夫なの？」

　リサに支えられて歩いてきたキサラギを、奈な々なが抱きかかえた。

「いきなり頭が痛くなって……」

　キサラギが頭を振っている。

「お姉ねえ様のご機き嫌げんをこれ以上損ねないでください」

　リサは冷たく言った。

「それより状じよう況きようを聞きたい。どうなってる？」

　遼りよう一いちはリサに聞いた。

「順調ですよ。残るチェストはあと一つ。クーデターサイドは後退し、中央広場に立てこもっている状況です」

「入場客の大半は逃がしたんだろ？」

「大半とは言いませんが避ひ難なんさせましたよ。……数十人ほどですが」

「数十人だって？」

　遼一は啞あ然ぜんとした。

「社会的な地位が高い人間やＶＩＰパスポートを持っている方を優ゆう先せんして非常口から脱出させました。閉園前に帰る人間は少ないので、この程度が限界でしょうか」

「ちょっと待て、社会的地位とかが関係あるのか？」

「保ほ護ごする優先順位としての明確な基準となりますからね」

「金じゃないだろ。せめて順位をつけるなら、地位とかじゃなく子供優先とかにするべきだろ。金があれば助けるのか。おかしいぞ、勘かん違ちがいしている」

　遼一はリサの胸ぐらをつかんでまくし立てた。

「お金ですよ。勘違いしているのは遼一さんでは？　社会的地位やお金を悪だと考えてはいませんか。それは勘違いです。それらは絶対的な正せい義ぎなのです。それだけの努力をしてきたわけであり、そんな人々は人間社会の中で重要な役目を担になっています。優先して保護するのは当然ですよ」

　リサは平へい然ぜんと言った。

「人間の命に上下はないぞ」

「そうです、上下はありません。そして、私たちはその上で社会的地位などの要よう素そを加か味みして助ける順位付けをしたのです」

「ねえ、そんな些さ細さいな事柄はどうでもいいわ。問題は、残りの大半の人間はどこにいるのか」

　奈々が遼一とリサの間に割って入った。

「二千人ほどは依い然ぜんクーデターサイドに。天使たちの攻こう撃げきにより退却し、現在中央広場で防ぼう衛えいしているようです」

「残りは？　残りの一万人以上は？」

「クーデターサイドを包囲するための壁かべとして配置しております。マーキングした人間で、広場の周囲を囲んでいます。水路があるとはいえ、逃走の可能性はありますからね」

「武器として利用しているってこと？」

「武器ではありません。戦略的共きよう闘とうと表現するべきでしょうか」

「いい表現じゃない」

　奈な々なが皮肉げに笑った。

「もう逃がしてやるべきだ。閉園前だからとか関係ないだろ。保ほ護ごした人間から外に出せばいい。それが今やるべき行動だ」

「続行ですよ。全すべて順調です」

「何が順調だ！」

　遼りよう一いちはリサを突き飛ばして走った。

「──お待ちください」

　リサを無視して本部に走り遼一は立ち止まった。本部の中の椅い子すにはあの女性が座っている。こうなったら、直接意見するしかなかった。

　中央の机の上にはマップが置いてあり、天使サイドを示す白いポーンで埋うめられていた。天使とバグの戦いは最終局面を迎えている。

「……何を見ているの」

　お姉ねえ様の声が聞こえた。遼一はただ硬こう直ちよくし立ちつくしていた。彼女の顔を見ることができなかった。全身が震ふるえ、歯がガチガチと鳴った。妙な冷気を感じた。

　彼女の横ではあのペットの男が立っている。テーブルの横に立つ二人の天使がいたが、ただ無言でマップを見つめていた。

「入場客を……脱出させてほしい……」

　遼一はなんとか声を絞しぼりだした。息苦しかった。声が喉のどにつっかえてしまう。

「天使たちは人間を守るためにいるんじゃないのか？」

　それでも、遼一は続けた。

「下がってください。私たちは人間を守るために行動をしています」

　リサが遼一の肩をつかんだ。

「今後人間と天使の関係のためにも、人間を道具扱いすることはやめてほしい」

「遼一、行こう」

　奈々が遼一の手を握にぎっていた。

「これから奈々は、この集団の中で活動するんだろ。こんな非人道的な集団であってほしくない。俺は奈々に、そんな場所で働いてほしくないんだよ」

「囀さえずるな。人間ごときが」

　お姉様は遼一には目もくれず、隣となりに立つ男を抱き寄せている。

「ふざけるな、天使ごときが！」

　遼りよう一いちはテーブルを殴なぐりつけて叫んだ。並んでいたチェスの駒こまがバラバラと床に落ち、周囲にいた天使たちが息を吞のんだ。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、すっとお姉ねえ様が顔を上げた。遼一が身構えたとき、本部に天使が走り込んできた。

「報告します。ラストチェストが解かい錠じようできません。解錠に失敗して三人が死亡。チェスト解錠チームの総数は残り三チームとなりました。クーデターサイドのミズホは依い然ぜん中央広場に。ストアエリアは混乱しており、交戦により被害が拡大して……」

「お黙だまり！」

　いきなりお姉様が叫んだ。爆ばく風ふうを感じて遼一はのけぞった。

　声はそれほど大きくなかったが、強きよう烈れつな痛みを感じた。ツーンと痺しびれを感じた鼻を触さわってみると、ぼたぼたと血が垂たれている。お姉様の隣となりに立っていた男が、糸が切れたかのように崩くずれ落ち口から泡を吹いた。

「チェストの解錠は後回しよ。クーデターサイドのバグたちを殺しなさい」

　お姉様が床に倒れた男を抱き起こしながら言った。

「この期ごに及んでチェストが後回しなんて……」

　横に立っていたキサラギが口を挟みかけたとき、リサがいきなり彼女を突き飛ばした。

「いいですか。閉園まであと少しです。それまでに問題解決をします。平へい穏おんないつもの日常を私たちで作るのです」

　リサはお姉様に振り返り一礼してから、三人の手を引き本部から引ひき離はなした。

「大丈夫、遼一？」

「ああ。ただ、すごく頭が痛い」

　遼一は頭を押さえながら奈な々なに答えた。

「それより、チェスト解錠はどうするのよ。あとひとつ開ければ、彼女を救出できるのよ」

　キサラギがリサの胸ぐらをつかんでいる。

「タイムオーバーの可能性もありますね」

　リサは平へい然ぜんと言った。

「まだ閉園まで時間があるでしょ」

「中央広場で防ぼう衛えいしているクーデターサイドとの対決の時間も考こう慮りよしなければなりません。チェスト解錠の猶ゆう予よはありません」

「だから、東京の天使たちがチームを組んで参加すればいいって言ったのよ。私みたいに戦せん闘とうしかできない天使じゃなくて、頭もいいんでしょ」

「東京の天使たちは、ホリーチェスト参加を拒こばんでいます。運という要よう素そもあるので、参加に慎しん重ちようなようですね」

「そんな馬ば鹿かな。危険を冒おかしてでも姫奪だつ還かんは果たすべきでしょ」

　キサラギに怒ど鳴なられたリサは、それでも涼すずしい顔をしている。

「最重要なのはクーデターの鎮ちん圧あつです。中央広場に立てこもっている敵の殲せん滅めつです。そのとき、邪じや魔まになるのはライブカメラであり、そのため、ユーロランドの電源をシャットダウンすることになります。停電を装よそおい、その時間内に対決をするのです。その対決のときは間近ですよ」

　その言葉にキサラギが啞あ然ぜんとしている。

「どうしたキサラギ」

　遼りよう一いちはふらふらとしているキサラギを支えてやった。

「……シャットダウンしたら、アトラクションも停止してホリーチェストが失敗するじゃん。チェストに入っている姫だって死ぬ」

「なあリサ。それは本当か？　彼女が死んだら、天使たちだって困るだろ。また人間を食べないといけなくなる」

　遼一は震ふるえるキサラギを抱きながら言った。

「もちろん重要です。ただし、天使の命に上下はありません。私たちは人間社会の機き械かいです。それは姫も同様です。もしも……もしも彼女が死んだとしても、私たちは人間社会の中で受け入れてもらえるように努力するだけです。いえ、必ず受け入れていただけるでしょう」

　リサは胸に手を当て微笑ほほえんだ。

「シャットダウンまでにチェストは解かい錠じようできそうなの？　どのチームがやっている？」

「奈な々なのチーム以外の残り三チームが全すべて参加をしています。ただし、先ほど失敗により一チームが脱落しましたが」

「同時に参加しているのか？」

　遼一は顔をしかめた。多人数参加形式のゲームなのか。

「行こう。私たちも参加する」

　キサラギが遼一と奈々を向いた。

「できればキサラギにはクーデター殲滅に参加をしてもらいたいのです。ラストチェスト解錠は時間がかかるようでリスクが高いですから。それにゲーム中に電源が落ちるかもしれません。そのときは強制終了となりペナルティを受けますよ」

「黙だまれ。私たちは必ずチェストを開ける。行こう奈々」

「待って、キサラギ」

　奈々が首を振った。

「……奈々も、チェスト解錠を諦あきらめるっていうの？」

　キサラギが顔を歪ゆがめている。

「違う、美み穂ほ……友達を捜さがして脱出させてあげたい」

「たぶん、天使たちが能力を使って保ほ護ごしてる。入場客の大半は東京の天使が……」

「嫌いやなの。武器のように扱われるのが。だから、保ほ護ごされているとしても、外に逃がしてあげたいの」

「でも奈な々な、時間が……」

「十分だけちょうだい。キサラギがお姫様を大事に思う、それと同じくらい大事な人なの」

　奈々が言った。

「……わかった。じゃあ、十分後にユーロキャッスルで」

　キサラギがうなずいた。

「奈々。手分けして捜さがそう。二手に分かれて捜したほうが効率がいい。そして、キャッスルで落ち合う」

「うん。じゃあ私は時計回りに動いてキャッスルに行くから、遼りよう一いちは反対側から」

　奈々はそう言うと走り始めた。遼一もとりあえず、美み穂ほを捜すために走る。

「人間が集まっているのは、中央広場に隣りん接せつするエリアよ。水路を挟んで牽けん制せいしているはずだから」

　キサラギは遼一についてきている。

「……監かん視ししなくても逃げやしないさ。キャッスルには必ず行く」

　遼一は全力で駆かけながら言った。

「そんな心配じゃない。遼一に事故があったらチェストに参加できなくなる。だから、チェストに着くまで守ってあげる」

「ものは言い様だよな……」

　石造りの建物の路地を抜けて遼一は啞あ然ぜんと立ち止まった。

　大きな水路が見えた。そして、その手前にずらっと人垣ができていた。驚いたのは彼らの表情だった。笑顔すら浮かべず、ただ固まった表情の人々の姿がある。無表情の人々が、水路に沿そうようにずらっと並んでいる。

「頭が痛い。東京の天使たちがマーキングしているから混乱する」

　キサラギが頭を振っている。

　遼一はただ啞然とした。これが保ほ護ごだというのだろうか。ただ、敵の逃走を防ぐための道具と化している。マリオネットのように天使に操られているのだ。

　武器だった。人間は天使たちの武器として利用されている。そんな残ざん虐ぎやくな光景が目の前にあった。天使と人間の醜みにくい関係だった。

　遼一は思った。これがユーロランドの本来の姿だった。笑顔やキャラクターというディスプレイを取とり除のぞくと、このような醜い光景が残った。この姿は、天使が人間をどう扱うかという残ざん酷こくな真実だ。

「早くその友達を捜して。捜しながらキャッスルに行けばいい」

　キサラギが手を引っ張ったので、遼一は美穂を捜しながら走り始めた。こうなれば、急いで美穂と遼一の後こう輩はいを見つけだし保護するしかない。ふたり以外の同好会のメンバーはどうしているだろうか。ユーロランドに入っていなければいいのだが。

「……水路の向こうはよく見えないな」

　人垣には美み穂ほの姿は見えない。やはり、中央広場で敵の手に落ちているのか。

「中央広場にいたら何もできない。友達の安あん否ぴは終わってみないとわからない」

　沢たく山さんの人々が無む秩ちつ序じよに並んでいる。この中から美穂を捜さがすのは困難だった。表情や仕草などを含めて美穂なのだ。天使の道具と化しているだろう美穂を、果たして認にん識しきできるだろうか。

　それでも遼りよう一いちは人混みをかき分けながら走り美穂を捜し続けた。キャッスルエリアの近くに到達しても美穂の姿は見えない。そのとき、何かにぶつかり遼一は尻しり餅もちをついた。

「……人間たちの配置を乱さないで」

　目の前に立っていたのはスタッフコスチュームを着た天使だった。

「友達を捜している」

「下らないことをしないでちょうだい」

　女性が遼一の胸ぐらをつかんだ。

「手を離はなして。友達捜しは別に下らなくないでしょ。彼はやるべきことをやりながら、残った時間を使って知り合いの心配をしているだけ」

　キサラギが取りだした槍やりを向けながら言った。

「冗談でも私に武器を向けないほうがいいわ。この中だったら、あなたなんか一いつ瞬しゆんで殺せるわ。ここじゃなくても、ユーロランドの下したっ端ぱ戦せん闘とう員いんじゃ私の相手にならないけど」

　女性がクスッと笑った。

「……行こう遼一。時間がない」

　キサラギが遼一の手を引いた。

「ありがとう、キサラギ」

　遼一は走りながらお礼を言った。

「あなたのためじゃない。東京の天使の態たい度どはエリート面づらして鼻につく。ああして東京に配はい属ぞくされたのは能力が優ゆう秀しゆうだからじゃない。ただ生き残ったから。仲間を犠ぎ牲せいにして、自らの生き残りを優先した。そして、結果的に東京に配属されただけ」

「だからチェスト解かい錠じようにも参加しない？」

「それどころか、ああして人間を盾たてに敵てき襲しゆうに備えているだけで、前線には行かないじゃん。危険な場所には下っ端を行かせている……」

　走り続けると人混みが途切れた。キャッスルエリアに入ったのだ。美穂の姿は依い然ぜん確かく認にんできない。巨大な城が見える。ユーロランドのシンボルともいえるユーロキャッスルだ。そして、視線を下に向けて遼一は愕がく然ぜんとした。

「私から離れないで」

　キサラギが遼一の脇で身構えている。

　キャッスルエリアは混乱していた。水路を挟んでの中央広場を包囲する人垣とは違い、人間が慌あわただしく動き回っている。硬かたい表情の人々が無む秩ちつ序じよに動き回っている状じよう況きよう。

「どっちサイドも、マーキングした人間を動き回らせて相手を攪かく乱らんしてる」

　キサラギが顔をしかめている。人間たちがノイズとなり混乱しているようだ。先ほどの人垣とは違い、それぞれの天使がマーキングした人間が無秩序に移動している。この中の全すべての天使は混乱しているはずだ。

「とにかくキャッスルに行こう。チェストもあるしプレイヤーを守らないと。乱入でもされたら、強制ゲームオーバーになっちゃうから……」

「あぶない！」

　遼りよう一いちは、走りだしたキサラギにタックルして石いし畳だたみに転がった。

　キサラギはすぐに体たい勢せいを立て直し槍やりを構える。背後から敵の天使が奇き襲しゆうを仕し掛かけてきたのだ。真っ黒なレザースーツ姿の敵は、すぐに人混みの中に紛まぎれ込む。

「……助かった。私たちは気配を感じて戦うことに慣れすぎてる。こんな場合、目で見なきゃいけないよね」

「俺はもともと天使の気配なんてわからないからな」

「ゆっくり、ゆっくり移動しよう」

　遼一とキサラギは背中合わせになり移動する。目で確かく認にんしようにも、沢たく山さんの人間がおり労力だった。人々はなんて無秩序なカラーの服装をしているのか。他ほかにもキャッスルエリアには沢山の彫刻や銅像が立ち並び障しよう害がい物ぶつが多い。

「このエリアのデータ送信は止められていない。情報は敵に筒抜けだから気をつけて」

　キサラギと遼一の移動中も、周辺では突発的な交戦が起こっている。お互いに奇襲を掛け、すぐに離り脱だつするというヒットアンドアウエー戦略。

「あっ」

　遼一は悲鳴を上げた。戦いに巻き込まれた子供が人形のように吹っ飛んだ。石畳に顔面を打ち付け、そのまま動かなくなっている。

「回収はできない。助けに行ったら駄だ目め」

「そんなわけにはいかないだろ」

「このエリアを奪うばってから回収するしかない。見て、あの子だけじゃない」

　キサラギに言われて周囲を見ると、沢山の傷ついた人々が倒れているのが見えた。入場客への被害の拡大。天使たちはもっとクリーンに戦えないのか？

「キサラギはここにいて自分を守っててくれ」

　遼一は倒れたままの子供にゆっくりと近づいた。

「……頼む、この怪け我がした子供を助けるだけだ。回収させてくれ」

　遼一はそう言いながら、慎しん重ちように子供に近づいた。

「ちょっと……」

　キサラギはその場を動かずに苦い表情を浮かべている。

　遼りよう一いちはさっと怪け我がした子供を抱きかかえるとキサラギの元へと戻る。子供は幼稚園児ほどの女の子だった。顔面を強打したのか額から大量の血が流れている。

「こんな子供まで利用するなんて……」

「子供とか大人おとなが関係あるの？　子供だからかわいそうっていうのは、よくわからない」

「それより、安全な場所はどこにあるんだ？」

　遼一は袖そでで、子供の切れた額を押さえながら安全エリアを探した。

「キャッスルが一番近い。キャッスル付近はこっちサイドが確保しているはずだから」

　キサラギに誘ゆう導どうされ、遼一はキャッスルへと向かう。こんなに混乱しているとは予想外だった。ひとりで行動している奈な々なは無事だろうか。待ち合わせのキャッスルにたどり着けるのか。

　キャッスルの近くに行くと、ずらっと城を取り囲むような入場列が見えた。

「あの入場列はダミーだね。人気があるアトラクションだけど、予約チケットを使うからあんなに人は並ばない。入場列に見立てた人間の盾たて、ね」

　キサラギはキャッスルの入り口へと向かう。

「怪我人はこちらに」

　そばにいたスタッフが遼一の抱えた子供を受け取り、キャッスルの脇の白いテントへと運んでいった。

「終わったあとが大変ね。いろいろ事故を作らなきゃいけない。交通事故とか、ユーロランドの外でね」

　キサラギがテントを見ながら言った。

『さーて、チェストは残り一つですよ。残り時間はあと二時間四十五分。残り一つの中に当たりが入ってますよー』

　モニターで黒スプラッチが手を振っている。

　チェストは最後の一つ。当たりは確定しているのだ。

『でも、このまま開けられないと、チェストの中身の当たりが壊こわされちゃいます。ショボボボーンですねっ』

「黙だまれ、黒いの！」

　キサラギがモニターを殴なぐりつけた。

「中に入っているチームは、まだ開けられないのか？」

　ここまで順調に解かい錠じようしてきたというのに、最後の最後で手間取っている。

「ゲーム中は中のプレイヤーと連絡を取ることができない。状じよう況きようを知るためには、私たちも中に入るしかない……」

「やめたほうがいいよ」

　遼りよう一いちは振り向きどきりとした。そこには血まみれのジェシカが立っていた。

「一時間前に最初のチームが入ったけど、チェスト解かい錠じようはできていない。その後、立て続けに二チームが参加をしたけど、そのうち一チームが死亡。天使サイドは一般客の入場制限をして待たい機きしているけど、未いまだに動きがないの」

　ジェシカは柱の陰かげで血に汚れた服を着替えている。

「そっちも危ない状じよう況きようなのか？」

「……うん、まあね」

　ジェシカは遼一の視線から体を隠かくした。

「ジェシカじゃなくて、東京の天使が戦えばいいんだよな。チェスト解錠だってそうだ」

　遼一はジェシカから視線を外はずしながら言った。

「東京の天使は入場客をテンプテーション能力で回収しているから、戦いには積極的じゃないの。ただ、クーデター鎮ちん圧あつも時間の問題だよ。こことストアエリアを制圧すれば、中央広場は孤こ立りつするから」

「ラストチェストの解錠は？」

　キサラギが聞いた。

「こことストアエリアを制圧したら、ライブカメラを切るために電源をシャットダウンするんだって。だから、チェスト解錠は今入っているチーム次第」

　着替え終わったジェシカが柱の陰から出てきた。疲労からか顔色が優すぐれない。

「もうすぐ入場ゲート付近も確保できる。そうしたら、遼一君は外に逃げたほうがいいよ。危険なだけじゃなくて、君にとって嫌いやなものを見ることにもなるし」

「できるわけないだろ。こんな状況で自分だけ逃げるわけにはいかない。それに、最後のチェストも解錠しなけりゃいけない」

　最後のアトラクションが残っている。

「危険すぎる。電源を落とされた時点で死ぬと思うから」

「でも、彼女は天使たちにとって重要なんだろ？」

「私にとっても、奈な々なや君は重要だよ」

　ジェシカが言った。

「そんなわけにはいかない。人間と天使の関係のためにも助けなきゃいけない。また天使たちが人間を食べなきゃいけなくなったら……」

「私は天使と人間の関係なんて興きよう味みがないの」

「ジェシカはそのために傷ついてまでがんばってたんだろ？」

「違う。ここで上手うまくやれば、研修後に派は遣けん先が東京になるかもしれないと思ったから」

「天使にとって東京派遣はステータスだから？」

「そうじゃなくて、ただ君が東京に住んでるからに決まってるでしょ……」

　ジェシカは拗すねたようにつぶやいた。

「で、でも、今さら逃げるわけにはいかないよ。……なあ、キサラギ」

　遼りよう一いちはキサラギを向いた。

「……逃げていいよ」

「え？」

「彼女にとって、あなたは大切なものなんだってさ」

　キサラギは薄く笑っている。

「それでいいわけないだろ。キサラギの大切なものはどうなる？」

「私が姫を助けたかったのは、きっと自己満足。私の存在価値を否定されないようにって、誰だれだかも知らない彼女を助けようとしていただけ。そんなことに、あなたや奈な々なを巻き込むのは違うかもしれないって、そう思った」

「……キサラギ、俺も奈々も自分の意思でやってるんだ」

「ここまで手伝ってくれただけでいい。あとはなんとかなる」

　キサラギは首を振った。

「断る。俺は天使と人間が上手うまくいくことを望んでいる。だから、キサラギには手伝ってほしい。そして、ジェシカにもわかってほしい」

　遼一はキサラギとジェシカにはっきりと言った。

「──小鳥は必ず解放するわ」

　振り向くとそこには奈々が立っていた。

「美み穂ほは？」

　奈々は首を振った。見つからなかったようだ。となると、中央広場で人質になっている可能性が一番高い。

「私は彼女の気持ちが理解できる。人間を食べたくないっていうそんな気持ち。だから、天使が人間を食べなくてすむ世界を守ってあげたい。そのためには、箱から出してあげることだわ」

　奈々はきっぱりと言った。

「わかった、行こう」

　遼一はうなずいた。

「キサラギも行くわよ。あんたＳＰなんでしょ。あんたが助けないで誰が助けるのよ」

　奈々がバシッとキサラギの腰を叩たたいた。

「わかった、そうよね」

　キサラギが小さく笑った。

「……遼一君」

「心配しなくても大丈夫だよ、ジェシカ」

　遼りよう一いちは心配げに近づいてきたジェシカに言った。

「でもさあ、もう時間もないし、行っちゃ駄だ目めだよ……」

　ジェシカは遼一にもたれかかり頭を擦こすりつける仕草をした。

「大丈夫、チェストはすぐに開ける。そうしたらお姫様を抱えて出てくるから」

　遼一はジェシカの頭を撫なでてやった。

「……わかった。今度こそ、君たちが出てきたときは変わってる。全すべて上手うまくいってるから。入場客も保ほ護ごして、いつものユーロランドに戻しておくね」

　ジェシカは顔を上げてそう言った。

「早く、時間がないわ」

　不満げな視線を向けていた奈な々なが言った。

「じゃあ、行かなきゃ」

　遼一はジェシカから離はなれると、奈々とキサラギと共にキャッスルの入り口へと向かった。

　最後のチェストはこの城の中にある。
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「このキャッスルは探たん検けんタイプのアトラクション。モンスターが徘はい徊かいする城の中を探検して宝探しをする。基本的にスタッフに先せん導どうされてのツアー形式で回るの。今はこんな状じよう況きようだから、一般人の入場は止めているみたいね」

　キサラギの説明を聞きながら、遼一と奈々は薄暗い通路を走っていた。この通路は入場客の並ぶスペースだが全まつたく人影はない。三人の足音だけが響ひびいている。

「今はツアー形式だけど、前は若者向けに戦争ゲームみたいにしたこともあったらしい。でも、ユーロランドの客層が固定されてからは、おしとやかなアトラクションになった。私も数回ツアースタッフをやったことがある。ホログラムとか最新技術を使ってて臨りん場じよう感があった」

　通路を進むと、円形のドームのようなスペースに出た。天井はステンドグラスのカラフルな窓になっている。

『ホリーチェストの参加者は左側の扉へどうぞ』

　ガイドが流れ、三人は誘ゆう導どうされるまま扉の中に入った。

『ユーロランドのシンボル、ユーロキャッスルにようこそ』

　入った部屋は六畳じようほどのコンクリートの部屋だった。部屋の壁かべにはロッカーが並んでいる。

『プレイヤーは専用コスチュームに着替えてください。ロッカーの番号は……』

　三人は指示されるまま、指定された番号のロッカーを開けていく。遼りよう一いちの開けたロッカーの中には、ハンガーにシャツが掛かかっている。シャツはシルバーカラーをベースにしたシンプルなもので、ＳＴＡＦＦとロゴが入っていた。また、大きなサングラスのようなものと、腕時計のような機き器きも入っていた。

『コスチュームを着てから、モニターの前に集まってください』

「モニターはどこにある？」

　遼一はシャツに着替えてから奈な々なを見た。

「知らないわよ」

　奈々がさっとキサラギの体に隠かくれた。キサラギは平へい然ぜんと着替えている。彼女たちはワンピース形状のコスチュームだった。

「正面にあるモニターね」

　着替え終わったキサラギがさっさと歩いていく。奈々も慌あわててワンピースを着た。

　壁かべ際ぎわに埋うめ込まれた感じでモニターが設置してあった。また、その下には自販機のような取り出し口がある。

『まずは、機器を左腕に装そう着ちやくしてください』

　画面にガイド役のスプラッチが登場した。

『この機器はプレイヤーのデータ管理と、位置や方角を処理するものなのです』

　画面に腕時計のような機器が表示された。ロッカーに入っていた機器だった。

「はめよう。ここまで来たら、急いでクリアするしかない」

　キサラギの言葉にうなずき、遼一は機器をはめた。もう後戻りはできないのだ。見ると奈々がバンドを手首に巻くのに苦戦していたので、遼一がはめてやった。

「……やっぱり、一回はめると取れない」

　キサラギが機器を外はずそうとして首を振った。

『機器をはめ終わりましたね。それではホリーチェストの説明をします。ルールはシンプルです。王座の間に陣じん取どっているボスを倒すのです。その後、王座の間にあるチェストを開き、その中身を持って城から脱出すればゲームクリアとなります』

「王座の間？」

「大丈夫。王座の間の場所は知ってる」

　キサラギは遼一に答えた。

『それでは物語の背景説明をしたいと思います。背景は五百年後の地球なのです。地球はあるモンスターに支配され、人々は殺され住む場所を追われてしまいました。そして、ついに地球を捨てて脱出することになったのです。次々と新天地を目指して飛び立っていく宇宙船。目的地もわからず、ただ地球から脱出したのです』

　そんな説明を聞きながら三人は焦じれていた。時間がないのだ。それでも、そんな説明に重要なものが隠かくされている可能性もある。

『そしてあなた方はレジスタンスです。人間たちが避ひ難なんする時間を稼かせぎ、そして地球に取り残されたレジスタンスのお話なのです』

　遼りよう一いちたちはレジスタンスなのだ。すでに地球は人間以外のモンスターに奪うばわれている。

『モンスターの説明をするには、その百年前までさかのぼらなければなりません。あるとき、宇宙から卵が降ってきたのです。それもいくつもです。その卵から生まれたのは可愛かわいい生物でした。人間たちはそれを愛あい玩がん動物として飼い慣らし繁はん殖しよくをさせました……』

　その生物はとても可愛らしく、あっという間に世界に広がっていったらしい。愛玩動物の猫や犬を押さえて、飼いやすいペットナンバーワンの座に君くん臨りんした。さらに、その生物は知能も高く、子供の遊び相手やお守り役を務つとめ、人間の信頼を勝ち取り繁殖を繰くり返かえした。

　しかし、人間との関係を崩ほう壊かいさせるときがくる。一万匹に一匹の割合で突然変異体ミユータントが生まれることがわかったのだ。それら突然変異体ミユータントはとても凶暴で人間に敵意を持っていた。そして、突然変異体ミユータントは同種の生物を従えることができた。

　この事実がわかったときはもう遅かった。誕たん生じようした突然変異体ミユータントが各地で一斉に蜂ほう起きしたのだ。人間社会に組み込まれていた生物全すべてが人間に反抗した。

　人間たちの文化や科学は一いつ瞬しゆんにして失われることになった。このとき人間は、地球を支配する生物の座から陥かん落らくしてしまったのだった。

『……従順な生物は、いつの間にか人間を支配する側に回っていたのです』

　画面のスプラッチが一瞬、にやっと笑った気がした。

『ご安心ください。その生物に対抗する手段は用意してあります。プレイヤーには武器が渡されるのです。盾たてか剣です。ただし実際の戦せん闘とうは行いません。戦闘は数値管理となります』

　モニターに盾のイメージが表示された。安っぽい木製の盾だった。

『盾の説明をします。盾は持っているだけで効果を発はつ揮きします。盾は全ての攻こう撃げきを防ぐことができます。ただし正面の攻撃だけですが』

　盾の映像が消え、続いて剣のイメージが表示された。

『続いて剣の説明をします。剣の使い方は縦たてに振り下ろしてください。ある程度力を入れる必要がありますが、実際に対象物に当ててはいけません。ダメージは数値管理です。剣は盾とは違いレベルアップがあります。レベルアップに従い、攻撃距きよ離り、攻撃力が上昇します』

　剣と盾。ふたつの武器を使って敵を倒すゲームなのだ。

『レベルアップした剣の威力は素す晴ばらしいですよ。攻撃距離は無限、攻撃力は全てを破は壊かいするダメージを与えることができます。そして、ボスはそのレベルでないと倒せません。プレイヤーは、最強の剣を目指してゲームを行うことになります』

　モニターに光り輝かがやく剣が映った。全てを破壊する最強の剣。

『最強の剣、グングニルです。グングニルの剣までレベルアップすれば、ゲームをクリアすることができるのです』

「グングニル？　それって剣だったっけ？」

　遼りよう一いちは首を捻ひねった。

「オーディンの持つ槍やりとされているけど、本当は明確な記述はないらしいからね。ただ、グングニルは貫つらぬくという意味で、要するに全すべての盾たてを貫く剣ってことじゃない？」

　腕を組んだキサラギが言った。

『プレイヤーは剣か盾のどちらかひとつだけ装そう備びすることができます。プレイヤー同士の交換も可能で、城のマップの各所に武器交換ポイントがあるのでいつでも装備変更はできます。ただ、装備変更をした場合、剣のレベルは初期レベルに戻ってしまいますのでご注意を』

「なるほどね。三人パーティだから、装備をバラバラにしたほうがいいわね」

『それでは初期の武器選せん択たくをどうぞ』

　下の取り出し口に転がったのは剣と盾だった。小型の玩具おもちやのようだ。

「最強の剣を目指すんだから、剣を取りたい」

　キサラギは剣を手に取った。

「私も剣がいいわ」

「わかった。俺が盾を持つ」

　遼一はうなずき盾を手に取った。早くゲームをやりたかった。残り少ない時間というハンデを抱えているのだ。

『簡単なルール説明をします。プレイヤーにはヒットポイントの概がい念ねんがあります。ヒットポイントがなくなるとゲームオーバーとなりますのでご注意ください。ちなみにゲームオーバーのペナルティは腕に巻かれた機き器きから致ち死し性せいの毒が注入されます』

　敗北のペナルティは毒殺だった。しかし、遼一はそんな最悪の予想も自然に受け入れていた。恐怖という感情が麻ま痺ひしている。

『プレイヤーの位置はマス目で管理されます。この城はチェス盤ばんのような模も様ようになっており、そのマス目に沿そって移動することになります。戦せん闘とうにおいて重要なのは方向と距きよ離りです。攻こう撃げき範はん囲い内の正面の敵に攻撃をすることができるのです。そして敵を倒すことで、剣がレベルアップしていきます』

　要するに敵を倒して剣を最大までレベルアップさせる。ルール的にはそんなシンプルなゲームだった。

『モニターグラスをかけると、ヒットポイントなどの数値情報、周辺マップデータなどが表示されます。また、３Ｄタッチパネルを操作することで、細かなルールのヘルプがスピーカーから流れます』

　遼一は持っていたモニターグラスというメガネをかけてみた。視界に『マップ圏けん外がい』との文字が表示されている。横を見ると、すでに奈な々なはメガネをかけて指先を動かしている。

『それでは、隣となりの部屋に移動してください。隣の部屋はシミュレーションマップとなっております』

　同時に赤くペイントされた扉がガタンと開いた。

　扉の向こうにはオレンジ色のライトに照らされた空間が広がっていた。床は白と黒のチェス盤ばんのようだった。

『シミュレーションをやるのでこっちに入ってきてください』

　マップ上で手招きをしていたのは黒スプラッチだった。モニターグラス越ごしにホログラムが見えるようになっているのだ。

　三人はシミュレーションマップに足を踏ふみだした。

《……現在座ざ標ひようＸ45Ｙ21方向北。……移動ＯＫ》

　視界に文字が表示された。

『座標と方向のデータ処理が終わってから移動してください。一歩動くたびにその処理が行われます。適切に行動しないとダメージを受けてしまいます』

　遼りよう一いちは、移動ＯＫ、の文字が点てん滅めつしていることを確かく認にんして次の一歩を踏みだす。座標を認にん識しきする時間はほんの一いつ瞬しゆんだったが、そのタイムラグのため歩きづらく感じる。

『キャラクター登録名は、キサラギ、遼一、奈々でよろしいでしょうか。それでは、現在位置の簡かん易いマップが視界右上に表示されますので参考にしてください』
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　前方に敵だろうホログラムが出現していた。丸っこいぼやっとした造ぞう形けいのシンプルなものだった。

『攻こう撃げき範はん囲い内に入ると、攻撃ＯＫとの表示が点滅し剣が光ります。基本的に敵の背後や側面から攻撃したほうがダメージを与えられますよ。また、敵もたまに攻撃してきますのでご注意を。ただし、剣を横に構えると、ダメージの九十パーセントを防ぐことができます。ヒットポイントや経験値などは視界左下に表示されます。マップには回復ポイントもあるので利用してください』

　キサラギと奈な々なは、すでに敵へと向かっている。遼りよう一いちは盾たてしか持っていないので、攻こう撃げきはできないのだ。ただ、盾は持っているだけで正面の攻撃を防ぐことができるので、敵に回り込まれることを注意すればいい。

　そんな確かく認にんをしているうちに、奈々とキサラギはマップにいた数体の敵を全すべて倒し終えていた。やはり機き械かい的な天使たちはこのようなゲームに馴な染じみやすい。

「あ、剣がレベルアップしたわ。レベル２だって」

　奈々の剣が七色に点てん滅めつしている。テストマップの敵を倒した程度でレベルアップできるのだ。

『そんな感じで経験値を稼かせいでグングニルを目指すのです。また、プレイヤー同士で剣の経験値の受け渡しが可能です。経験値を積んだ剣をプレイヤーに渡すと、その経験値をもらえるのです。レベルアップが早くなりますよ。ああっと、私は敵じゃないですから』

　奈々に剣を向けられた黒スプラッチが慌あわてている。

「ずいぶん簡単だわ。こんなルールなら、すぐに剣のレベルアップが可能よ」

　奈々が言った。

「一体倒して入ってくる経験値も悪くない。グングニルにレベルアップするのに、そんなに時間がかからないはず。何よりも、受け渡しが可能なのがいい。だって、すでにこのゲームには二チームが先に参加をしてる。協力したらグングニルをすぐに手に入れることができるじゃん」

　キサラギはレベルアップの数値のヘルプなどを確認している。

「複ふく雑ざつなゲームの形けい態たいを取っているけど簡単そうだな。すぐに、メインマップに行こうぜ。敵を倒して少しでも早くレベルアップをする」

「そうね、早く行こう、時間がない。あとの細かなルールはやりながらでいい」

　キサラギが焦じれた様子で言った。

「ゲームをスタートさせたい。マップは？」

　遼一はスプラッチに聞いた。早くスタートをするべきだった。今は迅じん速そくな行動が求められているのだ。

『それではプレイヤーはあの扉から進んでください』

　モニターグラス越ごしにチカチカと扉が点滅した。あそこがゲームのスタートゲートだ。

　遼一とキサラギは扉へと走った。

　扉の向こうには薄暗い空間が広がっている。このシミュレーションマップとは違い、不気味な雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。床には光るラインが交差しチェス盤ばんのようなマス目を構成している。ゲームのルールに支配された未知なる領りよう域いきが広がっていた。

「移動は気をつけて。障しよう害がい物ぶつとかに触ふれるとダメージを受けるらしいから」

　ヘルプでルール確認をした奈々が言った。

「やっぱり、もっとルールを知ってから動く？」

　キサラギがマップに出ることをためらっている。遼りよう一いちも未知なる領りよう域いきに足を踏ふみだすことに戸と惑まどいを感じた。

「大丈夫。ルールはシンプルよ」

　奈な々ながマップへと足を踏みだした。続いてキサラギもマップへと出る。

「遼一もこっちに。チェスの駒こまになればいいのよ。音楽に身を委ゆだねるように、ゲームのルールに身を委ねて……」

　奈々が手招きしたので、遼一も足を踏みだした。

『それではがんばってくださいねー』

　背後でガタンと扉が閉まった。

「大丈夫。動作はシミュレーションマップと同じ」

　キサラギがマップを歩きながら言った。

「マップは複ふく雑ざつに入り組んでそうだけど迷う恐れはないわ。敵を倒して経験値を手に入れるだけ。問題はないわ。王座を目指そう」

　奈々とキサラギが歩きだす。

「どうしたの遼一？」

　突っ立つ遼一に奈々が振り向いた。

「なあ、ルールがシンプルでレベルアップが簡単なのは理解できた。じゃあ、なんで先に入ったチームは未いまだにクリアできていないんだ？　失敗したチームも出たぞ。それは何故なぜだ？」

　遼一の言葉に、奈々とキサラギが立ち止まった。

　このキャッスルで何が起こっているのだ？
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　午後八時になると共に、時計台でオルゴールが鳴り動物たちの鼓こ笛てき隊たいが踊おどり始めた。

　ユーロランドの閉園まであと二時間。

　天使の戦いは大詰めを迎えていた。戦せん況きようは天使の正規軍が優ゆう勢せいだった。激はげしい交戦の行われていたキャッスルとストアエリアは、ほぼ制圧した。クーデターサイドは前線を下げ、ついに中央広場まで後退していた。

　中央広場への唯一の遊歩道は封ふう鎖さ。つまり、クーデターサイドは孤こ立りつしたことになった。

　また、キャッスルとストアエリアでは、天使たちが事後処理に慌あわただしく動いていた。

「怪け我が人にんは怪我の種類、重度別に分けてください。外での事故を作り次第運びだしますので、それまで慎しん重ちように管理をしてください」

　リサが怪我人を運んでいる天使たちに言った。

「パレードの準備ができました。人間のスタッフのみで行います。テンプテーションでの操作も完了しています」

　リサに天使のひとりが報告をした。

「わかりました。ライブカメラ周辺だけ観かん客きやくを配置してください。ライトアップの光量を下げ映像の質を落とし、音量は上げてください。パレードが終わったらすぐに花火になるようです」

　リサはユーロランドのイベントスケジュール表を見ながら指示を出す。

「本部が移動しました。キャッスルエリアの横のアクセサリーショップです」

「わかりました、すぐに顔を出します」

　リサはうなずいてから、スケジュール表をたたんだ。

　周囲にはまだ沢たく山さんの人々が倒れている。石いし畳だたみは血に汚れ、戦せん闘とうに巻き込まれ死者も出ていた。

「なかなか手て際ぎわがよいことね」

「お姉ねえ様」

　リサが頭を下げた。お姉様が散歩でもするように、男と手を組んで立っている。

「死者の数は？」

「死者は十三人。重傷者も二ふた桁けたに抑おさえています」

「中央広場の人間はいくつ取られてるの？」

「五百から八百人です」

　リサの報告に、お姉様は笑みを浮かべた。

「そう。これで解決したも同然じゃない。その規き模ぼのクーデターなら漏もれても大したことがないわ。バグの攻こう撃げきとしては規模が大きいけど、悪あく魔まとの戦いは私たち天使の宿命だわ。今後人間社会の中で私たちが……」

　ふっとお姉様は言葉を止めた。視線の先には血まみれの天使が立っていた。

「血を拭ふきなさい、ジェシカ。どんな状じよう況きようでも天使は美しくなければいけないわ」

「申もうし訳わけありません。ただ……まだ、最後のチェストが開いてなくて。小鳥も解放できてなくて……」

　ジェシカはタオルで体の血を拭きながら言った。

「あなたが心配することはなくてよ。もうすぐシャットダウンをして、クーデター鎮ちん圧あつの決戦を行うわ。戦闘服に着替えなさい。上手うまくやればあなたの望む東京派は遣けんも夢ではないわ」

　シャットダウンは天使サイドが握にぎっている武器だ。序じよ盤ばんから確保している緑地エリアに電源が存在し、シャットダウンを行うキーやコードは、東京の幹部クラスの天使が持っているのだ。

「ゲーム中のプレイヤーが合計九名います。何よりも、シャットダウンでチェストの中身も破は壊かいされてしまいます」

「小鳥は死んでもいいのよ」

　その言葉に、ジェシカは顔を上げた。

「でも、そうすると私たちはまた人間を……」

「もともと大半の天使は人間を食べているわ。本能的にね。だから小鳥が死んだところでなんの意味もないわ。小鳥が死んだことが人間たちに知られると困るけど、それでも、人間たちは何もできないの。だって、日本の各所に天使たちを配置しているのだもの。彼女たちが蜂ほう起きしたら人間社会は終わる。特別な能力を持った姫がいなくなったからと、人間は私たちを切り捨てることはできないの。従順な天使たちは、いつの間にか人間を支配する側に回っていたということ、ウフフ……」

　お姉ねえ様はそう言うと歩き去っていく。

「あの……」

　さらに言おうとしたジェシカをリサが制した。

「お姉様に意見など失礼ですよ。対決の準備をお願いします」

「でも、九人も最後のチェストを開けるためにがんばっているのに……」

「ユーロランドの営業は順調ですよ」

　リサは首を振った。

「九人とお姫様も死ねって言うの？」

「タイミングを逃のがすほうが、もっと死傷者は出るでしょう」

「……シャットダウンの時間は？」

「三十分後の八時半、といったところでしょうか。花火を打ち上げたと同時にスタートです」

「遼りよう一いち君……」

　ジェシカはユーロキャッスルを見上げた。
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　三人は見通しのいい円形のホールに立っていた。天井にはステンドグラスの窓があり、周囲の壁かべにはアーチ状のゲートが設置されている。

　そんなホールに、三人の足音と息づかいだけが響ひびいていた。

「スタートからどれくらい経たったかな」

　キサラギが時間を気にしている。

「まだ十分ぐらいだと思うけど……」

　奈な々なは周囲を警けい戒かいし視線をさまよわせている。

「どのルートがいいんだ？　最短距きよ離りで王座に進むべきか？」

　遼一はゲートを見て回った。しかし、どこも暗くてよくわからない。ライトの光量が下げられており、方向感覚も失いかけていた。

「遼一、ひとりで動かないで。三人で陣じん形けいを組んで動かないと危ないわ」

　奈々が声をかけてきた。

「でも、奈々……」

　遼一は嫌いやな予感で窒ちつ息そくしそうになっていた。こんな間も時間は冷れい酷こくに過ぎている。三人の身を確実に削けずり取っているのだ。

「少し迂う回かいしようか。こっちの中庭を通って行ってみる？」

　キサラギがゲートのひとつを指さしている。

　奈々と遼一はうなずき、チェス盤ばんを移動しゲートをくぐる。しばらく進むと、中庭のようなスペースに出た。

　ガラス張りの天井から、弱々しい月明かりが降ってくる。中央には壺つぼを抱える女性の像があり、壺から水が流れ落ちていた。その周囲にはコンクリートのベンチや人工の木々が設置されている。キャッスルのアトリウムだった。

「障しよう害がい物ぶつが多いから気をつけて。転んだりするとダメージを受けるから。死角にも気をつけて」

　奈々がアトリウム内を調べている。

「次の場所に行くわ。……どうしたの？」

　歩きかけた奈々が振り向く。遼一とキサラギは、静まり返るアトリウムでぼんやりと立っていた。

「ねえ、時間がないわよ。早く行動しないと」

　奈な々なが声をかけたが、ふたりは沈ちん黙もくした。

「どうしたのよ。なんで黙だまってるの？」

　奈々が不満げに両手を広げる。

「……奈々もわかってるでしょ。この状じよう況きようが」

　キサラギはゆっくりと首を振った。

「でも、探すしかないわよ」

「見つからないと思う。だって、さっきまで必死にキャッスルを動き回った。でも、見つからないじゃん。そんな気配すらない」

「わからないでしょ。探し続けるしかないわ」

「わかるよ。はっきりと言うけど、もう、敵は一匹も存在しない」

　キサラギは断言した。そんな言葉に奈々も口をつぐんでしまった。

　三人はキャッスルを探たん索さくしながら疑問を感じていたのだ。どんなに進んでも、敵に遭そう遇ぐうしないこの状況に。

「当然よね。敵が無限に湧わきでてくるシステムだったら、とっくにゲームクリアのチームが出ているはず。でも、敵は狩り尽くされた……」

「わからないわ。まだどこかに敵が隠かくれてるかもしれない。それを探し続けるしかないわよ」

「本気でそう考えているの？　私たちより前に入ったチームが探したはず。今から私たちが探したって、グングニルを作れるほどの経験値を貯ためられるわけないでしょ」

　キサラギが絶ぜつ望ぼう的な状況を口にした。それは今まで三人が目を逸そらしていた現実だった。これが事実である場合、三人のゲーム参加はなんの意味も持たないことになる。荒あれ狂くるう海に飛び込んだ自殺志願者のようなものだった。

「馬ば鹿かみたい。無意味な行動だった……」

　キサラギが彫ちよう像ぞうに寄より掛かかりながらつぶやいた。

　希望があるとしたら、先に参加をしていたチームだ。狩り残した敵を探しだせば、もしかしたらグングニルをつくることができるかもしれない。グングニルを作り、ボスを倒してチェストを開けるのだ。しかし、この三人はそれを待つことしかできない。そんな他た力りき的な解決を待つだけの状況だった。

「離り脱だつはできないのか？　だったら、今から脱出して、外の天使のフォローに回る」

　そんな遼りよう一いちの意見に首を振ったのはキサラギだった。

「無理よ。一回ゲームに参加をしたら、クリアするしか外に出る方法はない。それか……死んで外に出るか」

「やめて！　あんたはすぐ、そんなネガティブなことを言う。こうなったら、最後まで足あ搔がくしかないでしょ。やるだけやるしかないわ」

　奈な々ながキサラギを怒ど鳴なりつけた。

「キサラギ、奈々の言うとおりだよ。やっぱり、やるだけやろう。先に入ったチームのフォローができるかもしれない」

「そうよ。敵探しじゃなくても、別の行動を取ればいいの。とにかく情報が少ないわ。キャッスルを歩き回って現状を確かく認にんすることから始める」

　遼りよう一いちの言葉に奈々がうなずいた。

「そうかな。こうなったら余計なことをしないほうがいいんじゃない。希望は他ほかのチームがゲームクリアすること。だったら、無力な私たちは、その邪じや魔まをしないようにする。ぼんやりと口を開けてゲームの結果を待つの」

　キサラギは自じ虐ぎやく的に笑ってみせた。

「やめてって言ったわ。ねえ、キャッスルに入りたがったのはあんたよ。それを──」

「やめろ、奈々。そんなことを今言ってもしょうがない」

「いや、今だからこそ言うわ。私たちはキサラギのためにもチェストを開けようとして、命を危険にさらしてるの。なのに、なんでそのあんたが一番最初に諦あきらめるのよ」

　奈々に睨にらまれ、キサラギは力なく首を振った。

「……そう。私のせいなの。なんの考えもなく、ただチェストを開けたくって、あなたたちを巻き込んじゃった。私って、いつもこうなんだ」

「キ、キサラギ……」

　意外な反応に、遼一は言葉に詰まってしまった。

「……こんなはずじゃなかったの。奈々も遼一も……ごめんね」

　キサラギは天てん窓まど越ごしの月を見上げながらつぶやいた。

「なんでこのタイミングで素直になるのよ。ずるいわ……」

　奈々も困ったように口ごもった。

　場に沈ちん黙もくが流れる。三人が気まずく視線を交わしたそのとき、アトリウムの出口をすっと影が横切った。

　気配に気づいたのか、奈々とキサラギもさっと身構えた。体たい勢せいを低くしたまま、しばらく待ったが何事も起こらない。

「……プレイヤーの天使たちか？」

　遼一たちの声に気づいて様子を見に来たのだろうか。

「違う。私たち天使同士は近づくとお互いを認にん識しきできる。でも、そんな気配は感じなかった」

　キサラギが声を潜ひそめて言った。

「敵よ、きっと。まだ残っている敵がいる。追うしかないわ」

　奈々がすっと立ちあがった。

「そうね。もしかしたら、敵が大量に隠かくれているポイントがあるのかもしれない。だとしたら、時間的にもそれがラストチャンス」

　三人は、影の消えたアトリウムの出口へと急ぐ。

　出口を抜けると、細長い通路が左右に延びていた。暗がりの中、どちらに進めばいいのかわからない。

「あっちよ。足音が聞こえる」

　奈な々なに誘ゆう導どうされるまま、遼りよう一いちは通路を走る。移動ルールがあるために、動きづらくとてももどかしい。

「敵の攻こう撃げきもあるかもしれないから、陣じん形けいを組みやすいように離はなれないで」

　移動しながらキサラギが言った。

　通路を抜け、三人はだだっ広いスペースへと出た。そこは、異様に天井の高いホールだった。太い石の柱が乱立している。

「……キャッスルの戦いの間っていうホールよ」

　キサラギが息を殺して周囲に視線を投げている。敵の気配はない。三人はお互い背中をつけるようにして周囲を警けい戒かいした。

「シミュレーションの敵は大して強くなかった。心配しなくていいわ」

　隣となりに立つ奈々が遼一に囁ささやいた。

「でも、シミュレーションの敵はホログラムのようなやつだったよな」

「……本番はちょっと変化をつけているんだわ、きっと」

　とにかく、これで大した経験値が入らずとも、他ほかの天使に受け渡しをすることができる。そのためにも、ここで必ず敵を倒す必要があった。確実にグングニルを作るためにも、限られた敵を取り逃がすわけにはいかない。

　しかし、遼一たちの思惑おもわくは音を立てて崩くずれることとなった。この状じよう況きようをさらに複ふく雑ざつにさせる要よう素そがあったのだ。それは柱の陰かげからこちらの様子を窺うかがっている。

「囲まれてる」

　キサラギがつぶやいた。敵は周囲の柱に隠れ三人を囲んでいた。

　しかし、遼一はただ硬こう直ちよくしていた。柱の陰に隠れていたのは立体映像の敵ではなく、ただの人間だったのだ。

　状況が飲み込めない。どうなっているのだ？　入場客だろうか。キャッスルを見て回っていた入場客が取り残されてしまった？

　そのとき、柱の陰から誰だれかが出てきた。啞あ然ぜんとする遼一の前で、その人影は体を震ふるわせている。

「……相あい沢ざわ先せん輩ぱい？」

　ひとりの少女がこちらを見ていた。

「えっ、ま、摩ま耶やちゃんか？」

　遼りよう一いちは啞あ然ぜんと彼女を見た。ロッククライミング同好会の後こう輩はいだった。美み穂ほと一緒に行動していたはずの彼女が、何故なぜこんな場所にいるのか。

　摩ま耶やは遼一を確かく認にんすると、顔を歪ゆがませながら近寄ってきた。よたよたと歩き、遼一の胸の中に飛び込んだ。

「……うわーん、なんか、なんか怖かったですー。変なことが起こってます。人じん智ちを越こえる異常なことが起こってるのですー」

　摩耶はわんわん泣きながら遼一に顔を擦こすりつけている。

「摩耶、なんでこんな所にいるのよ」

　奈な々なも驚いている。

「え、奈々こそなんでここにいるのお？」

　奈々と摩耶は学校で同じクラスらしいのだ。

「摩耶ちゃん、落ち着いて説明してくれ。どんなことになってるんだ？」

「あと美穂は？　一緒にいたんじゃないの？」

　遼一と奈々にまくし立てられ、摩耶は混乱したように首を振った。

「どんなことって、いつの間にか美穂先輩とはぐれてて、気づいたら変なアトラクションに参加させられて、なんか怖いことが起こって、でもみんなで集まって……」

　摩耶は遼一の胸に顔を埋うめてガタガタと震ふるえた。そんな遼一たちの周囲では、柱の陰かげに隠かくれた人々がやり取りを窺うかがっている。

「死んじゃった人もでて……」

「ちょっと変なことが起こっているけど、心配しなくていいから」

　ユーロランドのトラブルを見てしまったのだろうか。しかし、それにしては……。

「とにかく、外に出たほうがいい。キャッスルの外に……」

「駄だ目めです。外には出られないのです」

　摩耶は遼一の胸の中で激はげしく首を振った。

「……遼一、摩耶たちはただの入場客じゃないわ」

　隣となりで奈々が顔面蒼そう白はくになっている。

　遼一は摩耶を抱きながら、強きよう烈れつな吐き気に襲おそわれた。遼一も気づいてしまった。まさか、そんな残ざん酷こくなルールがあっていいのか……。

「覚悟を決めるしかないよ」

　状じよう況きようを悟さとったキサラギが冷たく言った。

「やめろ、言うな」

　遼一はキサラギの言葉を遮さえぎった。

　胸の中で震える摩耶の手首に、遼一と同じ機き器きが巻かれている。当然、摩耶たちはゲームのプレイヤーではない。しかし、ゲームの中で重要な配役を与えられてしまった。

「どっちにしろ時間がない。このままシャットダウンが行われるとみんな死ぬのよ。だったら決断するしか……」

「黙だまれ！」

　遼りよう一いちは叫んだ。

「できるわけないだろ。俺はそんなことできない……」

　遼一は摩ま耶やを強く抱きしめた。その横では、奈な々なとキサラギが剣を握にぎったまま立ちつくしている。

　目の前には、探していた敵がいた。遼一の胸の中で泣く摩耶が敵だったのだ。そして、その周囲にいる人々もそうだ。残ざん酷こくなゲームのルールは、人間を敵として配置したのだ。

「どうすればいいんだ、どうすれば……」

　遼一は愕がく然ぜんとつぶやいた。

　しかし、思考は凍りついたまま、時間だけが冷たく過ぎていく……。







　pm 8:20




「……天使たちが配置につきました」

　リサが本部の前で報告をした。

「そう。敵の状じよう況きようは？」

　テラスの椅い子すに座ったお姉ねえ様は、脇でかしずく男を撫なでている。

「動きはありません。中央広場に引きこもっています。東京での交こう渉しようの終了を待っているようです」

「フフ……東京の交渉など終わることはないのにね」

「中央広場に集められた人間たちですが、七割はミズホひとりのマーキングのようです」

「ということは、ミズホを殺せば解決するわね」

　テンプテーション能力で操作した人間は、その天使の匂においがつく。なのでその天使の気配がマーキングされた人間たちの中に紛まぎれてしまう。そして敵味方関係なく惑まどわされてしまうのだ。

「多人数で攻めればこちらも被害が出ますが、ミズホ以外の敵は全すべて殲せん滅めつできるでしょう。ただ、ミズホは周囲に人間を配置した状じよう態たいで逃走の恐れがあります」

「そのときのために、東京の天使たちがいるのでしょ。あの子たちは、人間のマーキングに精を出すばっかりで戦おうとはしないじゃない」

　お姉様は首をすくめた。

「お姉様がご命令をすれば、命を捨てて戦うでしょう」

「面倒なことになるからいいわ。東地区や西地区の子を死なせると、あとあとうるさいのよね。東京の幹部会でイヤミを言われるわ。だから、できるだけ中地区で処理しなさい。まあ、ミズホを逃がしたとしても、今後、敵という危機があるほうが、私たち天使の存在価値も上がる……」

　夜のユーロランドは静まり返っている。普段よりライトアップの光量を下げられたユーロキャッスルが青く浮かび上がっていた。

　電でん飾しよくをまとったパレードがユーロランドを行進している。普段のユーロランドを表現するだけの行進。上うわっ面つらの装そう飾しよくだった。

「パレードが終わった瞬しゆん間かんにやるわよ。死傷者の対策もできているわね」

　お姉ねえ様が言った。

「シャトルバスを用意しています。また、泥でい酔すいした運転手を乗せたトラックも確保しました。ユーロランドから東京駅へと向かう途中での交通事故が起こります。トラックが炎上して大事故が発生しますが、基本的にユーロランドサイドに非はありません」

　リサは淡々と答えた。

「残りの死者は、夏休みの家出とかでいいわよね。親の記憶操作をするだけでいいのだから。だから、できるだけ死なすなら子供にすることね」

　パレードがキャッスルエリアに近づいてくる。パレードのゴールはユーロキャッスルなのだ。パレードの終わりと共に花火が始まるのが、ユーロランドの夜の姿だった。

　ユーロランドは表向き順調に営業していた。

「もうすぐ終わるわよ。配置につきなさい、リサ」

　しかし、リサは何か言いたそうに突っ立っている。

「どうしたの、リサ？」

「……まだキャッスルのチェストが開いておりませんが」

「チェストは関係ないと言ったはず。作戦に変更は許されないわ。あと十分よ」

「わかりました」

　リサは一礼してその場を離はなれた。

　パレードに伴ともない、中央広場でも電飾をまとった着ぐるみが踊おどっている。その周囲で子供たちが踊っている姿が園内のモニターに映されていた。強制的に笑顔を表示させられた子供たちだった。中央広場に設置されたライブカメラ対策だった。クーデターサイドも、この状じよう況きようを外に漏もらすわけにはいかず、ライブカメラ周辺はしっかりと通常のユーロランドを演出している。

　そんな中央広場を、水路を挟んでずらっと人の壁かべが囲んでいる。固まった表情の人々は、天使たちの武器と化していた。

　中央広場へと繫つながる遊歩道には、ユーロランドの天使たちが並び待たい機きをしている。シャットダウンでの突入のタイミングを待っているのだ。

「もうすぐ突入となります。シャットダウンでライブカメラも停止します。電源回復までに約十分。その間に全すべてを終わらす必要があります。シャットダウンと同時に、皆さんで陣じん形けいを組んで中央広場に進んでください。その後、中央広場を囲んだ天使たちが、橋を架かけてマーキングした人間と共に突入します」

　リサが待たい機きする天使たちに言った。

「目標は中央広場の人間をマーキングしているミズホです。彼女さえ倒せば、ユーロランドのクーデターが終わります。中央広場にいる人間の数は約五百人。彼らの安全は気にする必要はありません。交戦の邪じや魔まであれば排はい除じよしてください」

　パレードがゴールのキャッスルへと近づいていった。

「……シャットダウンまであと十分ですよ」
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　pm 8:25




　全すべての入場客が整理されたユーロランドは、なんだか閑かん散さんとしていた。

「これは聖戦よ。私たち天使はバグとの対決は避さけられない。弾だん圧あつを受け続けていた私たち天使がこの世界で存在するには戦い続けるしかない」

　ジェシカはユーロランドにぼんやりと立ち、お姉ねえ様の言葉を聞いていた。

　交戦を五分後に控ひかえて周囲の空気が緊きん迫ぱくしている。

　そんな中、お姉様の声だけが響ひびいていた。

「もしも、この戦いで天使の姫君が失われようとも、恐れることは何もない。逆に私たちが本当の存在意い義ぎを手に入れる瞬しゆん間かんが訪れる。人間に媚こび寄生する時代は終わり、真に対等な関係を作ることになる……」

　目の前のビジョンには中央広場のライブ映像が映っていた。音楽に合わせて踊おどる着ぐるみや子供たちの姿がある。

『現在ユーロランド園内でパレードが行われております。お楽しみいただけていますでしょうか。五分後にはキャッスル上空で花火が始まります……』

　ビジョンにはミズホのガイドが映っていた。緊きん張ちよう感の漂ただようこちら側とは違い、笑顔を浮かべる入場客に囲まれ、ミズホは微笑ほほえんでいた。

『私たちは、さらにお客様に楽しんでいただけるよう様々なイベントを行いたいと思っています。このユーロランドが私たちスタッフとお客様の心を繫つなぐ場となることが、私たちの喜びであります……』

「あのような卑いやしいバグは必ず排はい除じよしなければいけない。低次の魂たましいという卑ひ金きん属ぞくを、浄じよう化かされた安らぎの魂という金に転てん換かんするのが私たちの天命よ」

　お姉様はミズホの映るビジョンを苦にが々にがしい表情で見ていたが、背を向け離はなれていった。

「──今ビジョンに映っている、ミズホの立っている場所まで突入してください。あの場所が一番戦いやすいですからね。あの場所にいる人間たちは全て排除してかまいません」

　リサが、突入に備えるユーロランドの天使たちに言った。

　排除。殺せという意味だった。邪じや魔まなノイズは全て消去する。

　ジェシカはビジョンを向き視線を止めた。

　ビジョン越ごしに語るミズホは、ひとりの少女と手を繫いでいた。隣となりに立っている彼女は、確か遼りよう一いちの幼なじみの……。

『ユーロランドはこの夏休み期間中に数日の改装期間を設けるかもしれません。しかし、私たちは新しくなったユーロランドでお待ちしております。くすんだ設備は色を塗ぬり直し、錆さびたネジは外はずし汚れたゴミも排除し、カップケーキと揶や揄ゆされるような高い壁かべは取り払い、新しいユーロランドとして生まれ変わります』

　ミズホは少女の手を握にぎりながら告知を続けている。

『私の求めるものはただひとつだけです。ユーロランドの拡かく張ちようでもなく、安定した経営でもなく、ただ、純じゆん粋すいにお客様と笑顔を交わしたいのです……』

　語り続けるミズホに手を握られ、美み穂ほはただ笑みを浮かべていた。
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　あとがき




　小説家って結構大変な職業だと思うんです。サラリーマンのように安定した仕事と給料をもらえることもなく、たったひとり孤独に書かなければなりません。ですから、もっと優やさしくしてほしいっていうか、甘やかしてほしいわけです。締め切り破っても怒らず、執しつ筆ぴつの進行状じよう況きようを尋たずねず、できた作品は褒ほめまくり、たとえその作品が売れなくても僕の責任にしないでほしいのです。ついでに、僕は最近オンラインゲームにはまってるんでゲームを優ゆう先せんします。

　と、電話で担当編集さんに語ったら激しく罵ば倒とうされたうえ、編集さんから電話もメールも来なくなりました。でも、絶対こっちから謝あやまらないと決めてます。

　話は変わりますが、ちょうどその頃ころから、僕のやってるオンラインゲームに変な女の子キャラクターが参加してきたんです。

　基本的に銃器を持って敵と戦うゲームなんですが、その子は僕がモンスターと戦ってるさなか、武器も持たずラフなスカート姿でトコトコと戦場を歩き声をかけてきたのです。

《ねえねえ、私さあ女子高生なんだけど、よかったら私にもいろいろ教えてくれないかなあ……ぐはっ！》

　プレイヤーをぶっ殺すと悪行ポイントみたいなのが貯たまってしまうんで嫌いやだったんですが、うざかったのでサブマシンガンで蜂はちの巣すにしました。

　明らかに担当編集さんでした。彼女にしかこのゲームをやっていることとハンドルネームを教えていないのです。

　しかし、しつこくログインしなおして、ダッシュでこちらに走ってくるのです。

《ちょっと、いきなり撃うたないでよね。ぐはっ、ていう死ぬときの悲鳴がリアルすぎて怖いじゃん》

　その日から、彼女は僕が戦せん闘とうエリアから街に戻ってくるのを子犬のように待ってるようになりました。

《ねえ、座ろうか。いろいろお話ししたいことがあるの》

　すぐ近くで銃じゆう撃げき戦せんが行われる中、ベンチに座る彼女に職業を聞かれたので、正直に小説家と答えると、今日きようは何枚書いたの？　とか、そろそろログアウトして執筆したほうがいいんじゃない、と、わざとらしく言ってました。

《ねえねえ、あまり栄養ドリンクに頼らないほうがいいわよ。で、執筆状況はどうなの？　……まだ半分なの？　もうちょっと執筆速度を上げてよお》

　時間が経たつにつれ意外に楽しくなり、会話に付き合うようになったんですが、このゲームに戦いもせずふざけた格好で参加をする彼女は、他ほかのプレイヤーに目の敵かたきにされており、ログインしたと同時に撃ち殺され、ぐはっ、と言ってました。

　仕方なく僕が守ってやることにしたんですが、その行動によって街は無法地帯と化していき、今では、モンスターと戦うことなく、街中でプレイヤーと交戦する日々が続いています。

《じゃあ、そろそろ現実に戻ろうか。君はちゃんと執しつ筆ぴつをするんだよ。ねえ、君からログアウトして。私から先にログアウトするのはちょっと寂さびしい……》

　それでも、今日きようも彼女は、まるで僕のログアウトを監かん視しするかのように、現実に戻っていくのを見送ってくれました。
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土ど橋ばし真しん二じ郎ろう

２月７日生まれの水瓶座のＢ型。花屋の店員をしながら書いた『扉の外』で第13回電撃小説大賞〈金賞〉を受賞し、念願の作家デビュー。今シリーズにもよく登場する某カロリーアイテムがさりげなくパソコンの横に置いてあるのは、決してメーカーさんへのアピールというわけではありません……よ？
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植うえ田だ亮りょう

イラスト描いたりゲームの原画とか背景描いたり色塗ったり……、いろいろとマイペース気味でやってます。
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